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　町は炎に包まれていた。

　人口二〇〇人に満たないレネッサの町は今まさに滅ほろびようとしていた。

　顔を隠した兵士が人々を斬り、民家に火を放っている。

　指揮するアーシュ・クレイドが受けた命令は、帝国への反乱を企てたこの町の指導者の殺害。そして、見せしめに町を焼き払うこと。すなわち、殺さつ戮りく。

　しかし、住人たちの抵抗はこれまでに経験がないほど激しかった。一〇人の部下は次々に矢で射い殺ころされ、仕掛けられた罠わなにかかり、最も守りの強きよう固こな屋や敷しきにたどり着いた時には五人に減っていた。

「妙ですね」

　副官クレイのささやきにアーシュはうなずいた。

　違和感はあった。ただの一般住民の戦い方ではない。明らかに組織された者たちだ。それもかなりの手て練だれ。そして、人ひと気けが感じられない町のたたずまい。情報が漏もれて傭よう兵へいでも雇やとったのかもしれない。

　しかし、予定外の事態でも任務をまっとうするしかない。

　石造りの屋敷は塀へいの外側に七人、内側に五人の兵がいた。さらに屋根にも三人の射しや手しゆ。それを始末するのに二人が倒れた。

　アーシュは壁に背を向けると、部下に命じて扉を開けさせた。

　部下が扉に手をかけた瞬間、ドンッと空気が震えた。背中が揺ゆさぶられ、耳が聞こえなくなる。黒々とした煙がもうもうとドアのあったところから噴ふき出す。

　ドアの前にいた部下は吹っ飛ばされて、四バルズ――大人ふたり分以上離れた塀に叩きつけられて仰向けになっていた。顔から胸にかけてナイフのような金属片が突き刺さっている。絶命しているのは明らかだ。

　なにが起こったのかわからないが、事実は単純だ。アーシュの戦力がクレイとふたりだけになったのだ。

　罠なのか。それとも、これほど強固な守りは中にいる指導者を守るためなのか。

　アーシュは考えることを放ほう棄きした。どのみち、中に入って標的の在不在を確認するしかない。それが任務だ。

　クレイもそれを理解していた。短剣を構かまえたまま身を低くして飛び込む。一いつ拍ぱく遅おくれてアーシュ。わずかに反りのある細い長剣――愛剣カルンを構えて駆け込む。

　煙の漂ただよう室内に入ると、敵が待ち受けていた。

　五人。長剣が三。短剣が二。うちふたりはクレイが相手する。

　一瞬で人数と得え物ものを把は握あくすると、アーシュは長剣で右側の敵の足に斬りつけた。意表を突かれて床に倒れる敵を目で追いながら、左手で腰の剣を抜き放った。

　異い形ぎようの剣――ダカンだ。顎あごという名のとおり、鉈なたのような太い刃の根本から牙のような出っ張りが伸びている。

　左側から斬りかかってきた長剣をその牙で受け止めると、体ごと倒すようにしてひねる。

　乾いた音を発して、長剣は根本からへし折れた。

　敵がひるんだところに右の長剣を突き出す。

　真まっ直すぐに伸びた長剣が相手の喉のどを貫つらぬいた。剣を横に撥はねながら体をコマのように回し、最後のひとりへ迫る。長剣の攻撃は受け止められた。体格に勝る相手に押し返される。が、アーシュは抵抗せずに長剣を引くと、代わりに振りかぶった短剣を振り下ろした。脳天に重い一撃を食らって相手は崩くずれ落ちた。

　クレイを振り返ったアーシュは自分がひとりになったのを悟った。クレイはふたりの敵と相打ちになっていた。

　アーシュがこの小隊を率いるようになって一年。ずっと数々の任務を共にしてきた戦友の死を、アーシュは瞬まばたきもせずに見つめ、身を翻ひるがえした。

　目の前にあるのは、最後のドアだ。間違いなく、ここに目標はいる。これまでの抵抗を考えると、中に何人の敵がいるのか。

　だが、任務をまっとうするまでは死ぬわけにはいかない。死は恐怖ではない。任務を果たせないことこそが恐怖。それがバタル――ジャハーン帝国の派は遣けん英えい雄ゆう部隊。

　アーシュは壁に背を向け、腕を伸ばしてドアを押し開けた。反応はない。気配も感じられない。

　身を翻して室内に飛び込んだ瞬間、

「はい、死んだ」

　まるでかくれんぼうの鬼が隠れた子供を見つけたような声が聞こえた。

　声の主は真正面に座った一〇歳くらいの少女だった。シンズォの民特有の見事な艶つやのある黒髪が肩より長く伸び、切れ長の目が真っ直ぐにアーシュを見つめている。その目には声のように遊んでいる調子はない。

「なんのマネだ？」

　アーシュは目だけを動かして周囲を見た。

「安心しろ。ここにはわたしとおまえしかいない」

　少女はアーシュの内心を読んだようにそう言った。確かに隠れられるスペースは見あたらない。なにもない部屋だ。どう見ても狙う標ひよう的てき――帝国に対する反乱の首しゆ謀ぼう者しやの姿もない。

「説明しておくが、これは武器だ。今の一瞬でおまえの頭は吹っ飛んでいる」

　少女はドアの真正面にしゃがみ込み、曲げた膝ひざ頭がしらと腕で筒つつ状じようの物を支えていた。その筒の先端がアーシュの眉み間けんに向かってピタリと止まっている。

「試してみるか？」

　少女は挑戦的に笑うと、命令した。

「マスクを外せ」

　アーシュはためらった末、左手で黒いマスクを脱ぎ捨てた。現れたのは一八歳くらい、まだ少年の面おも影かげを残した顔だが、この地域の者ではない。もっと西の地方――ジャハーン帝国の南の民族だろうか。それにしても――。

「……綺き麗れい――だな。まるで、ダジンみたいだ……」

　少女はアーシュの髪を見て小さく息を飲んだ。確かにアーシュの髪は金きん糸しのようにまったく斑むらなく金色に輝いていた。この地域の信しん仰こう対象である太陽神を思い起こすのも無理はない。

「ここでなにをしている？」

　アーシュの問いに、少女は武器を向けたまま答える。

「賭かけをしてた。凄く勝ち目の薄い賭を」

　少女はそう答えたが、周りにはサイコロも書き物をした紙も筆もない。

「勝ったのか？」

「まだわからない」

　少女は首を振り、アーシュが両手に持った異様な形をした剣を見た。

「金きん髪ぱつに二振りの剣か……。バタルに《金色の双刃ザハ・インサイブ》というふたつ名を持つ腕利きがいると聞いたことがあるが、おまえか？」

　少女が知るような知識ではない。

　アーシュが詰問しようとした瞬間、背後で人の気配がした。アーシュの部下は全員死んでいる。つまり敵だ。

　振り向くと同時に長剣を横よこ薙なぎに振り払おうとした。が、アーシュの手は半なかばで止まっていた。そして、怪け訝げんそうに相手の名を呼ぶ。

「ネイト？」

　別の小隊の隊長だ。今回の作戦には参加していない。

　が、ネイトはアーシュの顔を見ても動きを止めなかった。長剣で首を狙ってくる。

　一旦、動きを止めてしまったアーシュはかわすにも弾くにも間にあわない。

　死を覚悟したアーシュの耳じ朶だを轟ごう音おんが打った。

　目の前に迫ったネイトの額になにかが当たり、食らいつき、そして、炎を発して顔が爆はぜた。粉ふん砕さいされた頭をのけ反ぞらせ、ネイトの体は出口に頭を向けてどうとばかりに倒れる。

「あ、当たった……。真っ直ぐ飛んだぞ！」

　手にした筒から白はく煙えんが立ち上る中、少女は目を丸くしてつぶやいた後、興奮した声を上げた。

　アーシュは出口に駆け寄り、他に気け配はいがないか確認し、ネイトの死体に屈み込んだ。どう見ても事切れている。戦場で幾いく多たの屍しかばねを見てきたアーシュだが、初めて見る死に方だ。少女の手にした物は本当に武器だったのだ。

　しかし、アーシュがそれ以上に気になったのは別のことだった。

「なぜ、俺を襲おそった!?」

　アーシュは物言わぬ屍につかみかかる。

「町の住人はおまえたちが来る前に殺された。この部屋の前でわたしを守っていた者たちが最後だ」

　少女の淡々とした言葉で、アーシュはこの任務で感じた違和感の正体を理解した。手練れ揃ぞろいだと思っていたが、ネイトの小隊と戦っていたのだ。そして、ネイトはアーシュの顔を見ても攻撃を止めようとしなかった。

「……そういうことか。オレを消すために待ちかまえてたってことか。そして、任務は失敗。どっちに転んでもオレをバタルから追放できる……。そこまでしたいのか、ヴァルデム！」

　アーシュは太い短剣を力任せに柱に叩きつけた。破は片へんをまき散らし、石の柱に大きな切り込みが出来る。

「ヴァルデムとはバタルの指揮官ハーディム・ヴァルデムだな」

「……そうだ。なぜ知ってる？」

　その質問には答えず、少女は嘲ちよう笑しようを浴びせた。

「バタルの腕利きが指揮官に裏切られるとは滑こつ稽けいだな。なにをした？」

「……俺はやるべきことをしてきただけだ。ヴァルデムが俺を疎うとんじていたのは知っていたが、ここまでするとはな」

「そう悲観するな。まだ任務を果たす方法はあるぞ」

「なんだと？」

　少女を振り返ったアーシュは動きを止め、目を見開いた。さっきまでとは別人かと錯覚するほどの違い。

「我が名は解放ジエフアン。帝国に滅ぼされしシンズォの王女にして、古いにしえの技を受け継ぐ唯一者である」

　立ち上がった少女は、静かに、しかし、堂々と名乗りを上げた。

　少女の姿は一〇歳の幼い子供ではなく、一族すべての命を背負った族長のみが持つ覚悟に満ちていた。その眼まな差ざしには見る者が息を止めるほどの威圧感と、常人には推おし量はかることも出来ない決意があった。

「まさか、おまえが――!?」












　アーシュは悟った、この少女がまさに標的だったのだと。よく見れば、その服には細かな金細工の装そう飾しよく品ひんが施ほどこされ、身分の高さを示している。胸に下げたペンダントには、翼を広げた鳥か太陽のような形をした印象的な装飾がふたつ。

「どうする？　わたしを殺すか？」

　少女――ジェファンがアーシュに向けていた正体不明の武器の狙いを外してみせた。アーシュの腕なら一挙動で詰め、刃で喉を切り裂ける距離。殺せるわけがないと高をくくっているのか、それとも、これも賭なのか。

　だが、アーシュは首を振った。

「俺は殺し屋じゃない」

「なぜだ？　今までいっぱい殺してきただろう？」

「目的があったからだ。今おまえを殺しても誰のためにもならない」

「それでは、わたしがおまえを殺してもいいのか？」

　ジェファンは武器を再びアーシュに向ける。

「好きにしろ。俺は負けたんだ、おまえにも……味方にも……」

　アーシュは真っ直ぐにジェファンを見ると、二振りの剣を腰に納めた。

「これは結構いい目が出たのかな……」

　ジェファンは意外そうに目を見開いて、つぶやいた。

「なんの話だ？」

「賭だ。さっき言ったはずだぞ」

　そう答えると、ジェファンは武器を腰のポシェットに突っ込み、フタをして、まるでまじないでもかけるかのようにポンと叩いた。

「いいか？　わたしはすでに二度、おまえの命を助けた。殺さなかったことで。襲撃者を殺したことで。つまり、おまえにはわたしに対する負ふ債さいがある」

「ふさい？」

「わかりやすく言うと、おまえの命を救ったことに対して謝礼が必要だということだ」

「金を払えってのか？」

　アーシュのヤケ気味の問いに対して、ジェファンはアーシュに歩み寄った。予期せぬ動きに思わず半歩退しりぞくアーシュ。そのアーシュの胸までしかないジェファンは伸び上がったりかがんだり。まるで、商品の品定めをしているようだ。その間中、視線はなぜか金色の髪にちらちらと飛ぶ。そして、満足したように元の位置に戻ると、表情も変えずに口を開く。

「そうだな、せいぜい金貨四枚、駄だ馬ば二頭分というところか」

　自分の値段など考えたこともなかったアーシュには、その金額が高いのか安いのかすらわからない。

「では払ってもらおう」

　ジェファンはそう言って手のひらを差し出す。

「作戦中に金貨なんて持ち歩いてるわけない。今あるのは銀貨が数枚だ」

「仕方がない。わたしがおまえを買うしかないな」

　楽しそうに言ったジェファンの不ふ穏おん当とうな言葉にアーシュは思わず聞き返す。

「買うだって？」

「そうだ。それとも、わたしが命を救ったことなどなかったことにするか？」

「それはできない」

　アーシュは瞬時に否定した。なかったことにするとは、この場でジェファンを殺すということだ。

「では、決まりだな。自由になりたければ、己を一生かけて買い戻すがよい」

　ジェファンはまるで新しく手に入れた玩具を試すようにアーシュの腹を叩くと、ついでのように尋ねた。

「そうだ。おまえ、名前は？」

「アーシュだ。アーシュ・クレイド」

「悪くない名前だ。わたしほどではないが」

　ジェファンはそう言うと、フフンと笑う。

「では、アーシュ。最初の仕事を与える。きちんと死んでもらおう」

　真顔になって、ジェファンはそう言った。
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「あれがイスナンか。大きな街だな！」

　御ぎよ者しや台だいから立ち上がった少女が歓声を上げた。

　長い黒くろ髪かみを左右でお団子のようにまとめ、前髪が吹きつける風にかき乱される。切れ長の目が風でさらに細くなった。

　その視線の先には街がある。

　大陸の東部、沿岸から内陸に入ったこの辺りは荒れた土地が広がっている。岩山ばかりが目に入り、緑は少ない。その中にぽつんと見える人の営み。

　だが、そびえる門は一部が崩れ、周囲の建物も工事中なのか、大勢の大工職人が石材を運んでいる。

「この辺りじゃ中くらいの規模だぞ。それより危ない」

　手た綱づなを握る少年が腕を伸ばして少女の背中を支える。

「大丈夫だ」と少女はムッとした顔で振り向く。

「おまえが落ちたら困るんだよ」

　少年はひょいと少女を抱えて座席に座らせた。

　やがて、イスナンの街が近づき、門を守る兵士が鷹おう揚ように手を掲げた。

「はい、止まって」

　少年は舌打ちしながら手綱を引き、馬の速度を緩ゆるめ、ゆっくりと止める。それでも勢い余って少し兵士を通り過ぎてしまった。

「ちゃんと止まらんか」

　兵士が不ふ機き嫌げんな顔をして追ってきた。

「すみません。慣れてないもので」

「若いが、大丈夫なのか？　納品書は？」

「これです」

　少女が丸めた書類を差し出した。

「サイードのとこか。問題はなさそうだが、しかしまた大量のワラだな」

　書類に目を通した兵士は少女に返しながら馬車の荷を呆あきれた顔で見上げた。束にしたワラが小山のように積み上げられている。明らかに他の馬車よりも大きい。

「それが親方の指示でしたから」

「いくらワラが貴重だからって、こりゃ積み過ぎだ。いびられてるんじゃないのか？」

　少年の答えに兵士は同情し、そして、ふたりの顔を見て訊きく。

「兄きよう妹だいか？　似てないな」

　少年の頭は紺色のバンダナで覆おおわれているが、耳の辺りに見えるのは金きん髪ぱつだ。少女の艶つややかな黒髪とは似ても似つかない。

「ええと、親が違うんで」

　困ったような少年の言葉に兵士の顔が曇くもった。

「……そうか。悪かったな」

　かつてこの地にあったシンズォ王国が後継者問題から内戦状態になり、その隙すきを突いて侵しん攻こうした西の大国ジャハーン帝国によって滅亡したのは一八年前。しかし、戦争は終わったわけではなく、いまだにあちこちで小こ競ぜり合あいが続いている。王国の残党だけではなく、周辺国との領土争いもある。この街も昨年まで戦いがあった。門が工事中なのはその名残なごりであり、戦で親を亡くした孤こ児じたちも少なくない。兵士はこのふたりがそういう兄妹だと思ったのだ。

「よし、行ってよし」

　少年は頭を下げ、手綱を軽く馬の背に当てて合図を送る。

　しかし、馬車は動かない。

「どうした？　さっさと動かせ。後ろがつかえてるぞ」

　兵士の言葉どおり、後ろには馬車が二台順番を待っていた。

「すみません。駄だ馬ばばかりなもので」

「四頭もいてこのざまか」

　頭を下げる少年に呆れたように言う兵士。

「おい、早くしてくれんか？　こっちは急いでるんだ」

　後続の小さな馬車の御者がいらだった声を上げた。

「欲張って積み過ぎたせいで動かんのだ。ちょっと待ってやれ」

　兵士は笑いながら後ろの馬車に言うと、少年に向かって人のよさそうな笑みを向けた。

「仕方ない。押してやろう」

「いえ、大丈夫です！」

　少年は慌あわてて応えた。

「ほら、進め！」

　少年はさらに馬に鞭むちを入れた。しかし、踏ん張っているのにまったく動く気配がない。

「進め！」

　焦りながらもう一度鞭を入れる。

「やっぱり押した方がよさそうだな」

　兵士が親切な申し出をして後ろに行こうとした時、少女が少年に耳打ちした。

「降りろ」

　少年は弾かれたように御者台から飛び降りた。その衝撃で馬車が揺ゆれる。その瞬間、少女が馬に鞭を入れた。

　ガクンと馬車が揺れ、ゆっくりと動き出す。

「重かったのはおまえだったのか！」

　兵士や御者の笑い声を背に受け、少年は馬車を追って駆け出した。

「ま、待ってくれ！」

　哀あわれな叫びに、笑い声は一層大きくなった。




「完璧な芝しば居いだったぞ」

　満足そうな声を上げたのは御者台に座った少女――ジェファンだ。

　広場に近い倉庫に苦労して馬車を入れ、馬を馬屋に連れて戻った少年――アーシュは不服そうに言い返す。

「あんな不格好な役は初めてだ」

「そうか？　裏切られて殺されかけるのはもっと格好悪いのではないか？」

　痛いところを突かれたアーシュは倉庫の扉を閉める動作を一瞬止めた。

「……おまえなぁ……」

　扉の鍵かぎをかけたアーシュの声音は強こわばっていた。ジェファンはそれに気づいたのか気づかないのか、容よう赦しやない言葉を続ける。

「そうだ。とてつもなく格好悪いな。だが、育ててくれた者や守ってくれた者が殺されるのを見ているしかなかったわたしも相当無ぶ様ざまだ。それ以下はないぞ」

　アーシュは呻いた。正確には村人と親の代から仕えてきた臣下を殺したのはネイトの部隊なのだが、それでもそれに荷担したのは確かだし、最後に残った護衛を倒したのはアーシュ自身なのだ。

「それ以下はない、か……」

「そうだ。這はい上がって格好良くなるのだ」

「なれるのか？」

「おまえの努力次第だな。もちろん、わたしは格好良くなるぞ」

　ジェファンの自信満々のセリフに、アーシュは思わず突っ込む。

「それでいいのか？　凄すごい美人になるってのはないのか？」

「当たり前ではないか。美人と格好良いは対立概念ではないぞ」

　ジェファンはそう言うと、ぴょんと跳んで地面に降りた。

「では、行くぞ」

「武器は？」とアーシュ。愛用の二振りの剣は腰にはない。

「観光に来たのに武装するのか？」

　不思議そうな顔で聞き返すジェファン。

「観光だって？　なにか目的があるんだろ？　こんな怪しい馬車を運ばせて、なにもないわけがない。なんなんだ、このワラの塊かたまり――」

　アーシュがなおも言い募つのろうとするところに、ジェファンは静かに指を突きつけた。

「取り決めたはずだぞ。わたしの言うことは絶対だ。許可があるまで武ぶ装そうしない。武器も使用しない」

「……わかったよ」

　アーシュはため息をついてうなずいた。自分で飲んだ約束だ。

「持っていく物はあるか？」

「これだけで充分だ」

　ジェファンは肩に斜めがけした小さなポシェットを示した。いつも火ひ筒づつを入れているケースとは別だ。

　倉庫の裏から出て狭い小道を早足で進むと、いい香りが漂ってきた。アーシュはまだ昼飯を食べていないのを思い出し、ジェファンに声をかける。

「腹減ってないか？」

「そんなのは用事が済んでからだ！」

　ジェファンは振り返る時間も惜おしいと、駆けながら即座に却下する。

　アーシュは珍しくジェファンの声が興奮気味なのに気づいた。今までは興奮どころか感情も表に出さなかったのだ。そういえば、馬車の中でもいつもと様子が違ったなと思い出す。

　アーシュはなにが目的でこの街に来たのか、知らされていなかった。それどころか、この二ヶ月の間、レネッサの近くにある村でジェファンの身の回りの世話や近くの村に出かける時の護衛をしていただけだ。ジェファンがなにをしようとしているのか、復ふく讐しゆうへ向かおうとしているのかもわからない。今回イスナンに来たのは、いきなり馬車を運べと命令されたからだった。

「あったぞ！」

　広場に出た途端、ジェファンが歓声を上げ指さした。

「なにがだ？」

　アーシュの疑わしげな声に、ジェファンは興奮を隠す様子もなく叫んだ。

「ようやくこの目で見られたぞ！」

　ジェファンは広場の中央に向かって勢いよく駆け出した。

　広い円形広場の中心にある台座には、赤黒い巨大な鋼鉄製の像がそびえ立っていた。

　四頭の馬が繋つながれている姿だ。後ろに馬車がないが、馬車を引く姿を模もしたのだろう。馬車を繋ぐはずの轅ながえが延びている。馬はハーネスなど馬車に繋ぐ馬具だけではなく、全身を鎧よろいで覆われていた。戦せん馬ばだ。












「……凄いな」

　アーシュは見上げながらゆっくり歩み寄った。

　馬車で広場に着いた時は倉庫に入れるのに忙しかったため、じっくり見られなかったが、間近から見上げると、大きさがはっきりとわかる。馬の大きさは実際の馬よりも二回り以上大きい。それがアーシュの目線よりも高い二バルズもの台座に乗っているせいもあって圧倒される。さらには体に密着した鎧のせいか、馬というよりも、馬に似た別のなにかを表現したような気になる。

　確かに、見事な像だ。しかし、これがなんなんだ？

　はしゃぐジェファンを見て、アーシュはますますわからなくなった。

「ご覧になるのは初めてかな？」

　不意に脇から声がかかって、アーシュは振り返った。老人がにこやかな顔でふたりを見ている。街の隠居が観光客相手の説明役を買って出たというところか。

「まあ」

　アーシュがあいまいにうなずくと、老人は我が意を得たりとばかりに話し始めた。

「この戦馬像はな、シンズォ王国が滅ほろびた年に都からここに来たものだ」

「一八年前か……」

　アーシュの生まれる前の年だ。この年、シンズォ王国はジャハーン帝国によって滅ぼされた。

「北西のズァラには兵士の像がある。他の街にも幾つかあると聞いておるが、知っているかな？」

　アーシュはうなずいた。武ぶ神しん像と呼ばれる巨大な像はこれまで立ち寄った街で二体見たことがある。かつての王国と帝国の国境、つまり、大陸を南北に分断するラインに沿って数十体の武神が建てられているという。

「武神の像はシンズォ王国の守り神と呼ばれていたが、この街の戦馬は違う。王国が内乱で乱れ、その隙を突いて帝国が侵略してきた時、王国の王子と妃きさきがこの馬の引く巨大な馬車で逃れてきたのだ」

「この馬が？」

「この馬がだ」

　半信半疑で聞き返したアーシュに、老人は笑いながら答えた。

「その様子を見たのか!?」

　いきなり興奮した声が割って入り、老人はジェファンに気づいた。

「いや、ワシは戦に出ていたからな。街に残った者から聞いた話だよ」

「そうか……」

　ジェファンは残念そうにうなだれると、急に身を翻ひるがえして台座にある出っ張りにつかまって登りだした。

「なっ、なにをする!?」

　止めようとする老人を一いつ顧こだにせず、ジェファンは台座を登り切ると、馬の後脚に歩み寄り、そこでひざまずいた。

「ありがとう。おかげで、わたしはここにいるぞ」

　頭を垂れると、その脚に手をかけて登り始めた。

「おまえの妹なのだろう？　止めんか！」

「無理だ」

　老人の慌てた声にアーシュは素そっ気けなく応じる。その間にジェファンは隣り合った馬と馬を繋ぐ頸くび木きに登っていた。地上からの高さは四バルズ以上あるが、ジェファンは恐れる様子もない。

　頸木は通常のものとは形も大きさもかなり違い、中心に延びる轅と一体となっている。通常、轅は棒状だが、この像では馬の胴体ふたつ分もある金属の箱に姿を変えていた。つまり、四頭の馬が金属の箱を両側から挟み込む形だ。その金属の箱の後端に馬車を繋ぐ金具がある。

　ジェファンは箱の上に立つと、巻き尺を垂たらし、アーシュに命令する。

「端を持って地面に当てろ。真っ直ぐにな」

　アーシュはひょいっと台座に登り、巻き尺の端をつかんで足元につけた。

「予想より一バズ半高いな……。しかし、調整出来る範囲内か」

　ジェファンは親指の爪ほどの違いを確認してうなずくと、紙に結果を書き、さらに別のところを確認する。

「おい、なにをしている！」

　居丈高な声に振り向いたアーシュは顔をしかめた。帝国の正規兵が駆けてくる。さっきの老人が呼んだのだろう。

「マズいぞ」

「待て。もう少しだ」

　ジェファンはさらに何ヶ所か寸法を測った後、巻き尺を巻き取ってポシェットに突っ込んだ。

「よし、終わりだ」

　言うが早いか、ジェファンはアーシュに向かって飛び降りた。

「無茶するな！」

　アーシュは慌てて真下に駆け寄り、両手で受け止める。

「クッ……重いぞ、おまえ！」

　歯を食いしばってジェファンを肩に担ぐと、アーシュは身を翻した。

「待て！　待たんか!!」

　叫びを上げた兵士にジェファンがべーっと舌を出す。

「こーこまーでおいでーっ！」

　はやし立てるように言うジェファンにムッとしたのか、兵士は呼び子を吹いた。甲高い音が広場に響く。

「わざわざ刺激するな！」

　アーシュが言うより早く、進路上に新たな兵士の姿が見えた。視界の隅すみにもふたり。

「後ろからもふたり来たぞ」

　ジェファンが面白がっているかのように知らせる。

　アーシュは正面の兵士に真っ直ぐ走った。後方は多すぎると判断したのだ。

　驚いた兵士は対応を決めかねる。呼び子に応えて来たものの、相手は素す手ででしかも子どもを担いでいる。どうすべきか迷うなと言う方が無理だ。そこにアーシュの狙いがあった。

　空あいた腕を伸ばして兵士の首に食らわすと、兵士はもんどり打って倒れた。

　追手の叫びを聞きながら、アーシュは人通りの多い小道に駆け込んだ。

　カゴを背負ったり、荷物を抱えたりした商人たちの間を、ジェファンを担いだアーシュはひょいひょいとかわして走る。背後からの追手は通行人にぶつかって、その度に罵ののしり声が聞こえてくる。

「凄いぞ。兵士がおたおたしておる」

　ジェファンの上機嫌な声を耳元で聞きながら、アーシュは休むことなく駆ける。

「ご苦労。もう姿は見えないぞ」

　ジェファンの声に促され、アーシュは足を緩めて背後を確認した。追手の姿も足音もない。ようやく、アーシュは担いでいたジェファンを下ろし、大きく息を吐き出した。

「これで勝ちだな！」

　勝ち誇ほこった表情で逃げてきた道をどうだとばかりに見るジェファン。

「は？」

「鬼ごっこは捕まらなければ勝ちなのだろう？」

「鬼ごっこじゃない！」

「そうなのか？　一度してみたかったのだ、鬼ごっこというものを」

「鬼ごっこならガキとやってろ！」

「わたしの周りには同じ年頃の子どもはいなかったのだ」

　ジェファンはぽつりとつぶやいた。

　それを聞いて、アーシュは思わず舌打ちをした。ジェファンの身の回りの世話と教育係をしていたのは年寄りばかりだった。それを襲しゆう撃げきしたネイトの部隊が全滅させたのを思い出したのだ。

「いいか？　鬼ごっこのために俺の命を削けずるな。他のことなら――」

　強く言いすぎたかとアーシュが言葉を足すのを遮さえぎり、ジェファンは当然のように指摘する。

「ああ、それならば気にするな。おまえの命はわたしが買ったのだからな」

「……ああ、そうだったな」

「気に入らぬなら、金を稼かせいで買い戻すことだ」

　フフンと不ふ敵てきな笑みを浮かべるジェファン。と、くぅ～と腹の虫が音を立てた。

「腹が減ったぞ」

　ジェファンが顔を赤くして腹を押さえる。

「だから、さっき食っておけばよかったろ」

「あの時、もっと強く主張してくれればよかったのだ」

「俺のせいかよ」

「もちろんだ」

　ジェファンが当然だとばかりに言い放ち、アーシュは頭を抱えた。

「言っても聞く耳持たなそうだったけどな……。ひとつ教えてやる。昔から『腹が減っては戦は出来ぬ』って言うんだ。なにかことを起こす前にはなにか食っておくのが鉄てつ則そくなんだ」

「……なるほど。よい言葉だな。覚えておこう」

　ジェファンは少し考えて納得したのかうなずいた。

「それでなにが食べたいんだ？」

「美お味いしければなんでもいいぞ。できれば、ここでしか食べられない料理がいい」

「わかった」

　アーシュは漂ただよってくるスパイシーな香りに、口元に小さく笑みを浮かべた。




「……ま、まずまずだったな」

　食べ終えたジェファンは額に大粒の汗を浮かべながら、ふうふうと息を吐いた。

　ピタと呼ばれる円形に焼いた薄いパンを袋状に裂き、中にスパイスで炒めた肉や野菜を詰め込んだ料理だ。

「辛かったか？　この旨うまさがわかるには早かったかもしれないな」

「そんなことは言ってないぞ。とても美味しかっ――」

　ジェファンは最後まで言い終えることが出来ずに咳き込んだ。

「無理するな」

　そう言いながら水すい筒とうを差し出したアーシュを、ジェファンは鼻を赤くしてにらんだ。

「意い趣しゆ返がえしのつもりか？」

「まさか」と言い返しながら、アーシュはぎくりとした。そんな気持ちがまったくなかったかと言えば、それはウソになる。

「いや、あれはこの辺りの伝統的な食い物で――」

　言い訳を口にしたアーシュだが、ジェファンは別の方向を見ていた。

「あれはなんだ？」

　ジェファンが指さした先には店先に群がる子どもたちの姿があった。アーシュはのぼりを見て答える。

「ああ、冷やしアメだな」

「お菓子なのか？」

「水アメを溶かした飲み物だ。欲しいのか？」

「そんなことはない」

　言葉とは裏腹に、ジェファンは子どもたちがはしゃぐ様子をじっと見ていた。アーシュは誰にともなくつぶやく。

「ガキの頃は街で稼ぎがよかった時に飲ませてもらったな。それが楽しみだった」

「おまえの家族はなにをしていたのだ？」

「旅から旅の芸人だ。帝国の南にあった小さな国――今じゃ全部帝国領だけどな――そこを回ってた」

「家族はどうしたのだ？」

「全員死んだよ。小国同士のいざこざに巻き込まれて。俺だけ生き残った。でかい国なら敵かたきを取れると思って帝国の兵士に志願した。それが、なぜか、こうなった」

　アーシュは苦笑して肩をすくめる。

「家族も、その、金色の髪だったのか？」

「ああ。俺が一番かな。母親の血が濃こかったんだろ」

「そうか……」

　ジェファンはアーシュのバンダナからはみ出した金髪を見つめる。

「まあ、だから、冷やしアメはガキの頃の思い出だって話だ」

「わかった！　そんなにおまえが飲みたいなら味見をしてやってもいいぞ」

　ジェファンは妙に早口で言う。

「ちょっと待ってろ」

　アーシュは仕方ないなとわざとらしく顔をしかめ、店先に歩いていった。すぐにコップを持って戻ってくる。

「では、ちょっと味見してやろう」

　そう言うと、ジェファンはカップに口をつける。

「美味しいな！」

　一口飲んだジェファンの顔が輝き、急に曇った。飲んでやってもいいと言った手前、アーシュに渡さなければいけないと気づいたのだ。

「全部飲んでいいぞ」

　アーシュが言うと、ジェファンの目が輝いた。

「い、いいのか？」

「遠慮するな。おまえの金だろ？」

「そ、そうだな。そうだ」

　ジェファンは自分に言い聞かせるようにうなずくと、

「では飲むぞ」

　最後通告のようにアーシュをチラッと確認して、ゆっくりと飲み干した。

「満足したか？」

「美味しいものがあるのだな、世の中には」

　ジェファンがしみじみと言うのを見て、アーシュは思わず微笑ほほえんだ。

「なにがおかしい？」

「いや、なにも。それで、用は済んだのか？」

「今できることは終わった。夜に出直す」

　ジェファンはそう言うと、アーシュに振り向いた。

「今度はおまえの出番があるかもしれん」

「さっきもあったろ？」

「あんなものは数の内に入らん。覚悟しておけ」

　そう言うと、ジェファンは空になったカップを持って店に駆けていった。

「美び味みであったぞ」

　カップを置いてジェファンがそう言うと、店員は目を白黒させていた。
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　夕方になって、ふたりは追手がいないのを確認して倉庫に戻った。

　外からは夕食時の喧噪が聞こえてくる。物売りの呼び声や酔客の大声、酒場や料亭からは楽器の音ね色いろと歌い手たちの歌声が入り混じって届けられる。

「これなら大丈夫だな」

　外の喧けん噪そうに興味津々な様子で耳を傾けていたジェファンだが、立ち上がって馬車に向かって指を突きつけた。

「よし、偽ぎ装そう解かい除じよしろ！」

　腕を馬車に向けたまま、ジェファンは突っ立っているアーシュに冷たい目を向ける。

「なにをしている？」

「……やっぱり俺がやるのか」

「ワラが勝手に落ちるとでも思うのか？」

　ジェファンに一喝され、アーシュはため息をつきながら馬車に歩み寄った。

「きびきび動け！」

　容赦なく叱しつ咤たの声が飛ぶ中、アーシュはナイフを持って馬車によじ登った。

　ワラの束をくくったロープを切り、ワラを下に投げ落としていく。一抱えもある束が次々と床に積み上げられていった。

「もっと静かにやらんか！　音楽が聞こえ……ではない。音が外に漏もれて怪あやしまれるではないか」

　音楽に合わせて足でリズムを取っていたジェファンが、どさどさと落ちるワラの束にムッとした顔をした。

「外はうるさいから大丈夫だろ？」

　アーシュは平然と作業を続け、程なくして、下に隠されていたものが姿を現した。

　馬車は馬車でも一目で通常の馬車ではないのがわかる。優に一回りは大きく、全体が真っ黒。まるで見る者を威圧するように金属の鋲びようが壁に列をなしている。

「まるで城だな」

　アーシュの正直な感想だ。

「まさか全部鉄なのか？」

「いや、半分は木だ。これでもずいぶん軽くした」

「どおりで馬が動かすのがきつかったはずだ」

　見るからに重そうな車体に、アーシュはここまで引いてきた馬に同情した。

「で、これをどうするんだ？」

「決まってるだろう？　外の馬につなげるのだ」

「外の馬って……あの銅像か？」

　冗談のつもりで笑うアーシュ。

　ところが、ジェファンはいたって真面目にうなずいた。

「よくわかったな。おまえにしては上出来だ」

　呆あつ気けにとられたアーシュの反応は優に一〇秒は遅れた。

「……って、なに考えてんだ!?　遊びのつもりか？　復讐するんじゃないのか!?」

　思わず声を荒らげるアーシュに、ジェファンは冷めた目を向ける。

「そんなことを言ったか？」

　ジェファンの思いも掛けない返答に、アーシュは言葉を失う。確かに、この二ヶ月の間、ジェファンが帝国への復讐を口にした記憶はない。自分が勝手にそうだと思い込んでいただけなのか。

「それに取り交わした契約を忘れたのか？」

　ジェファンの問いにアーシュは出かかった叫びを飲み込んだ。

「……いや、おまえの言うとおりにするって話だったな」

　契約は契約だ。それがたとえ金属の馬の像に金属の馬車をつなげて帝国に向かっていくというような、子どもの夢物語であっても。

「それじゃ、やるか」

　一瞬で気持を切り替えたアーシュは馬車の進路上からワラの束をどけて言う。

「その前に、少しお腹が減ったぞ」

　ジェファンはそう言うと、アーシュを振り返った。

「戦の前には食事なのだろう？」

「そうだな。なにか買ってくるか」

　アーシュはついてこようとしたジェファンを身振りで制した。

「昼のことがあるから、ふたりで出歩くのはマズいな。待ってろ」

　扉の前まで来たアーシュにジェファンが慌てた声をかける。

「い、いや、待て！」

「なんだ？」

「あの辛いのはなしだぞ！」

　思い出したのか、泣きそうな顔をしたジェファンに、アーシュはつい吹き出した。




　陽ひは完全に落ち、倉庫の中は上に開いた窓から射し込む月明かりだけになった。

「そろそろだ」

　ジェファンは月明かりで時刻を読み取った。

　アーシュは扉の隙間から外を確認する。

「外には見回りの兵士がいる。まず、あれをなんとかしないとな」

「四人くらいなら簡単なものだろう？」

「いや、六人だ。警備が厳げん重じゆうになってるぞ。昼間の騒動のせいかもな」

　アーシュの緊張したささやきに、ジェファンが駆け寄ってくる。

「……これは、まさか感づかれたのか？　他に知る者がいたのか？」

　ジェファンは真剣な顔でつぶやいた。

「どうする？　日を改めるか？」

「この倉庫を借りていられるのは今日だけだ。それにニセの納品書がバレるかもしれん」

「あれ、ニセモノかよ!?」

　ジェファンの答えにアーシュは呆れ声を上げる。

「やるしかない、か」

　ジェファンは兵士の動きをじっと観察していたが、やがてひとつうなずいた。

「戦馬の周囲は松たい明まつがない。兵士の動きを読んで闇にまぎれて接近するのは問題ない。問題は起動までの時間だな……」

「なんの時間だって？」

　考え込んでいたジェファンは問いを無視すると、一言。

「時間稼ぎをしろ」

　ジェファンの命令に、アーシュは思わず笑みを浮かべた。この二ヶ月の間、愛用の二振りの剣はジェファンが預かったままなのだ。

「武器を使っていいんだな！」

「ダメだ」

　ジェファンの答えはにべもない。

「俺に死ねと言ってるのか？」

「一般兵相手に苦戦する程度なら最初からおまえなど買いはしない」

　舌打ちをすると、アーシュは腹立ちまぎれに言い返す。

「買い戻してやるからな。絶対だ！」

「気長に待っているぞ」

　ジェファンは無理だというように笑いで返した。

「俺が近くの兵士をやる。その隙に行け」

「任せたぞ」

　ジェファンがうなずくのを確かめて、アーシュは扉を小さく開け、隙間から外に出た。

　兵士が松明から離れていくのを追っていく。そして、松明と松明の間――完全に闇やみに飲み込まれた瞬間、背後から襲いかかった。

　口をふさぎ、喉のどに腕を回し、一気に締め上げる。数瞬で動かなくなった兵士をその場に寝かせ、次の兵士に向かう。

　像に近いところを回っている兵士から片づけていく。

　視界の隅にジェファンの姿が闇の中を駆け去るのが見えた。

　アーシュの脳のう裏りにふと疑問が浮かぶ。

　子どもの夢物語なんて思ったが、あいつがそんな非現実的な夢を見るか？

　なにをやるのか見当もつかないが、理由も意味もあるはずだ。上手くやれよと、アーシュは内心でつぶやいた。お互いにここで死ぬわけにはいかない。それだけは確かだった。




　アーシュが倉庫に一番近い兵士を黙らせると、ジェファンは大きな扉をいっぱいに開け、ワラの束を担いでくると扉が閉まらないように置いた。

　そして、大きな袋を担ぐと、他の兵士の動きを確認し、走る。

　広場の中央の像にたどり着くと、昼間と同じように登っていく。真っ暗なので記憶と手の感触だけが頼りだ。音を立てないように細心の注意を払いながら上に行く。二頭の馬の間に、本物の馬なら存在しない金属の箱が挟まっている。ジェファンはその上に立って表面を手で探った。

「ここだ」

　昼間に確認した場所にフタがあった。本当は昼間にやりたかったが、邪魔が入ってできなかったのだ。指でフタを横に滑らすと、そこに穴が空いている。

　ジェファンは首に下げていたペンダントヘッドを外す。

　それを穴にあてがい、ゆっくりと差し込む。ペンダントは鍵だったのだ。抵抗なく収まると、命令するようにつぶやきながら、いっぱいに回した。

「起動しろ」

　反応はない。

　ジェファンは鍵を抜いてもう一度試そうとしたが、なぜか鍵が抜けない。力を込めた途端、鍵の持ち手がズルッと指をすり抜けた。

「あ……！」

　落としたのかと焦るジェファンは思わず声を漏らしてしまった。

「なにか聞こえなかったか？」

　兵士の声が聞こえる。

「いや？　空耳だろ」

　別の兵士の気のない返事。

　ジェファンはほっとしたが、鍵がどこかに行ったのは確かだ。

　鍵穴を指で探って事態がわかった。鍵は鍵穴ごと沈み込んでいたのだ。

「起動した!?」

　ジェファンが思わず歓かん喜きの声を漏らした。

「やっぱりなにか聞こえるぞ」

　再び兵士の声がした。

「ほら、聞こえるだろ？　こう、重い唸うなりみたいな音」

「そんな音聞こえ……いや、なにか唸ってるな」

　兵士たちの会話を聞くまでもなく、すでにジェファンは全身で感じていた。膝ひざと両手をついて屈かがんだ体に力強い震動が伝わってくる。

「起動した……ずっと夢に見てた戦馬が起動した。本当に起動したぞ！」

　思わずほとばしった歓喜の声にかぶせるように、甲かん高だかい咆ほう哮こうが天を突き上げる勢いで放たれ、ジェファンは耳をふさいだ。




　その時、アーシュは三人目の兵士を昏倒させ、暗がりに横たえたところだった。

「これで半分か」

　残りは倉庫の反対側――つまり、馬の顔が向いた方向にいる。

　像の陰に隠れて向かおうとしたその瞬間、空気がびりびりと音を立てて震えた。耳をつんざくような甲高い音が轟とどろく様は、まさに金属の咆哮。

「なんだ、これは!?」

　とっさに耳を覆ったアーシュがなんらかの攻撃かと身構えた時、

「像の上に誰かいるぞ!?」

　兵士たちの叫びに呼び子の音が重なった。像の上に人影がぼんやりと浮かび上がるように見えた。

　すぐに広場の兵士たちが集まってくる。下手をすれば他の部署からも増援が来る。

　舌打ちをしたアーシュだが、駆け出してから気づいた。どうしてジェファンの姿が見えたんだ？　明かりもなにもない真っ暗な闇じゃなかったのか？

　ジェファンの姿は足元からのほのかな赤い光が浮かび上がらせていた。そして、その光は馬の銅像全体に広がっていた。馬がまとった鎧のラインを繋ぐように赤い光が走る。

「なにが起こってる!?」

　兵士たちも銅像の異変に気づいて騒然とし始めた。

「松明を持ってこい！」

　兵士たちの叫びに応えて、幾つかの松明が広場の中央に向かっていく。アーシュも身を隠すのが難しくなってきた。

　甲高い咆哮が収まった後も重々しい唸りは続き、さらに大きく響く。

「う、馬が咆ほえた!?」

　兵士がうわずった声を上げた。

「鉄の馬が咆えるわきゃないだろ」

　引きつった声が続く。

　ギギギッ……と金属の軋きしり上げる音が聞こえ、戦馬の鎧のラインが動く。そして、兵士たちの持った松明の炎に照らし出された。

　闇の中にたたずんでいた戦馬の像は目を光らせ、口からは白い蒸気を激しく吐き出していた。赤い光に照らされて、まるで炎を吐いているようだ。

「う、馬が動いたぞ！」

　兵士が悲鳴を上げた瞬間、再び甲高い咆哮が放たれた。同時に四頭の戦馬が蹄ひづめで台座を蹴りつける。ガンッともガツンともつかない音と共に、石を組んだ台座が突き崩されていく。

「冗談でも夢物語でもなかったってことかよ……」

　アーシュは蒸気を吐き出す戦馬を見上げていた。その顔には笑いさえ浮かんでいる。

「おもしろいじゃないか！」

　アーシュは自分でも意識せずに声を上げていた。

　帝国に対してたったひとりでなにか出来るのか。かつて内部にいた者として、絶望的な気分だったのが、これを目にして少し変わった。無論、これだけで劇的に変わる訳ではない。それくらいはわかる。しかし、この世界には自分の知らないものがあるとわかっただけでも、おもしろい。そう感じたのだ。

「なにをしている!?　早く馬車を！」

　ジェファンの叫びに我に返ったアーシュは身を翻した。ジェファンは鋼鉄の馬を馬車に繋ぐために後退させるつもりなのだ。

「くせ者だ！」

　叫びに続いてさらに、

「仲間が殺やられてるぞ！」

　血走った叫びが響く。

「殺っちゃいないぞ」

　アーシュは舌打ちをしながら倉庫に走った。




　歓喜の声を上げながらも、ジェファンは我を忘れて一所に留まることはなかった。

　起動を確認すると、持ってきた袋から金具を引っ張り出した。金具には丈じよう夫ぶな革かわを編んだロープがつながっている。金具はカギ状になっており、引っかけた後に抜けないようにバネで締まるようになっている。

　ジェファンは鍵穴から後方の出っ張りを探り当てた。

　出っ張りには同じような金具がぶら下がっていたが、ロープはない。歳月がぼろぼろにしてしまったのだ。古い金具を外し、新しい金具を引っかけ、締めた。袋からロープをスルスルと伸ばし、最後まで出す。反対側の端にも金具がついていた。それをもうひとつの出っ張りに引っかける。いささか奇妙な形だが、手綱のようになった。

「動け、戦馬！」

　ジェファンは小さな体で手綱を思いっきり後ろに引いた。

　ガコンッと足元で震動が響き、シューッと息を吐くような音がして戦馬の脚から蒸気が噴き出した。

「ようし、いい子だ。後退するんだ」

　ジェファンが言い聞かせるようにささやいた途端、足場がガクンと揺れた。

「わわっ!?」

　ジェファンはバランスを崩して金属の箱から滑すべり落ちた。手綱をつかんでいたおかげで地面に激突するのは免まぬがれたが、体重がかかって引っ張り続けることで戦馬は勢いを増して後退し続ける。しかも、ロープが引っかかって左に偏かたよっていたせいで、馬は左に曲がり始めた。

　四頭の戦馬が一六本の脚を動かして後退する。その度に大きく揺れ、ジェファンはロープから振り落とされまいと必死にしがみついた。落ちれば巨大な蹄てい鉄てつに踏み潰される。足の指がどこかに引っかからないかと探すが、鎧のような騎馬の体と違って箱の表面はつるつるで、引っかけられる出っ張りがない。

「ジェファン！」

　アーシュの声が戦馬の騒そう々ぞうしい足音の合あい間まを縫ぬって聞こえてきた。

「なにをしている!?　倉庫で待機しろと――」

「待ってても来ないだろ、これじゃ！　もう少し我慢してろよ!!」

　なにをする気だとジェファンが聞き返すより早く、アーシュが駆けてきた。

　次第にスピードを増す戦馬を繋ぐ頸木につかまると、猿のように体を振って飛び乗った。そして、ジェファンがぶら下がった箱に飛び移る。

「引っ張り上げるぞ」

　ロープをつかんでゆっくり引き上げていく。

「つかまれ」

　差し出された手をジェファンは悔くやしそうに見つめ、不満そうに握った。

　アーシュは軽々とジェファンを引き上げた。

「こいつの進路を右に――」

「わかっている」

　手綱を握りしめたジェファンはそれ以上言わせない。

「それじゃこっちは頼むぞ」

　アーシュはそう言い残し、ひょいっと飛び降りた。

　ジェファンはアーシュの身軽な動きを羨うらやましそうに目で追うと、小さく口をとがらせた。

「……わたしだってあれくらいできるようになるからな」

　自分に言い聞かせるようにつぶやくと、ジェファンは身を低くして手綱を右に引っ張った。

　ガクンと揺れると、左に曲がりながら後退していた戦馬が右に方向を転じ始めた。

「もうちょい右！　よし、いいぞ。そのまま……止めろ！」

　倉庫に入ったアーシュは叫ぶと、すかさず馬車と戦馬の連結部分に轅から突き出した楔くさびを打ち込んだ。

「つなげたぞっ！」

　アーシュの合図でジェファンは不安定な箱の上から御者台に移動し始めた。

「さあ、逃げるぞ」

　意い気き揚よう々ようと手綱を持つジェファン。

　だが、すんなり逃げられると思うほどアーシュは甘くない。兵士たちが殺さつ到とうしてくるのを見て、ジェファンに叫ぶ。

「出せ！」

　そして、剣を抜いて向かってくる兵士に猛もう然ぜんと突っ込んでいく。

　意表を突かれたのは兵士の方だ。武器も持たずに自信満々に向かってくる相手がいるなどと想像したこともなかった。兵士側は三人。他にも駆けつけてくる。負けるはずはない。

　アーシュは先頭の兵士に猛然と向かっていくと、いきなり相手の足元に滑り込んだ。足を払い、蹴けり倒すと、跳はね起きて肘ひじ打うちを首筋に打ち下ろした。

「貴様っ!?」

　ふたりの兵士が左右から剣を振り上げて斬りかかってきた。

　アーシュは右に転がって片方の兵士の足を蹴り払い、仰向けになって両手を頭の横で地面につくと全身をバネにして跳び上がった。

　ひょいっと立ち上がったアーシュの真横を馬車が走り去る。

「さっさとこんか！」

　ジェファンの叫びにアーシュは残った兵士を押し倒して身を翻した。馬車を追うと、御者台の手すりにつかまって地面を蹴る。

「やったな！」

　御者台に転がり込んだアーシュは歓かん声せいを上げた。

「まだだ」

　ジェファンはポシェットから拳こぶしくらいの球たまを取り出すと、親指で金具を弾き飛ばし、背後の追手に向かって転がした。

　パンッと乾かわいた音が弾け、煙と悲鳴が上がる。

「よし、行け！」

　ジェファンは手綱を緩めて大きく振った。瞬間、馬から聞こえる低い唸りが大きくなり、アーシュはグンッと体を後方に押された。もの凄い加速だ。

「あれだけ苦労した馬車を軽々と引っ張るとはな」

「一緒にするな。この子たちには数倍の力がある」

　ジェファンの得意げな声は吹きつける風に流されていった。
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　帝国駐屯地に怒ど号ごうが響く。二〇人もの兵士たちが出立の準備に追われていた。

　イスナンを守る兵士たちが殺さつ気き立っているのにも理由があった。

　像を警戒するようにと中央からの命令があったにもかかわらず、見張りを三人増やしただけでそれ以上のことをしなかった。そこを襲われ、見張り全員負ふ傷しようしたのだ。しかも、相手は素手だというのに、傷さえ負わせられずにいいようにあしらわれた。

　念のため、街道筋の町には狼煙のろしを上げて知らせを送ったが、まだ返答はない。しかし、それはすでに問題ではない。この街に駐ちゆう屯とんする部隊の面子メンツがかかっていた。

　そんな血走った兵士たちの間を縫うようにして、ひとりの女が指揮官の下に歩み寄った。

　体にぴったりの服に身を包み、胸元の谷間を見せつけるように大きく開けている。褐かつ色しよくの肌には吸いつけられるような艶がある。肩口から伸びる槍やりの刃が不釣り合いなほど色気のある美女だった。

「指揮官はあんたかい？」

　隊長は女の格好から傭よう兵へいだと判断した。こういう時に売り込みにくる傭兵は多い。しかし、今回は傭兵に頼るわけにはいかない。

「今忙しい。戻ってから話を――」

　素っ気なく言い、手を振って追い出そうとした隊長の手を女がつかんだ。美しい顔に浮かんだとろけるような笑みに、隊長は我知らず頰ほおを緩めていた。

　次の一瞬、隊長の体は一回転して地面に叩きつけられた。

　女が腕をつかんで投げ飛ばしたのだと、隊長にはわからない。わかっているのは右腕を背後に回されて、背中を足で踏みつけられていることだけだ。

「た、隊長!?」

　隊長が地面に這いつくばって腕を極きめられているのに気づいた部下が声を上げる。

「体がなまってるねぇ。こんなんじゃ馬にだって乗れないんじゃないかい？」












　女が腕に力を込めると、隊長は口を開けたまま動きを止めた。痛みのあまり、悲鳴すら出てこないのだ。

「貴様っ！」

　剣を抜いて女に突っかかっていった兵士がいきなり宙を舞った。

　どこから現れたのか、小柄な男が兵士の足元をすくって倒し、とどめとばかりに背中に肘打ちを食らわせたのだ。

「状況判断もできんヤツぁ不要だ。追跡部隊の指揮は、バタル第三部隊隊長タリア様が執とられる」

　呻うめきを上げて悶もん絶ぜつした兵士を見下ろし、男が恫どう喝かつするような唸り声を発した。

「バ、バタル!?」

　誰からともなく怯おびえたような声が上がる。

　バタルとは帝国の治安維持に当たる特殊な兵士だ。主に辺境などの反乱鎮ちん圧あつで活躍し、殉じゆん死しする者も多い。その地の治安を守ったということで、英えい雄ゆうとして祭り上げられることもある。派は遣けん英雄部隊などと呼ばれるのはこのためだ。

　バタルの階級は帝国兵士とは別のシステムだが、中央の意志の代理人という側面があるだけに、地方の総そう督とくに準じる地位がある。隊長クラスであれば、命令に逆らうなど出来るはずもない。

「ザキィ、そのくらいにしておきな」

　タリアは小柄の部下にそう言うと、関節を極めた隊長に屈み込んだ。

「話は聞いたよ。相手は相当な手て練だれのようだね。たったひとりで誰も殺さずに逃げのびるなんて」

「で、ですから、砦の兵を総動員して――」

「あんたの頭の中にはなんにも入ってないのかい？　そんなに兵を出してどうするのさ？　砦の守りを薄くして王国残党に突かれたら面子どころか首が飛ぶよ？」

　タリアは高たか飛び車しやに言うと、隊長を解き放った。隊長は血の気のない顔をしたまま、起き上がることすら出来ない。

「八人でいい。すぐに出発するよ」

　それだけ言うと、タリアは踵を返した。

「任務の帰りに偶然立ち寄ってよかったよ。ヴァルデム様の邪魔をするヤツは生かしておかない」

　ギリッと歯をかみしめ、タリアはザキィと共に歩き出した。

「あれがバタルの五番手、《銀の長刃フエダ・タイサイブ》か……」

　怖れと敬うやまいの混ざった視線がタリアに注がれた。
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「で、これからどうするんだ？」

　鋼こう鉄てつの馬車を走らせながら、アーシュは背はい後ごに向かって訊きいた。御ぎよ者しや台だいの後ろにある馬車には人ひとり通れる窓が開いている。追手を振り切った後、ジェファンはそこを通って中に入っていた。

　イスナンを出て夜通し街道を走っていた。進路は真西。このまま真まっ直すぐに進めば、四日でかつてのジャハーン帝国とシンズォ王国の国境に達する。

　その間、操縦方法も教えられないまま御者台に座らされたアーシュが手た綱づなを握にぎっていた。操縦そのものは通常の馬と変わらない。手綱を動かすだけだし、馬の機嫌に左右されないだけ簡単なくらいだ。

「まだ手に入れなければならないものがある」

　ジェファンの声が窓から返ってくる。

「これの他にか？」とアーシュは馬車を指さす。

「これだけでは帝国には勝てん。武ぶ装そうが不充分だ」

「ああ、確かにな」

　軽くうなずいたアーシュだが、その意味を理解して思わず後ろを振り向いた。

「って、本気で勝つつもりか!?」

「当たり前だ。負けるつもりで挑むつもりはない」

　ジェファンの声はいたって平へい静せいだ。

　アーシュは前を見て考える。

　確かにこの戦馬は速いし、力もあるが、攻撃するには武器がない。アーシュの剣とジェファンの火ひ筒づつだけでは限界がある。火筒が大量にあって、中隊規模の兵士がいれば話は別だが。

「なにかアテがあるのか？」

　アーシュの問いにジェファンが窓から顔を出した。左右にひっつめていた髪をほどいたせいで、緩ゆるく波打っている。幼さが残る顔立ちが、急に大人びて見えた。が、頭の中身は充分に大人なのはアーシュには痛いほどわかっている。

「ひとつな」

「ひとつ？」

　妙な言い回しにアーシュは眉まゆを寄せた。ジェファンはおもしろがるように間をおいて一言。

「武ぶ神しんだ」

「武神ってあちこちの街にある武神像か？」

「他にあるなら教えて欲しい」

　ジェファンに不思議そうに聞き返され、アーシュは口をつぐんだ。

「この戦馬像も動いたのだ。武神像が動いてもおかしくはなかろう」

「……そりゃそうだが、確か数十あるよな？　まさか、全部……動くのか？」

　アーシュは恐る恐る尋たずねる。

「資料によると五七機あるようだ。戦で破壊されたものもあるかもしれんが、武神はすべて動く。シンズォ王国が帝国に対する威い嚇かくのために置いたのだ。だから、かつての国境沿いの街に、見せつけるように立てられたわけだ」

「そんなもんがあったのに、どうして帝国に負けたんだ？」

「帝国が侵攻する前になにがあったか、その役立たずの頭で考えろ」

「なにがあったかって？　……内乱か！」

　ジェファンどころかアーシュも生まれていない二〇年前。シンズォ王国は内乱の真まっ直ただ中なかにあった。二年後、国内が疲ひ弊へいしたのを狙ったように帝国が侵攻してきた。内乱の首しゆ謀ぼう者しやと目されたのが――。

「王おう弟ていフェンウンが我が祖父であるガオルイ王に対して反はん旗きを翻ひるがえした。二年にも及ぶ内乱。まさか国内で武神を使うわけにはいかなかった。それに内乱は王国の中心である都の周辺だったが、武神は国境にしかない。操縦者も当然、国境の街だ。混乱した王国に帝国は一気に侵攻し、都を押さえた。

　この時、フェンウンは帝国と内通していたのだ。その証拠に、ガフール神王国などというふざけた小国を北方に建国し、王に収まっている。帝国が許さなければ無理な話だ」

　感情を抑えたジェファンの声だが、王弟の名を口にする時には隠しきれない憎にくしみがにじんでいた。

「で、おまえの両親は帝国の侵攻から、この馬で逃げ、田舎で身を隠し、おまえを産んだと。しかし、数年後に両親は殺されたというわけか」

　アーシュが言うと、ジェファンは口を引き結んで短くつぶやいた。

「父と母が追手に殺されたのは六年前だ」

「ヴァルデムがバタルの隊長になった頃か……」

「それがヤツの成功報ほう酬しゆうだ」

　ジェファンの短い言葉の意味を悟り、アーシュは息を飲んだ。

「まさか、おまえの両親を殺ったのは……」

「ハーディム・ヴァルデム――バタル指揮官だ」

「……あいつが――」

　つぶやくアーシュの硬かたい表情をジェファンは上目づかいで見た。

「どうだ？　わたしはヴァルデムと皇帝、そして、王弟――つまり、ジャハーン帝国とガフール神王国を相手にしなければならないのだ。臆したか？」

「上等じゃないか」

　アーシュの答えは即答だった。予想していたことでもあったし、戦士としてこれほど理想的な死に場所はない。それに、ジェファンがそう言う以上、勝機がまったくないわけではないだろう。

　と、そこまで考えて、ジェファンを信用しているのに気づいた。なんでこんなガキを信用するのか、自分の頭を疑った。

「であればよい。わざわざおまえの命を買ったのだからな」

　ジェファンはアーシュの顔色をチラッと見て続ける。

「問題はそれだけではないぞ」

「……まだあるのかよ」

　アーシュはさすがにげんなりした顔で肩を落とした。

「ヴァルデムは少なくとも数騎の武神を手に入れたようだ。わたしにも起動キーを渡せば身の安全を保証すると申し入れがあった」

「断ったらバタルが派は遣けんされてきたってことか」

　アーシュは苦笑した。裏にそんな経緯があったとは、まったく知らなかった。それどころか、武神のことも、自分を暗殺する計画が同時に進行していたことも、なにも知らなかった。笑うしかない。

「しかし、帝国は王国を征せい服ふくしたんだ。領内にある武神は全部使えるようなもんだろ？　なんで数騎だけなんだ？」

「起動キーがなければただの鉄の塊かたまりだ。そして、起動キーは一機につき、ひとつ。すべて異なった形をしている。その持ち主は内乱と帝国の侵しん攻こうで行方不明。というより、キーを持って逃げたと見るべきか。いずれも王国への忠誠心が強い者たちだったようだからな」

「面倒だな」

「とにかく、そのおかげで帝国も神王国も大量の武神を手に入れることができない」

「それだけはいい話だな」

「いい話ならもうひとつあるぞ。わたしに残されたのは、この戦馬のキーと、もうひとつある」

　ジェファンは首から下げたペンダントを取り上げた。今、戦馬に差し込まれているものとは別にキーが繋がれている。

「見ろ」

　そう言ってジェファンはキーをアーシュに示した。

　近くで見ると、持ち手は小さな宝石で飾かざられている。差し込む部分の断面は円えん筒とう形けいで、上下左右に小さな出っ張りがある特徴的な形だ。まるで輝く太陽のようだ。側面にはさらに複雑な形に切れ込みが入っている。複製を作るのは難しそうだ。

「それは？」

「最強の武神ジェラールの起動キーだ」

　ジェファンは得意そうに答える。

「最強か。いい響きだな。そいつで帝国の都アジームに攻め込むってつもりか」

「そうできれば理想的だが……」

　ジェファンの言葉は歯切れが悪い。

「引っかかる言い方だな」

「ジェラールの在処ありかがわかればな」

「ひょっとして、どこにあるかわからないのか？」

「そうだ」

「そのどこがいい話なんだ!?　全部の武神を見て回ってキーを差し込んで確認するつもりか？」

「いや、すでに設置済みの武神ではない。ジェラールは最後に制作された五八番目の武神と言われているが、その姿はどこにも記録されていない。完成したのかもわからないのだ」

「未完成なら役に立たないだろ」

「その時はわたしが完成させればいい。それにかなりの部分は完成しているはずだ。でなければ起動キーがあるわけがない」

「なるほど。で、最初の疑問に戻るな。どこにあるんだ？」

「工房跡か職人を捜さがして、情報を集めるしかない」

「結局そうなるのか……」

　アーシュは天を仰ぐ。

「これでもこの二ヶ月の間、情報を集めたのだぞ。シンズォの民はいまだに繋がりを持っているからな。それでもわからなかった」

　ジェファンはそう言うと、アーシュを横目で見る。

「ところで、ヴァルデムに恨うらまれるようななにをしたのだ、バタル二番手のアーシュ・クレイド？」

「二番手なんて周りの連中が勝手に言ってただけだ」

　うんざりした顔で首を振るアーシュを見て、ジェファンはわかったようにうなずいた。

「周りが、か。なるほどな」

「なんだよ？」

「自覚のない第二位ナンバー２ほど面倒なものはないということだ」

「は？」

　意味がわからずにジェファンを凝ぎよう視しするアーシュ。ジェファンは笑いながら進路を差し示した。

「まずは一番近くの街ズァラだ」

「なにかアテがあるのか？」

「わたしはまだ武神を見たことがない」

　おかしいかと挑戦的にアーシュを見上げるジェファン。

　レネッサで老人たちに匿かくまわれ、こっそりと育てられたジェファンには他の町に行くという経験もなかった。武神など見たことがない。恐らく図面や老人たちの話だけの知識なのだろう。

　アーシュがなにか言うより早く、ジェファンは早口で言い訳のように付け足した。

「それに食料と水を手に入れなければな」

「……そうだな」

　アーシュはそれだけ応じて、手綱を操り、進路を北西に変更した。




　その日は街道を少しそれたところで馬車を止め、休むことにした。かなり距離を稼いだし、夕方に軽く口にしただけで、他になにも口にしていないのでジェファンが限界だったからだ。

「食材があまりないから適当でいいか？」

「仕方ないな」

　アーシュの問いにジェファンは鷹おう揚ように答える。

　ジェファンとの生活が始まってから、食事を作るのはアーシュの仕事になっていた。

　元々バタルが派遣される時は少人数での隠おん密みつ行動ばかりだったため、荷物は最小限に抑え、食事は野生の動物や魚、野草を自分たちで調理していた。アーシュは最低ランクから隊長にまで昇進したが、隊長になっても当番をやっていた。それもアーシュの人気につながっていたのだが、それはまったく自覚していなかった。

　アーシュは焚たき火をおこし、あり合わせの材料で軽い食事を作り始めた。と言っても、ソーセージをあぶり、イモを葉っぱに包んで焚き火に放り込むくらいだ。残りの食しよく糧りようを考えると、明日は陽ひのあるうちに野草を摘つんで、ウサギを狩る必要がありそうだなと、アーシュは考えた。少なくとも、ジェファンが文句を言う前にだ。

　幸運にも今回はジェファンから文句は出なかった。

「わたしは馬車で寝る。おまえは外だぞ」

　食事が終わると、ジェファンは馬車に戻っていった。

「野の宿じゆくは初めてだろ？　ひとりで大丈夫か？」

　アーシュがからかって見たが、ジェファンは動じない。

「わたしを誰だと思っている？」

「はいはい。それじゃおやすみ」

　アーシュは焚き火の脇に身を横たえ、毛布にくるまった。

　焚き火の明かりだけが闇の中に浮かび上がる。物音はほとんどない。時折、風に乗って獣けものの声が聞こえてくるくらいだ。

「おい、獣の声が聞こえるぞ？」

　いきなり馬車の中からジェファンが緊張した声で話しかけてきた。

「焚き火が燃えてれば大丈夫だ。俺は慣れてるしな」

「……そ、そうなのか」

　ジェファンの声は小さくなって消えた。

　風が少し強くなり、茂しげみをなでていく風が枝葉をかさかさと鳴らしていく。

　しばらくして、またジェファンの声。

「寒くないか？」

「いや、焚き火のお陰で暑いくらいだ。心配いらない」

「……そうか」

　どこか残念そうな響き。

「本当に大丈夫だろうな？　風か邪ぜでも引かれたら面倒をみられないぞ。いや、困るぞ」

　言い訳がましく続けるジェファンに、アーシュは苦笑した。

「それじゃ、ちょっとお邪魔していいですか？」

「仕方ないな。許してやる」

　言葉とは裏腹にジェファンの声は弾んでいる。すぐに馬車の扉が開いて、アーシュを招き入れた。

　天井から吊つり下げられたランプの炎が中を照らし出していた。

　初めて見る馬車の内部は外観から想像したよりも狭かった。アーシュが立てば頭が天井につくし、大きな箱が場所を占領している。壁にはあちこちに鎖くさりが垂たれ下がり、ただならぬ雰囲気を醸かもし出している。なにか不用意にふれてはいけないもののようだ。

　馬車の奥――御者台と通じる窓の下に、普段は畳たたまれている専用のベッドが広がっていた。大人ひとり分はありそうだ。

「今日は疲れたぞ」

　ベッドに仰向けになったジェファンがアクビをしながら言う。

「足をもめ」

　ジェファンは足をアーシュの顔の前に投げ出す。

「眠いんじゃないのか？」

「足が痛くて寝られん」

　仕方なくアーシュはベッドの脇に膝ひざをつくと靴下を脱がし、細いふくらはぎを両手でつかんだ。くるぶしから膝の方へ軽くもむようにして手を動かしていく。

「う……うわっ……はううっ……」

　ジェファンの体が反り返り、痛いのか気持ちいいのかあえぎ声が漏もれ出す。

「おかしな声を出すな！」

　アーシュが気恥ずかしさから突っ込むと、ジェファンはにっと笑った。

「なんだ？　わたしの美脚に欲情したか？」

「冗談だろ？　こんなメリハリのない足で興奮するか！」

　アーシュはジェファンの足裏を指でグイッと押してやった。

「あたたたたたた……っ――」

　意味不明な悲鳴が漏れ、ジェファンは両手で布団をバンバンと叩いた。

「ええい、なにをするっ！」

　顔を真っ赤にしてアーシュの手から足を振りほどく。

「楽になったろ？」

　そう訊きかれて、ジェファンは足をちょっと動かしてみた。

「うむ？　確かによくなったな。よし、褒ほう美びをやる。ここに座れ」

　ベッドの空いたところをポンポンと叩く。

　アーシュは言われるがままに腰を下ろした。

　その太股にジェファンは頭を載のせてきた。

「なんだ、これは？」

「膝枕をさせてやるのだ。ありがたく思え」

「普通、女の子の膝に男が寝るんじゃないのか？」

　アーシュの言葉にジェファンはにんまりと猫のような笑いを浮かべた。

「なんだ？　わたしにして欲しいのか？」

「冗談じゃない！　それより……そうだ！　そろそろ働いた分の金をよこせ。自分を買い戻すのに金がいる」

「心配するな。きちんと働いた分は計算して記帳してある」

「ホントかよ」

「無む論ろんだ。例えば、今日は馬車の運うん搬ぱん、偽ぎ装そうの解かい除じよ、食事の用意、敵兵士の排除などで銀貨二枚だ」

「内訳はどうなってんだ？」

「細かい男だな。ああ、忘れていた。辛い食事を出すと、銀貨一枚さっ引くからな」

「ピタで儲もうけ半分消えた!?」

「うるさいぞ。黙って眠れ」

　ジェファンは真上にあるアーシュの鼻をつまむと、ふいっと顔を反らして横向きになった。

「……やっと……ここまで、来た、ぞ……」

　ジェファンは息を吐き出すように小さくつぶやくと、そのまま寝入ってしまった。

「このガキめ……」

　思わず毒づくアーシュ。

「……父……様……」

　と、ジェファンが寝言をつぶやき、目元に小さな煌きらめきが光る。

　日頃は弱みなど見せないジェファンがこれほど無防備な姿をさらしたのは初めてだった。よほど疲れたのだろう。今日一日、初めての経験ばかりだったはずだ。

「まったく……人形みたいにかわいい顔しやがって」

　アーシュはため息と共に、毛布を引き寄せてジェファンに掛けてやった。そして、手を伸ばしてランプの炎を小さくすると、壁にもたれて目を閉じた。

　確かに今日は忙しかった。同時に久しぶりに面白い一日でもあった。

　アーシュもすぐに眠りに落ちてしまった。
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「これが武神か！」

　四日後――。

　かつての国境の街ズァラに着いたジェファンは腰に拳こぶしを当てて、そっくり返って見上げていた。

　武神は身の丈およそ七バルズ――アーシュ四人分以上の高さがある。全体に甲かつ冑ちゆうを着た兵士をそのまま巨大化したような印象だが、明らかに違うのは背中に箱形の荷物を背せ負おっていることだ。

　外観は布を編み込んだ軽量なシンズォ王国の甲冑ではなく、金属板で防備を固めたジャハーン帝国の兵士に近い。

　帝国の兵士といえばと、アーシュは周囲を見回した。警備の兵士の数が桁けた違いだ。少なくとも一〇人が武神の周辺にいる。もう少し離れたところにも配置されているだろうから一五人は下らないはずだ。

「この前みたいに登るなよ。警備がもの凄い」

　小声で釘を刺すアーシュ。ジェファンの足がピタリと止まり、じいっとアーシュを見上げる。

「……登るわけないではないか」

「登る気満々だったろ」

「そんなことはない。だ、だいたい、武神に登るにはハシゴが必要なのだぞ？　それに、登っても起動キーがないのでは仕方がない。それに、わたしでは動かせん」

「どうしてだ？」

「武神を動かすには中に入って、操作せねばならん。わたしでは小さすぎるのだ」

「人が動かすのか……。馬のようにはいかないんだな」

「馬と人では複雑さが違う。馬は二本足で立たんし、手で物をつかんだりしないだろうが」

「なるほど」

　納得した様子でうなずくアーシュ。

「もう五年もすれば、わたしが動かしたものを……」

　ジェファンは悔くやしそうに唇くちびるをとがらせると、武神の周りを歩き出した。

「どうやって中に入るんだ？」

「首の後ろに入り口がある」

　ジェファンは指で示す。背中の箱状の物の上だ。

「あそこまで登るのか」

　見上げたアーシュはぞっとしないなという顔をすると、尋ねる。

「あの箱はなんだ？」

「あの中に動力核と呼ばれる武神を動かす力の源が入っているのだ。あれがなければ武神は動かん」

　ジェファンはそう答え、続ける。

「これはザイファだな。長剣装備の兵士だ。半分くらいがこのタイプだそうだ」

「武神にも種類があるのか？」

「五七機すべて同じものなど作れるか。シンズォの民は職人だぞ。基本は同じにしても、外装にはこだわりがある」

「そんなもんか。俺なんか同じの作った方が楽でいいと思うがな」

「庶民め。職人というものは自分が関わる作品に想いを詰め込むのだ。できるだけ同じものなど作りたくない」

「そういうものか？　俺は生きるだけで精一杯で、そんな細かいことにこだわってる余裕はなかったよ」

　アーシュはそう言うと、ジェファンに背を向けた。

「気にするな。これからおまえのものを作ればよいだけのことだ」

　ジェファンは元気づけるように言うと、さらに武神に近寄ろうと身を乗り出す。

「腹が減ったな。昼食を食べよう」

　兵士に目をつけられないかと不安になったアーシュが声をかけた。

「……う、うむ」

　ジェファンはまだ見ていたそうにその場を動こうとしない。

「なにがいい？」

「……なんでもいいぞ」

　心ここになしという返事に、アーシュが突っ込む。

「ウソつけ。旨うまくて辛くないもの、だろ？」

「よく学習したな！　行くぞ、アーシュ」

　ジェファンはようやく武神から視線を離し、アーシュに笑顔を向けると、先に立って歩き出した。

「お、おう！」

　アーシュは一瞬動きを止め、慌あわてて後を追った。

「まいったな……。飼い犬根性が染みついてきたのか？」

　ジェファンに褒められて嬉しくなってしまった自分に戸と惑まどいといら立ちを覚えながら、アーシュは混雑する通りに入っていった。

　ふたりがこの街に入ったのは昼過ぎだった。昼前には近くまでたどり着いたのだが、あまりにも目立つ馬車を街に乗り入れるわけにはいかず、近くの森に隠して、そこから歩くのに時間がかかったのだ。もちろん起動キーは抜いてあるし、馬車の鍵かぎはジェファンの特別製なので開けられない。

「しかし、街に入る度に隠し場所を考えないといけないってのは面倒だな」

「よし、本物の馬っぽく改造しよう」

　ジェファンがいい考えだろうと言うように声を上げた。特に改造で声が弾んだ。

「いや、大きさが違いすぎるから、それだけでも目立つんだ」

「そうか……。そんなに大きいのか」

「馬見たろ？」

「……そういえばそうだったな。この前乗った馬車が初めてだったのだ」

「一回でも見たらわかりそうなもんだが」

「直後にあの戦馬像を見たから記憶に上書きされてしまったのだろうな」

「結構いい加減だな。そんな観察眼で――」

　アーシュが苦笑した瞬間、ジェファンが声を上げた。

「あれはなんだ？」

　目を輝かせたジェファンが見つめているのは、数人の大道芸人だった。小さな太たい鼓こと笛の音ね色いろに合わせて、物を投げて頭の上に載せたり、両手に積み上げたりしている。周囲を取り囲んだ観衆から小銭が飛んで景気がいい。

「あ！　どこか行ってしまうぞ!!」

　一通り終わったところなのか、片づけて別の場所に移動し始めた。ジェファンはそれを追って駆け出す。

「お、おい、勝手に行くな！」

　慌てて後を追ったアーシュだが、一気に向かってきた大量の人の流れに逆らって進むことが出来なくなってしまった。なんとか流れから脱出した時、すでにジェファンの姿はどこにも見あたらなかった。




「今のは……」

　目の前を駆けていったジェファンの首からぶら下がっていた物を見て、ひとりの少女が小さく声を上げた。

　年の頃は一六。細身で茶色い髪を短くそろえて精せい悍かんそうだが、顔立ちはどこか柔やわらかい。












「願ってもない獲え物ものがきたよ、スライ、モルス」

　ふふんと口元に笑みを浮かべ、少女は背後に控えたふたりの男たちに言う。

「イサーラ様、なんでしょうか？」

　スライと呼ばれた長身の男が丁てい寧ねいな口調で問う。白い肌のせいか、表情が読めない顔が特徴的だ。

「後をつけるよ」

「あんなガキの後をつけてどうすんすか？」と面倒そうなモルス。スライとは二〇バズ以上の差があり、イサーラより少し低い。そのくせ、小太りの体型はまるでボールだ。

「黙って」

「まあ、お嬢じようにはお嬢の考えもあるんでしょうけど、なんか説明してくださいよ」

　イサーラははあっとため息を漏らすと、仕方ないわねと説明した。

「あの小娘の首から下げてたペンダント、多分、武神の起動キーよ」

「ええっ!?」

「声がでかい！」

「すんません……」

　モルスは大きな口を平らに閉ざし、ささやくように言う。

「だったら、取り上げちまえば？」

「起動キーだけあっても仕方ないでしょ。武神を持ってるのかどうか確かめてからじゃないと」

「なるほど。お嬢、冴さえてるっすね」

「わかったら黙ってついてくる」

　そして、三人でジェファンの後を追い始めた。

「イサーラ様、相手は子どもですよ。捕まえて口を割らせればいいのでは？」

　スライが言うと、モルスはそうだそうだと声を上げる。

「お嬢、人気のないところに連れ込んで脅おどしちまえばいいんですよ」

「モルス、スライ！　堅かた気ぎの人間には手を出しちゃいけないって親父にきつく言われてたろ!!　盗賊には盗賊のやり方ってもんがあるって」

「申し訳ございません、イサーラ様」

　長身のスライは体をふたつに折って謝罪する。

「わかればいいのよ。じゃあ、あんたたちは武神について聞き込みにいって」

　イサーラはふたりに指示すると、ジェファンの右側から接近する。

　狭い通りは人通りが多く、すれ違う相手と体が触れ合うことも頻ひん繁ぱんにある。ジェファンは小さな体を生かして敏びん捷しように動く。

「しっかし、ちょこまかとよく動くね」

　身長の低いジェファンは前を確認しようとして、右に左に動く。

「なに見てるんだ？」

　イサーラはジェファンの視線の先を見ようとして背伸びした。

　その時だった。ドンッとイサーラの左肩に衝撃が走った。

「なんじゃい、われ？」

　ドスの利いた声がイサーラの頭の上から降ってきた。

　目つきの悪い傭よう兵へい崩れの男が三人。わざと肩をぶつけてきたのだ。

　盗賊が当たり屋に因いん縁ねんをつけられたなんて、下手な冗談みたい。

　イサーラは頭を抱えた。帝国の支配も行き渡り、内戦もほぼ終結した今、兵力は正規軍で充分足りるようになってきている。そのため、仕事にあぶれた傭兵が街で悪あく行ぎようを働いているというのはイサーラも知ってはいたが、自分に因縁をふっかけられるとは思ってもいなかった。

「ごめんなさい。急いでるの」

　思いっきり愛あい想そよく笑みを浮かべる。

「そっちからぶつかっといてそらないやろ？」

「誠意っちゅうもんを見せてもらおか」

　ジェファンの姿はその間にも遠ざかっていく。

「……チッ」

　思わず舌打ちをしたのが、相手の耳に聞こえた。

「自分のしたことをわかってないみたいだなぁ？」

「反省してもらわないとなぁ？」

　殺さつ気き立った傭兵崩れ三人組に取り囲まれたイサーラはどうやって逃げようかと頭を巡らせた。最悪、ナイフで応戦するしかないか。

　と、その時、背後から声がかかる。

「ちょっと通してくれ。急いでるんだ」

　頭に紺色のバンダナをした若い男が割り込んできた。

「なんじゃ、わりゃぁ？」

「見たらわかるだろ。通行人だ。あんたらが邪魔になって通れないんだ」

　正論ではあるが、相手を選んで言わなければ通用しない。まして、こんなに挑発的な言い方ではまず無理だ。案の定、傭兵崩れ三人組はイサーラをそっちのけで若い男にからみ始めた。

　よし今のうちにとイサーラはそっと抜け出そうとする。

　が――。

「おい、姉ちゃん。どこ行くんじゃ？」

「ふたりまとめていてもうたろか！」

　傭兵崩れのひとりが若い男の胸ぐらに手を伸ばした。

「急いでると言ってるだろ」

　若い男はその手をかわした。それだけに見えたが、傭兵崩れの男はバランスを崩して前のめりになり、顔面から路面に激突した。

「あ、兄貴!?」

　他のふたりが慌てて起こそうとしたが、顔面血まみれになった男は完全に気を失っていた。

「て、てめえ!?」

　ふたりが若い男をにらみつけ、抜き放ったナイフを突きつける。

「勝手に倒れて頭打ったんだろ？　俺がなにかしたか？」

「やかましい！」

　両手を広げて抗議する若い男に、問もん答どう無む用ようとばかりにふたりが襲いかかった。

　イサーラはとっさに若い男から離れようとしたが、なんと言っても狭い通り。足元にも荷物が置いてあったりして余裕がない。倒れた男の頭に足をぶつけて倒れそうになったところを、フワッと受け止められた。

「大丈夫だったか？　それじゃ急ぐんで」

　若い男は抱き起こしたイサーラに笑いかけると、いつの間に倒したのか合計三人に増えた意識のない傭兵崩れたちを悠ゆう然ぜんと乗り越えて歩き去った。

　残されたイサーラは茫然と若い男の背中を見送っていた。スライとモルスがやってきたのはその時だ。

「イサーラ様、ここにおいででしたか。武神の件ですが……」

「お嬢、大丈夫ですかい？」

　イサーラはふたりには答えず、若い男が去っていった方向を見つめていた。

「……カッ……」

「か？」とスライとモルス。

「カッコイイ！」

　イサーラの叫びを聞いたモルスとスライは顔を見合わせて肩をすくめた。

「またですかい、お嬢……」

　モルスが嘆たん息そくする。

「追うよ！」

　イサーラは目をきらめかせると、傭兵崩れを力いっぱい踏みつけて歩き出した。




　尾行つけられているとは気づかないまま、ジェファンの姿をようやく見つけたアーシュは駆け寄っていった。

「勝手に先に行くな」

「おふぉかっらな」

　振り返ったジェファンは串くしに刺した肉を美味おいしそうに頰ほお張ばっていた。

「口に入れたまましゃべるな」

　アーシュに言われて、ジェファンは肉を飲み込んだ。

「爺じいみたいなことを言うな。食べるか？　まずまずだぞ。辛くないし」

　ジェファンはひとつだけ肉が残った串を突き出したが、アーシュはそれには見向きもせず、仏頂面で訊く。

「おまえ、俺が逃げるって考えなかったのか？」

「そうだな。可能性はあるな。極めて小さいが」

「なんでだよ？」

「おまえはそういうことはせん。違うか？」

　真顔で言われてアーシュは一瞬言葉に詰まる。

「褒めてるんじゃなくて、ただのお人ひと好よしだって言ってんだろ」

「それくらいはわかるのだな」

　ジェファンは驚いたように目を丸くすると、付け加える。

「実際、わたしを追ってきたではないか。それが証明だ」

「試したのか？」

　アーシュの問いに口角を上げてムフンと笑うと、ジェファンは目の前に広がる市場を示した。

「さあ、買い出しをして戻るぞ。荷物を持て」




　　　　　３




「な、なんで、イケメンがあんなガキにいいように使われてんのかよ……」

　イサーラは眉み間けんに深い縦じわを寄せていた。

　アーシュの両手には食材であふれんばかりの籠かごがあり、ジェファンはなにも持っていない。しかも、命令されるままに動いているのがはた目からでもわかる。

「それを言われると、オレらもなぁ……」

　モルスがボソッとこぼす。

「なにか言った、モルス？」

「い、いや、別にっす」

　慌てて首を振るモルス。

「それはそれとして、ちょうどいいではありませんか。イサーラ様の目的と我々の目的が同時に行動しているのですから」

　スライが穏おだやかに言う。

「それにしてもどこまで行くんすかねぇ？」とモルス。

「この先にあるのは森ですね」

　スライの指摘にイサーラは我が意を得たりとうなずいた。

「なるほどね。そこに武神を隠してるってわけね」

　が、さらに近づいて予想外の光景を目にする。

「馬……？」

　森の木々に隠れるように巨大な四頭立ての馬車があった。馬はまるで死んでいるように身動きもしなければ鼻息も漏らしていない。

「でかい馬っすねぇ」とモルス。

「おかしいのは大きさだけじゃないでしょう。あれは隣のイスナンにあった戦馬像ではありませんか」

　スライの言葉にイサーラは思い出した。確かに広場にあった銅像と同じだ。

「なるほどね、王国が作ったのは武神だけじゃなくて戦馬もあったってわけか……」

「あの馬車に武神が入ってるってのはどうっすか？」

「確かに普通の馬車より大きいですが、サイズ的に無理でしょう」

　スライの言葉にイサーラははあっとため息をつき、肩を落とした。

「どうするんすか？　武神じゃないなら放置しますか？」

「誰も知らない戦馬のことを知ってるんだ。まだ他にもなにか知ってるかも知れないじゃない。そう簡単に諦あきらめないわ」

　イサーラの返答にスライはため息をついた。

「はあ……。なにを諦めないのやら……」

「しょうがねぇっす。とことんお嬢につきあうしかねぇっす」

「そうですね」

　ふたりは顔を見合わせてうなずきあった。

「あの馬じゃ目立つから、出発するにしても夕方よ。あんたたちはここで見張ってて。出発したら、いつものところにいるからスライが知らせて」

「お嬢は？」

「あんたたちの飯を持ってきたげるよ」

「ええっ!?」

　モルスが声を上げた時にはイサーラは駆け出していた。

「どうすんすか？」

　モルスが不安そうに言うと、スライは肩をすくめた。

「仕方ない。見張るとしよう」

「んじゃなくて、お嬢が買ってくる飯って……」

「……それは微び妙みようですね」

　スライは無表情な顔のまま、不安そうな声を漏らした。




　一方、街に戻ったイサーラは真まっ直すぐ馴な染じみの店に向かった。

「よかった！　まだあったぁ」

　イサーラは足早に店先に駆け込むと、ほっとした顔で売り物を見た。

　店には甘ったるい匂いが立ちこめ、色とりどりのキャンデーや焼き菓子が並んでいる。

「こっち三つと、こっちも三つね。それと……これ六つ」

「おや、ずいぶんたくさんだね」

　次々と注文される菓子を袋に詰めながら女将は笑った。

「お腹すかしてるのがふたりいるから」

「晩ごはんにでもするのかい？」

「うん、そう」

　女将は冗談のつもりで言ったのに、大おお真ま面じ目めな返事が返ってきて目を丸くする。

「……そ、そうかい。大変だねぇ」

　誰に対して同情しているのか、愛想笑いを浮かべた女将は長いため息をついた。

　代金を払って、上じよう機き嫌げんで店を出ようとしたイサーラは本能的に足を止めていた。数人の男たちが店の者や通行人など手当たり次第に声をかけていたのだ。

「一〇歳くらいの娘と二〇歳くらいの男のふたり連れを見なかったか？」

　帝国正規兵ではない。正規兵ならば鎧よろいに紋もん章しようが入っている。それは規則だから、破れば処分の対象だ。この男たちは態度は正規兵以上に居い丈たけ高だかで高圧的。逆らえば力でねじ伏せるという脅しが感じられる。

　こいつら、バタルだ。

　そう確信すると同時に、イサーラは体が震えるのを感じた。

　派は遣けん英えい雄ゆう部隊などと言われているが、要は帝国の殺し屋だ。両親を殺ったのはバタルだと生き残った部下たちから聞かされていた。父親はこの辺り一帯を拠点にする盗賊の頭とう領りようだった。体は大きく、剣の腕は部下の誰も敵わないほど強かった。

　その親父を殺したんだから、バタルでも一、二を争う使い手に違いない。イサーラはそう考えていた。

「おい、おまえ、見なかったか？」

　顎あごで問われたイサーラは『知ってたっておまえらに教えるか』と言いそうになったがかろうじて抑えつけた。

「知らない」

　そう答えてから、捜している相手がまさに自分たちが見張っているふたりだと気づいた。

「あのふたり、やっぱり、なにかあるんだ……」

　つぶやき、バタルが姿を消すのを見てから歩き出す。

　黙っていることでバタルに悔しい思いをさせられたなら、少々せこくても気分はいい。でも、どうせなら直接邪魔してやりたい。

　そんな気持ちでバタルと反対方向に歩き出した途端、

「イサーラ様、連中が出発――」

　足早に歩み寄ってきたスライにイサーラは口を人差し指で押さえてみせた。それに気づいてスライは慌てて口をつぐむ。

「バタルが連中を追ってる」

　イサーラの小声に、スライは無表情なままつぶやいた。

「それはまた面倒ですね」

「あたしは連中を追う。あんたたちはアレを持って追ってきて」

「イサーラ様!?」

「あ、これ食べてね」

　自分の分をひとつかみ取ると、袋をスライに押しつけ、イサーラは駆け出した。

「……まったく」

　スライは袋から漂ただよってくる甘い匂いに顔をしかめた。

「しかし、これは好機かも知れませんね」

　スライは菓子の入った袋を通りすがりの子どもに無言で押しつけると、目立つ長身を器用に人通りにまぎれ込ませた。




　陽が傾き始めた頃になって、アーシュは馬車を動かした。

　戦馬の起動はジェファンが行い、今度はアーシュも明るい中でじっくり見ることが出来た。

「なあ、どうやって動いてるんだ？」

　動かぬ金属の塊にしか見えなかったものが、猛たけ々だけしく蒸気を吐き、荒あら々あらしい唸うなりを発して動く様は、実際に目にしても信じられない光景だ。

「簡単な機械仕掛けだ」

　ジェファンはこともなげに言う。

「簡単ならとっくに誰かがマネしてるだろ」

「原理は簡単でも、簡単に作れるわけではないぞ。リンゴの皮を剝むくのは簡単だが、誰でも一繋がりで剝けるわけではないだろう。シンズォの職人たちの冶や金きん術じゆつと加工術があってこそだ」

　ジェファンは得意げに付け加える。

「蒸気の力を取り出しているのだ」

「蒸気って湯気か？」

　アーシュは戦馬の口から吐き出される蒸気を指さした。

「湯を沸かすヤカンのフタが持ち上げられるのを見たことがあるだろう？　あの力を使っている。力はヤカンどころではないがな」

「そのヤカンはどこにあるんだ？」

「それが動力核だ。戦馬の間に挟まれた金属の箱があるだろう。武神の場合は背中に箱を背負っていただろう。同じ物だ」

「こっちの方が縦に長いな。というか、二倍くらいないか？」

「それもそうだな……」

　ジェファンは言われて改めて戦馬を見た。武神の動力部は縦二バルズ、横一バルズ半、奥行き半バルズというところだったが、戦馬のものはそれを立てたとして縦四バルズを超えている。一方横幅は一バルズと狭くなっているが、奥行きは一バルズと大きくなっている。全体的には二倍以上だ。

「後になって作られたから、改良されているのかもしれん」

「大きくなったら改良じゃなくて改悪じゃないのか？」

「力を増したのかもしれんだろうが」

　そう言いながら、ジェファンは難しい顔をしていた。

「まあ、わからんものを考えても仕方ない。いずれ工房で内部を調べなければならん。動力核がどうなっているのか、誰も知らないのだ」

「職人もか？」

　意外な話にアーシュは驚いた。

「そうだ。少なくとも、文献には書かれていない」

「どういうことだ？」

「今考えても仕方ない。職人を捕まえて訊くしかない。さあ、行くぞ」

　アーシュは御者台に乗ろうとして、ジェファンに止められた。

「待て。その前に点検だ」

　ジェファンは四頭の馬の脚を道具を使って調べた後、今度は馬車の下に潜ってなにやら調べていた。やがて、満足したのか道具をしまって満足そうに言う。

「よし、問題ないな。次からはおまえに点検してもらうぞ」

　いきなり言われてアーシュは慌てて首を振った。

「それは専門家がやるべきだろ!?　俺じゃ責任持てないぞ」

「冗談だ。この子たちをおまえなどに任せられるか」

　ジェファンはふんっと鼻で笑うと、御者台に上って上から命令する。

「行くぞ」

「かわいくないな……」

　小声で呻き、アーシュは御者台に飛び乗った。

「目的地は？」

「北のコルベに工房跡があるはずだ。確認しておこう」

「何か残ってればいいな」

　アーシュは手綱を緩めて勢いをつけて大きく振るった。手綱の根元にあるレバーが動き、四頭の金属の戦馬は甲かん高だかい声を発して走り出した。

　まだ陽は落ちていない。太陽は西にあるラシャン山脈の上にある。もう一時間ほどで山の向こうに沈むだろう。

　気温が下がってきて、ジェファンは馬車の中に入ろうと立ち上がり、ふっと後方を見た。砂すな煙けむりが上がっている。

「なにか追ってくるぞ」

　ジェファンの声にアーシュは後方を振り返った。

　騎馬の姿が二〇。夕暮れのオレンジ色の世界に浮かび上がっている。

「帝国兵の追手か？」

　目を凝らして見たアーシュは首を振った。帝国正規兵なら鎧に部隊章が入っているが、遠目で見てもそれがない。装備もバラバラだ。

「……じゃないか。だとしたら、盗賊か、もっと厄介な連中か」

　アーシュは顔をしかめて舌打ちをした。先頭の騎手の顔がかつて自分がしていたように黒いマスクで隠されているのに気づいたからだ。

「中に入ってろ」

　隣のジェファンに促す。

「どうした？　珍しく真剣な顔だな」

　ジェファンがからかうように訊くと、アーシュは唸るように短く答えた。

「バタルだ」
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「いよいよ実戦か」

　ジェファンの表情はどこかワクワクしているようだ。

「なにを嬉うれしそうな顔してんだ？　相手はバタルだぞ！　こいつを盗んだ時、追ってきた兵士みたいなザコじゃないんだ!!」

　アーシュの真剣な顔を、ジェファンは茶ちや化かすように笑った。

「なんだ？　怖いのか？」

「怖いって……いいから中に入ってろ！」

「命令を出すのはわたしだぞ」

　アーシュに窓を示されても、ジェファンは思い出させるように言い返した。

「おまえは走らせるのに専念していろ」

「どうすんだ!?」

「わたしに任せておけばいい」

　自信たっぷりに言うジェファン。

　と、その時、併へい走そうしていた騎馬が急速に接近して来た。鞍くらの上で立ち上がった兵士が御者台に向かって飛びついて来ようとする。

「ほら、そこの出っ張りを引け！」

　ジェファンの声にアーシュはとっさに反応した。御者台の端にある壁から訳ありげに出っ張っている取っ手を払うように引く。

　扇おうぎ状の鉄板がストンと落ちて、御者台に壁を作った。

　兵士は鉄板に頭を激突させ、あえなく落ちていった。

「側面用の盾たてだ。矢でも大丈夫だぞ」

　ジェファンは胸を張って自じ慢まんする。

「こんな仕掛けが……」

「それだけではないぞ。期待していろ。反対側も下ろしておけよ」

　そう言うと、ジェファンは窓を通って馬車の中に入っていった。

　アーシュはさっそく反対側の盾も下ろした。左右の視界は制限されるかと思ったが、鉄板には細かな穴が開けられ、蜂の巣のようになっていた。かすかだが向こう側も見える。細かい気き遣づかいだ。

「ここまで考えて設計したのか」

　感心していると、ガンッと矢が当たる音が響いた。盾に凹へこみはない。

「強度も問題なしだな」

　盾を拳でコンと叩き、アーシュはジェファンの本気度を感じ取った。

「やるか」

　気合いを入れると、アーシュは周囲の状況を確認した。

「こいつら……」

　バタルだけかと思ったが、どうやら混成軍だ。半分くらいは正規兵だ。遠目では見逃していたが、近くで見ると正規兵の記章がついた鎧が数人いる。

　他の任務で出ていたバタルが、戦馬像窃せつ盗とう犯はんの追撃部隊を任されたというところか。いまいち連携が悪いと感じた理由がわかった。さっきの飛び移ろうとした兵士など、バタルなら左右から同時に試みる。どちらかは成功するからだ。

「となれば、そこを突くか」

　ニヤッと笑うと、アーシュは手綱を右に引いた。

　馬車は急に進路を右に変え、併走していた騎馬に幅寄せをした。金属の鋲びようを打ち込んだ馬車が猛然と騎馬に向かっていく。

　ガツンガツンッと激突音が聞こえ、衝撃が走る。

　悲鳴が小さく消えていった。

「四人は消えたな」

　アーシュは冷静に数を数えた。




　馬を急せかせてイサーラがアーシュたちの馬車に追いついた時、すでに襲撃は始まっていた。ざっと一五騎が馬車を取り囲んでいる。ここに来るまでに数人の兵士が倒れているのを見たから二〇騎ほどいたことになる。

「バタル相手にこんなにやるなんて……」

　驚きよう愕がくのつぶやきは、すぐに弾はずんだ声に変わる。

「さすが、あたしが見込んだカレよね！」

　楽しげに笑うと、獲物を見る目つきで騎馬を見る。

「さあ、あたしの力も見せてあげないとね」

　鞍にくくりつけていた得物を取り上げた。

　クロスボウのようだが、通常左右に伸びる弓が上下に伸び、しかも、ふたつ。その間にレバーが伸びている。

「覚悟」

　イサーラがレバーを止めていたロックを外すと、レバーは弾かれたバネのように前方に戻っていった。

　クロスボウを突き出し、近くの兵士に向かって引き金を引く。

　左右の弓はわずかにタイミングをずらして矢を放った。狙い過あやまたず、一本の矢が兵士の背中に突き立った。兵士はグラリと揺らいで、馬から転落する。

「まずはひとり」

　当然のようにいいながら、レバーを引き戻す。弓の弦つるが引き絞られ、次の矢が自動的にセットされる。

「さあ、次はっと……」

　イサーラは新たな目標を探す。このクロスボウの射しや程ていは通常よりも短い。命中精度はかなり調整して上げてあるが、今は馬上だ。よほど近くの相手じゃないとさっきのようにはいかない。そして、それほど近い距離には誰もいなかった。ほぼ全員が馬車から三バルズまで接近して併走していた。二騎だけ距離を取って馬車の前方にいる。これが指揮官だろうか。

　馬車の左右には五、六騎の騎馬が併走し、隙すきあらば馬車に飛び移ろうとしていた。

　イサーラはそいつらが馬車に乗ると同時に矢を放つつもりで背後から接近していく。

「ようし」

　馬に拍車をかけようとした。

　その瞬間――。

「え？」

　起こった光景にイサーラは目を見開いた。

　パンッと甲高い音が弾けた。それと同時に右側に併走していた三人がよろめき、馬から落ちる。

　なにが起こったのかわからないでいるうちに、もう一度甲高い音。今度は左側の兵士がひとり落馬した。最初の音が聞こえたと同時に、左側の騎手たちは馬車から離れようとしていた。それが救ったのかも知れない。

　音に驚いて馬が騎手を振り落としたわけではない。落ちた四人の兵士は動かないか、苦しげにもがいている。明らかに攻撃されたのだ。

「なんだかわかんないけど、凄いことが起こってるみたいじゃん」

　イサーラは楽しげな声を上げると、用心のために距離を取って遠回りに馬車の前方へ向かっていった。




「おい！　なにをやった!?」

　二度の爆音にアーシュは驚いて背後を見た。

　馬車の左右から薄く白い煙がたなびき、風に流されるのが見えた。すぐに消えたところを見ると、火事ではなさそうだ。

「反撃だ」とジェファンからの返答。

「無茶するなよ」

　そう言ってアーシュが視線を戻した瞬間、一頭の馬が進路を横切るように右から飛び出してきた。乗り手のいなくなった馬だ。

　馬車の馬が普通の馬なら、いななき、竿さお立ちになって馬車のスピードは緩まっただろう。しかし、鋼鉄の馬はそんなことにはお構いなく、指示どおりにただ進むだけだ。

　もし、兵士が乗っていれば、アーシュはそのまま突っ込ませただろう。しかし、乗り手が落馬した馬はただの動物だ。無用な殺生はアーシュの主義に反する。

「避けろ！」

　アーシュは叫びながら手綱を左に引いた。

　四頭の鋼鉄の馬は無茶な手綱捌さばきにも反応した。体を左に傾けながら強引に進路を変えようとする。

　しかし、かなりのスピードが出ていたせいで、繋がれた馬車はそれに対応しきれない。横滑りして前に出ようとする。右側の車輪がつんのめって、左の車輪がフワッと浮き上がる。横転する寸前で勢いがなくなり、ドシンと着地する。

　四頭の鋼鉄の戦馬は脚を止めてしまった。

「どうしたのだっ!?」

　ジェファンが血相を変えて窓から顔を出す。

「すまん、どじった」

　ジェファンは外の様子を見て、すぐに判断を下した。馬車と馬の向きが折れ曲がっており、すぐに走り出すのは難しい。

「仕方ない。剣を使ってもいいぞ。わたしも迎撃しよう」

「剣はどこだ？」

「ああ、気づかなかっ――」

　ジェファンが言いかけた時、アーシュの視界に動きが見えた。馬車の屋根を兵士がひとり駆けてくる。

「中に戻れ！」

　アーシュが叫んで立ち上がったと同時に兵士が飛び降りてきた。同時に長剣を振り下ろす。

　ひょいとアーシュがかわした長剣は御者台の前にある台に突き立った。

　引き抜こうとする兵士の腕をつかんだアーシュは腹に膝蹴りをぶち込んだ。一瞬ひるんだ兵士だが、すぐに長剣を引き抜いて斬りかかる。

　アーシュは軽く飛び退のき、切きつ先さきを数バズの距離でやり過ごすと、身を屈かがめて突っ込もうとした。

　が、相手の動きは予想以上だった。翻った剣がアーシュの首を狙ってきた。

　アーシュは屈んだ体をさらに前のめりにして頭を下げる。

　ブンッと刃が風を斬る。

　刃が後頭部をかすった。

「チッ」

　アーシュが舌打ちして跳ね起きた時、バンダナがほどけて風に吹き飛ばされた。剣が結び目を切ったのだ。隠されていた金色の髪がまるで麦むぎ穂ほのように風になびく。

　そこにさらに新手が割って入った。

　小柄な男がふたりの間に飛び込んでくると、アーシュの目に向かって短剣を突き出した。

　上体だけ反らしてかわしたアーシュに小男が憎にく々にくしげに吐き捨てる。

「てめぇ……生きてやがったのか！」

「ザキィか」

　まずいなと、アーシュは内心で顔をしかめた。普通の兵士なら素手でも問題ない。しかし、バタル相手、それもザキィとなると話が違う。バタルの副官をやっているヤツに素手で立ち向かうなど考えたくもない。

「てめぇのおかしな愛剣はどうした？」

　痛いところを突かれ、アーシュは顔をしかめる。

「ちょうどいい。今度こそ息の根を止めてやる」

　ザキィは舌の先で唇をなめ、短剣を構える。

　その時、叫びが聞こえた。

「伏せて！」

　アーシュはとっさに身を伏せ、ザキィは兵士を盾代わりにして身を潜ひそめた。

　次の瞬間、どこからか飛んできた二本の矢が兵士の胸に突き立つ。兵士はアーシュの方によろめき、もたれかかってくる。ザキィが押しやったのだ。受け止めるにしろ、かわすにしろ、動きに遅れが生じる。ザキィはそこを襲うつもりだ。

　アーシュは倒れてきた兵士をそのまま背に乗せた。身を起こすついでに、背後に跳ね飛ばす。同時にザキィの攻撃に備えて兵士の長剣を奪う。

　ザキィは短剣を真っ直ぐに胸を狙って突いてきた。アーシュの反応は素早かったが、ザキィはそれを上回っていた。とっさにアーシュは左腕で胸をカバーした。万一、突かれても心臓を守るためだ。

　その時、甲高い笛の音が聞こえた。

　バタルの指揮官の撤てつ退たい合図だと、アーシュにはわかった。

「運がよかったな」

　ザキィは言い捨てると、短剣を収め、身を翻して御者台から飛び降りた。脇につけていた馬に飛び乗り、残った一〇騎と共に一斉に馬車から距離を取り、右方向へと消えていく。反応がいいのは、倒されたのが王国兵士ばかりで、バタルだけになったからだろう。

「どうしたのだ？　襲撃を諦めたのか？」

　ジェファンが窓から顔を出して尋ねる。

「一旦引き上げたみたいだ」

　アーシュがそう答えると、ジェファンは満足げにうなずいた。

「そうか。わたしの仕掛けに怖おそれをなしたな」

　上機嫌のジェファンである。

「……次が怖こわいな」

　反対にアーシュは小声でつぶやいた。

　そこに騎馬が駆け寄ってくると、乗り手が声をかけてきた。

「ねえ、大丈夫だった？」

　奇妙な形をしたボウガンを持った少女だ。アーシュにはさっき兵士を撃ったのが、この少女だとわかった。

「加勢ありがとう」

　アーシュが礼を言うと、少女はなぜか顔を強こわばらせてアーシュの顔を見つめていた。

「どうした？」

　聞き返すと、少女は顔を真っ赤にして慌てた様子で応じる。

「い、いえ、ど、どう致しまして！　ってゆーか、お礼を言いたくてさ」

「お礼？」

　アーシュはなんのことだと聞き返す。

「街でゴロツキにからまれてたところを助けてくれたじゃない」

　アーシュは数瞬考えて声を上げる。

「……ああ、あの時の」

「ひどいなぁ。ちゃんと覚えてくれてないんだ」

「なんの話だ？」

　ジェファンが窓から這はい出してきた。

「街でおまえを追ってた時、通行の邪魔だった野郎を片づけたんだよ」

「ほう、女のためにか？」

「そっちはついで」

「つ、ついで……」

　少女はショックを受けたようだがすぐに立ち直った。

「あ、でも、ついででもなんでも、あたしは助かったからさ。礼を言おうと思って追ってきたら、ヤバイ場面に出くわして、まあ、助すけ太だ刀ち？」

　イサーラはボウガンを示して見せた。

　ジェファンの興味は少女よりもその得物にあった。

「おもしろいボウガンだな」

「あ、いいでしょ？　自作なんだ」

「自作？」

　ジェファンの目が輝いた。

「ちょっと見せてくれるか？」

「どうしよっかなー」

　少女はボウガンをじらすように馬の陰に隠し、アーシュに尋ねる。

「ねえ、どこまで行くの？」

「北の方だが」

「ちょうどあたしも北に行くから、一緒について行ってもいい？」

「ひとり旅なのか？」

「そう」

「どうする？」

　そう訊くアーシュにジェファンは即答。

「それを見せてくれたらいいぞ」とボウガンを指さす。

「いいってさ」

「ありがとう！」

　少女は礼を言うと、馬を進めて御者台に近づき、右手を差し出した。

「あたし、イサーラっての。よろしくね」

「俺はアーシュ。こっちは――」

　握手しようとしたアーシュにジェファンが割り込み、アーシュの頭を指さす。

「わたしが渡したバンダナはどうした？」

　アーシュはイサーラの手を握るはずだった手を頭にやってようやくバンダナがないのに気がついた。

「え？　ああ、切られて飛ばされたみたいだ」

「このわたしがやったものを飛ばされただと？　とっとと拾ってこんか！」

　ジェファンに蹴りつけられたアーシュは御者台から飛び降り、駆けていった。

「わたしがアーシュの主人、ジェファンだ」

　茫ぼう然ぜんとしているイサーラに、ジェファンはそう自己紹介した。
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　その日は日が暮れてしばらく進んだ後、野宿することになった。

　街の近くは往来も多いが、少し離れれば人通りもまばらだ。鋼鉄の戦馬は目立つため、街から離れたところは街道を使い、街の近くでは夕方か早朝に少し外れたところを移動するということを繰り返していた。ジェファンが言うには、もう少しの間はこうやって移動するとのこと。いずれ堂々と姿をさらすつもりだと断言した。

　なにか画策してるな、こいつ。

　アーシュはそう確信していた。

「つまりだな、中にあるヒモを引くと、この穴から鉛なまりの粒が一〇発飛び出すわけだ」

　馬車の中でジェファンはイサーラに得意げに説明している。

　例のパンッという甲高い音で四人の兵士を倒した仕掛けだ。馬車の側面には一バズもない小さな穴が片側一〇個、左右で二〇個空いている。そこに中からの操作で一斉に鉛弾が発射されるという。

「欠点は連発できないことだな。これは改良するつもりだ」

「これを応用できない？」

　そう言ってイサーラはボウガンを見せた。

　独特の形をしたボウガンをしばらくさわって、ジェファンは感心する。

「なるほど……。下のケースに入った矢をバネで押し上げて左右に振り分け、ツルをレバーで引き、矢にかけるまでを一気にやるのだな」

「もうわかったの？　苦労したのになぁ」

　イサーラは驚き、それでも、まだまだだと矢を一本抜いて示す。

「矢の形を色々変えて、ケースの中で引っかからないように工夫したんだよね」

「矢は何本までセットできるのだ？」

「今のとこ八本。それ以上だと大きくなって使いづらくなるから」

「それはそうだな。では、そのケースを取り外し式にして予備のケースを作ればいいだろう」

「あ！　そうだ。そのアイデアいただき！」

　アーシュが口を挟むことのできない話が延々と続く。その間、アーシュは夜食の用意をしていた。

　街で仕入れてきたから、数日分の食糧がある。まずは麦粉をこねて作ったピタを板に貼りつけ、焚き火の前にかざして焼く。その合間に焚たき火に置いた鉄板で鳥肉と野菜を炒めて塩と香こう辛しん料りようで味をつけた。イスナンの街で食べた物のアレンジだが、ジェファンのために辛さを抑えている。

「見事だな。自分で考えたのか？」

　ボウガンをイサーラに返し、ジェファンは身を乗り出して尋ねる。

「母がシンズォの職人だったから、小さい頃から細工を教えてもらったからさ」

「そうか！　シンズォの民なら家族のようなものだ」

　ジェファンが珍しくはしゃいだ声を上げた。

「ジェファンはどう見ても生きつ粋すいのシンズォ出身だよね」

「そうだ。なんといっても、わたしは――」

「おい、ジェファン！」

　今まで黙っていたアーシュはできるだけ普通に聞こえるレベルの声を上げ、ジェファンを手招きした。

「なんだ？」

　話の腰を折られて不満そうなジェファンがやってくると、アーシュは小声でささやく。

「自分の出身はいいが、王族だとか言うなよ」

　言われてようやく気がついたのか、ジェファンはうなだれる。

「……そうだな。ちょっと浮かれていた」

「気をつけろよ」

　アーシュが頭をポンポンと叩くと、ジェファンが上目づかいでにらんできた。

「思い上がるな。おまえは仕事をしただけだぞ」

「は？」

「臣下たる者、主を諭さとすのも仕事なのだ」

「俺は臣下じゃねぇ！」

「そうだったな。ただの借金の形かただった」

　ジェファンはニヤッと笑うと、

「礼を言うぞ」

　小声でつぶやき、イサーラの方へ戻っていった。

「……素直にしてりゃかわいいんだけどな」

　ふんっと鼻を鳴らし、アーシュは料理の仕上げに取りかかった。

「ほら、飯だ」

　アーシュは出来上がったピタをふたりに持っていく。

「あたしもいいの？」

　驚いて訊くイサーラにジェファンが鷹揚にうなずいた。

「遠慮はいらんぞ」

「アーシュさんが作ったんですねー。楽しみです」

　嬉しそうにするイサーラと対照的に、ジェファンは受け取ったものを見て眉間にシワを寄せる。

「おい、これは嫌がらせか？」

「心配するな。味は調整しておいた」

「ほ、本当だな？　安心させておいて、わたしが泣くのを見て笑うのだろう」

「疑り深いヤツだな。俺を信じろ」

「おまえなど信じられるか」

　ジェファンはじーっとアーシュを見ながら、ゆっくりと口に運んだ。一気には嚙かまない。端の方から慎重に食べ進め、具の入っている辺りに口をつける。意を決したように嚙む。

「……お、美味しい」

　ビックリして目を大きくするジェファン。

「だろ？」

　アーシュは自分の分をつかむと、食べながら薪まきの代わりになりそうなものがないかと周囲をぶらつく。

「ピタがどうかしたの？」

「聞いてくれ。前に食べたのがな……」

　そんな会話が聞こえてくる。

　空には満月に近い月が掛かり、周囲は慣なれれば見えるほどの明るさだ。

「今夜……かな」

　アーシュは気が重そうにつぶやいた。




　食事の後片付けをしたアーシュが水すい筒とうの水で口をすすいでいると、焚き火の前に座ったジェファンの体がふらふらと揺れているのに気づいた。

「もう寝たらどうだ？」

　アーシュが言うと、ジェファンはすっくと立って馬車に向かう。が、足元がおぼつかない。

「おまえも来んか」

　ジェファンは歩きながらアーシュを手招く。

「ま、まさか、一緒に寝るの!?」

　焚き火の側で座っていたイサーラが腰を浮かす。

「無論だ。下げ僕ぼくの仕事だからな」

「そんな性せい癖へきだったなんて……。かなりのショック……」

　芝居がかった仕草でよろめくイサーラに、アーシュは声を上げる。

「勘違いするな！」

「そうだ。わたしにも好みというものがある。選ぶ権利もあるぞ」

　ジェファンがもそもそと言うと、アーシュが言い返す。

「いや、こっちにだって――」

「いいや、おまえには選択の自由などないぞ」

　ビシッと言ったものの、ジェファンの目はほとんど閉じていた。眠い目をこすって、馬車の後部扉を開けようとするが、手が取っ手をつかめない。ほとんど寝ているような状態だ。

　アーシュはジェファンの肩越しに扉を開けると、ジェファンの小さな体を抱え上げ、中に入った。

　壁かべ際ぎわに畳んであったベッドを広げ、ジェファンを横たえる。

　と、不意にジェファンが手を伸ばしてアーシュの頭に触れた。

「よし、偉いぞ。ちゃんと拾ってきたな」

「俺は犬か！　だいたい、なんで――」

　文句を言うアーシュの口をジェファンの指が止めた。

「バンダナはきちんとしておけ」

「なんだ急に？」

　戸と惑まどうアーシュにジェファンは後頭部の結び目を手で触れた。

「少し短くなったな。次の街に着いたら新しいのを買ってやる」

「だから、なんでだよ？」

　アーシュの追及にジェファンはなぜか恥ずかしそうに顔を背けた。

「その……目立つ金髪を隠しておけ。わたし以外に見せるな。いいな？」

「わかったよ」

「よし。約束だぞ」

　そう言うと、わざとらしく大きなアクビをする。

「もう寝る。ランプを消せ」

　アーシュは腕を伸ばしてランプの炎を小さくする。馬車の中はぼんやりとした明かりだけになった。

　ジェファンはすぐに寝息を立て始め、アーシュはジェファンに毛布を掛けた。

　だが、アーシュにとって、今日はまだ終わっていなかった。

　ジェファンが完全に眠ったのを確かめると、起こさないようにゆっくりとベッドから抜け、馬車を出た。焚き火に薪を追加して火を少し大きくした。昼間は暑いが、夜になると気温が下がる。火は欠かせない。

　イサーラはと見ると、少し離れたところで寝袋にくるまって寝息を立てていた。それを確認すると、アーシュはひとりで歩き出した。

　ものの一〇バルズも歩くと、焚き火が生み出す光もかすかにしか届かない。月明かりだけが周囲を照らしている。

　岩場まで来ると、アーシュは大きな岩に向かって声をかけた。

「タリア、いるんだろ？」

　しばらくして返答があった。

「どうしてわかった？」

「気配を消してないだろ。もっと完全に消せるはずだ」

　アーシュの言葉に応じて、闇の中から姿を現したのは長身の女性。アーシュよりも数バズ高い。

　タリアだ。

　アーシュの前に進み出てくると、いきなり両腕を広げて飛びついてきた。

「アーくん！」

　少しハスキーな甘い声を上げると、アーシュの顔を自分の胸に押しつけるようにして抱きしめる。

「生きてたのね！　お姉さん、信じてたから!!」

「ちょ、ちょっと待て！　殺す気か!?」

　ぷはーっと息を吐き出し、アーシュはタリアを両手で押し戻した。

「あ、相変わらずだな……」

「冷たいんだから、アーくんはぁ。そこがかわいいんだけどぉ」

　タリアはアーシュの胸をつんつんとつつくと、恨みがましい口調でなじる。

「生きてたのにどうして連絡してくれなかったの？　心配で心配で身も細る思いで、全然寝られなかったのにぃ」

「身も細る……って、それが？」

　アーシュはタリアのたっぷりとした胸をチラッと見る。

「やだもう。そんなにジロジロ見て。アーくんもこういうの興味ある年頃なのよね」

「それに肌のツヤもいいみたいだ」

「そりゃねぇ、お肌の手入れは欠かせないから。見たい？」

　タリアがシャツのボタンを外そうとするのをアーシュは慌てて止めた。

「じゃなくて、俺を止めに来たんだろ？」

「そうじゃないわよ」

「え？」

　意外な答えに意表を突かれたアーシュに、タリアは真剣な表情を見せた。

「……ねえ、一緒にいる女の子って誰？」

「は？」

「まさか、大人の女より、幼い娘の方がいいなんてことは……」

「じょ、冗談じゃない！」

　アーシュは焦って否定したが、タリアは柳眉を片方だけ吊り上げる。

「他にも助っ人の女の子がいたわね？　相変わらず女ったらしなんだから。お姉さん心配で心配で胸も細るわ」

　はあ～っとため息をつき、胸を押さえるタリア。

「どっちもそんなんじゃないから」

　アーシュもため息をつきつつ否定する。

　と、タリアがようやく気づいたのか、アーシュの頭を見て怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。

「そのおかしなバンダナはなんなの？　せっかくの綺麗な髪が台なしじゃない」

　アーシュの頭に手を伸ばそうとするタリア。アーシュはとっさに頭を押さえた。

「いや、これは外せない」

「あの娘とそういう約束したの？」

「そんなもんだ」

「相変わらず、約束には厳しいのね。だから、アーくんは信用できる」

　タリアはそっと両手を伸ばして、アーシュを抱きしめた。

「それで、どうしてこんなことになったの？」

　今はこんな様子だが、タリアは帝国の派遣英雄部隊――バタルの中でも五番手と呼ばれる使い手だ。ヴァルデムの愛人という噂うわさもあるほど、ヴァルデムに近い立場でもある。

　本当のことを伝えるべきかどうか、アーシュは迷った。ヴァルデムがアーシュをはめたことを知らなかったとしたら、それを知ったことでタリアの立場が危険になる。知っていたとしたら、これは茶番だ。少なくとも、話しぶりからすると副官のザキィは知っていたはずだ。

「悪い。言えない」

　再び距離を取って硬い表情で答えたアーシュに、タリアはうつむいてつぶやく。

「……そう。私にも言えないのね。バタルに入る前から手取り足取りあれからこれまで教えて上げたのに。初めてだって経験させてあげたのに……」

「そこまでしてもらってない！」

「初めての殺しはそうよね？」

「あ、ああ……そっちか」

「どっちだと思った？」

「い、いや、そうじゃなくて！」

　流されそうになるのをかろうじて踏みとどまり、アーシュは答えた。

「言えないというか、知らない方がいい」

「それって、私がヴァルデム様の愛人だから？」

「そういうわけでは……」

　口ごもったアーシュをタリアは微笑ほほえんで見た。

「正直なんだから、アーくんは。だから人気者なのよね。ヴァルデム様と違って」

　タリアはもう一度アーシュを抱きしめ、耳元でささやいた。

「わかった。アーくんとは会わなかったし、聞かなかったことにしてあげる」

「……タリア」

　タリアはアーシュを放すと、自分から数歩下がった。

「でも、今度会った時は敵だから。容よう赦しやなく私の槍で突き殺すから覚悟しといてね。他の誰かに殺されるよりいいでしょ？」

　そう言うと、背を見せずに闇の中に消えていった。さっきと違って気配は完全に断っている。

　最後に見せた表情はこれまでとはまったく違う厳しい目だった。




　アーシュもタリアも立ち去った後、近くの岩陰にイサーラがふらりと立ち上がった。ふたりのやりとりをずっと聞いていたのだ。

「……バタル……なんだ……」

　イサーラはつぶやいた。

　アーシュがバタルで、しかも、かなりランクの上にいる。それがふたりの会話からわかった。

「バタルで、腕利きで、しかも、あんなイケメンで、あたしを助けてくれて……」

　茫然とした表情でつぶやいていたイサーラは不意に顔を上げた。

「そうよ。決めた！　親父を殺したのは、もう絶対カレに違いない!!　ああ、つまり、これって……」

　拳を握りしめてふるふると震えると、

「禁断の恋ってヤツよね！」

　イサーラは瞳ひとみを輝かせた。

「親を殺した組織の殺し屋。カレに助けられた薄はつ幸こうの娘。許されない恋。ああ、どうしたらいいの、あたし!!」

　熱にうかされたように一気に言うと、

「でも、一緒にはいられない。あたしは……敵かたきを討たなくちゃ」

　真顔になったイサーラはその場を立ち去った。
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「姐あねさん、どうなさるおつもりです？」

　ザキィは駆けていく騎兵を見送ると、タリアに尋ねた。

　夜が明けたところで、生き残りの正規兵一名をイスナンの砦に送り返したのだ。

　アーシュが相手と判明したこともあり、タリアは正規兵の出番ではないと判断した。撤退は砦の兵にとって不名誉なことではないと書状を持たせたため、とがめられることはないはずだ。後は砦の指揮官の裁量である。

「どうとは？」

　顔を洗い、水をしたたらせたタリアがタオルでふきながら聞き返す。長い髪は後ろでまとめ、うなじを転がり落ちる水滴が朝日を浴びて輝く。ザキィはその様子をまばゆそうに見つめていた。

「あいつに……会ってきたんですよね」

　ザキィは『あいつ』と言う時、できる限り平静を保とうとしたが、中途半端に顔をしかめてしまった。

「会ったかどうか言う必要はないし、どうするつもりもない」

　タリアは軽く流そうとしたが、ザキィは食い下がる。

「夜、ひとりで出かけたのを知らないと――」

「ザインに立ち寄って、それから帝都に戻る。出立だ！」

　タリアはこれで終わりだというようにザキィの言葉を遮ると、一挙動で愛あい馬ばにまたがった。他の隊員たちも次々に騎乗する。全部で一〇人。ふたりが昨日の襲撃で命を落としていた。

　そして、馬車が二台。これは物資を運ぶために部隊の後から追ってきたものだ。ひとつは普通の二頭立ての幌馬車だが、もうひとつは四頭立ての荷馬車、長さが尋常ではない。幌ほろで隠された荷車は長さが通常の倍――八バルズもあった。

「では、ヴァルデム様に報告は？」

　ザキィが馬上のタリアに問うと、タリアは目をスウッと細めて突き放した答えを返した。

「おまえがヴァルデム様の意を受けているのは知っている。どうとでも報告するがいい」

　そう言うと、タリアは軽く拍車を掛けて馬を進ませた。

「姐さん！」

　懇こん願がんするように放たれた呼びかけにも、タリアは振り返らない。その後ろ姿を見つめるザキィは奥歯をかみしめ、拳を握りしめた。

「昨日、殺れる時に殺っちまやぁよかったぜ……」

　力を限界まで入れた拳と腕が小刻みに震える。

「……アーシュを殺る。どんな手を使ってもかまわねぇ……」

　歯の間からしぼり出されたような、深く濃い憎ぞう悪おが吐き出された。
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「どうした？　気分がよさそうだな」

　手た綱づなを握ったアーシュは隣となりで鼻歌を歌っているジェファンに声をかけた。

「そうか？」

　自分でも意識していないのか、ジェファンは不思議そうに聞き返す。

「イサーラがいなくなったのが嬉うれしいのか？」

　夜が明けた時、イサーラの姿はなかった。荷物も馬もなくなっていたため、書き置きも何もなかったが、ひとりで旅立ったようだ。

「どうしてだ？　あれはシンズォの民だ。いても構わないぞ」

「それじゃなんで嬉しそうなんだ？」

「そう見えるか？」

「どう見てもそうだから訊きいてるんだ」

「うむ。気のせいだろう」

　ジェファンは楽しそうにはぐらかす。

　どうもおかしいと思いながら、アーシュは他に思い当たることもなく、つぶやく。

「どうしたんだろうな……。なにも言わずに出ていくなんてな」

「気ままな稼か業ぎようなのだろう。放っておけばよい」

「とはいってもなぁ……」

　一緒に行くと言っていた相手が何ごともなく消えるというのは不自然だ。なにかあったと考えるのが自然だろう。昨夜あったことでなにか理由を考えるとすると、ひとつしか思い当たらない。

「おおかた、おまえがよからぬことをしようとして嫌われたのであろう」

「な、なんだと!?」

「夜中に抜け出したこと、わからぬと思ったか」

「起きてたのか？」

「そうか。やはり抜け出して忍んでいたのだな」

「カマかけたな」

「この程度のカマに引っかかるとは、貴様、本当にバタルか？」

「バタルが頭いいってわけじゃない」

「そのようだな」

　ジェファンはアーシュを見て納得したのか大きくうなずいた。

「くっ……」

　屈くつ辱じよくだ。アーシュは思わず呻うめきを漏もらしてしまった。歯を食いしばって吐き捨てるように訊く。

「で、これからどうするんだ？」

「予定どおり、コルベで工房を見よう。このまま北へ向かえばいい」

「何か手がかりがあればいいけどな」

　どこか投げやりに言うアーシュ。

「あまり悲観的になると、よくない結果を引き寄せるぞ」

　そう言うと、ジェファンは不意に思い出したように声を上げた。

「ああ、止めてくれ」

「今か？」

「そうだ」

　アーシュが街道から少し外れたところに馬車を止めると、ジェファンは馬車の中に入り、ドアを開け放ち、側面の小窓も開けた。

「なにをするんだ？」

「いつまた襲しゆう撃げきがあるかわからんからな。昨日使った武器を装そう塡てんしておかなければならんだろう」

「夜のうちに出来なかったのか？」

「暗くて無理だ」

「ランプがあったろ？」

　アーシュがそう言うと、ジェファンは信じられないことを聞いたというように眉を寄せる。

「火があるところで火薬を使えるか」

「かやく？」

「……もういい。言うだけムダだったな」

　ジェファンは首を振り、明かりが入るようになった車内で作業を始めた。アーシュはその様子を窓から首を突っ込んでながめる。

　まず最初に背伸びして側面の内ない壁へきを外した。途と端たん、光が細い筋すじとなって射し込んでくる。その数一〇。今まで気づかなかったが、小さな穴が空いているようだ。取り外した内壁には長さ三バスほどの筒つつが一〇個突き出している。

「わたしの火ひ筒づつが横に一〇個並んでると思え。ただし、銃身が短いから弾は遠くまで飛ばん。それに弾も火筒とは違う。命中率も低いから、数撃って当たれば儲もうけもの。あとは威い嚇かくの意味しかない」

　ジェファンはそう言いながら、筒に火薬と弾を詰め込んでいく。

「このヒモを引けば一斉に弾を飛ばす。一回きりだ。イサーラのボウガンのように連発式に改良したいな」

　ジェファンは作業を終えた内壁を戻し、反対側の内壁に移った。こちらも手際よく弾を込めていく。

「他に武器はあるのか？」

　アーシュが訊くと、ジェファンは得意げに笑った。

「もちろんあるぞ。とっときのがな」

「どんなのだ？」

「その時が来るまで秘密だ」

　ジェファンはそう答えながら、一瞬、視線を隅に向けた。どう見ても怪しい黒い塊かたまりがドンと鎮座している。

「こんなものを見ているヒマがあるなら昼飯でも作らんか」

　アーシュを追い払うと、ジェファンは作業を続ける。

　追い払われたアーシュは御ぎよ者しや台だいの脇に置いてある弓と矢を持って御者台を降りた。この辺りにいる砂漠ウサギかトカゲを捕まえるつもりだった。干し肉や腸ちよう詰づめは街で仕入れたが、あくまでも保存用だ。手に入るなら獲え物ものを仕留めた方がいい。

「トカゲは却下だぞ！」

　すかさずジェファンの声が飛んでくる。

「わかった」

　振り返ったアーシュは御者台に立つジェファンの姿を見た。

「心配いらないって。ヘビなら獲とるかもしれないけどな。結構旨うまいんだぞ」

「アーシュ！」

　ジェファンからさっきよりも大きな声が飛んできた。怒りの叫びだと思って無視しようとしたアーシュだが、声音に緊張を感じ取り、振り返る。御者台に立ち上がったジェファンは東の方を指さしていた。

「なにか来るぞ！」

「バタルか？」

　アーシュはその方向に目を凝こらした。

　土つち煙けむりが上がっているが、広がりが少ない。複数の馬が駆けていると、土煙は横に広がるものだ。しかし、単騎にしては土つち埃ぼこりが大きい。馬車だろうか。

　やがて、土埃の中に姿が見えてきた。

「でかい……な」

　アーシュは目をこすって見直した。人間が走っているのかと思うほど縦長の影。しかし、この距離で人間がこれほど大きく見えるわけがない。

「武ぶ神しんだ」

　ジェファンの声にアーシュは目を見開いた。

「なんだって!?」

　確かにぼやけているが、人間型のシルエットが急速に大きくなってきた。

「一般的な武神――剣神ザイファだな」

「ズァラにあったヤツか？」

　アーシュの問いにジェファンは首を振った。

「……違うな。兜かぶとの飾かざりがちょっと派手だ」

「別の武神か……」

　アーシュは武神の頭を注視した。確かに鶏冠とさかのような飾りが伸びているのがわかる。

「どうする？」

「戦うしかないだろう。頼んで見逃してもらうか？」

「無理だろうな」

「今すぐ出発して夜まで走り続ければ、相手はくたびれて追いつけなくなるだろうが」

「そんなこと言ってる余裕はなくなってきたな」

　武神は真横に見えていた。距離は一〇〇バルズを切っている。土埃を蹴立てて、馬が速歩で走る程度のスピードだ。

「しかし、まともにやりあって勝てるのか？」

「走り続けることだな。止まれば負けるぞ」

「だろうな」

　止まった馬車なら七バルズ以上ある武神にとって攻撃しやすいターゲットだ。わからないのは武神のパワーだが、通常の四倍もある剣が当たれば、この装甲馬車でさえ無傷ではすまないだろう。

「あんなヤツに対抗する方法はあるのか？」

　御者台に飛び乗ったアーシュの問いに、ジェファンは中に戻って言った。

「任せておけ。ただし、少し時間がかかる」

　ジェファンは中から返事を返す。

「それまで時間稼ぎしてろってか？」

「そういうことだ」

「簡単に言ってくれる」

　アーシュは手綱を緩めて大きく振るう。

　静止していた鋼鉄の戦せん馬ばは胴体と四肢の継ぎ目から蒸気を噴き出す。

「行け！」

　もう一度手綱を振るアーシュ。

　武神はすぐそこまで迫っているが、戦馬の脚はまだ動こうとしない。

「行けーっ！」

　三度目の命令で、ようやく戦馬の脚が大地を蹴り、馬車がガクンと揺れて走り出す。

　そこに長剣を振りかぶった武神が突進してくる。

「両親の敵、アーシュ・クレイド！　覚悟っ!!」

　どこか聞き覚えのある声と共に、武神は振りかぶった長剣を振り下ろした。

　ブオオンッと豪ごう快かいに風を斬って、長剣は馬車に襲いかかった。しかし、動きは遅い。大きい分、機き敏びんな動きは出来ないのだ。お陰で、馬車はかろうじて攻撃を回避出来た。

　長剣は走り出した馬車のすぐ後ろをかすめるようにして空を切った。ドスンと重い音。そして、土煙が舞い上がる。さらに関節からシューッと蒸気が噴き出した。

「逃げるな！　正々堂々と勝負しろ!!」

　武神は振り下ろした剣を地面に叩き込んでしまい、それを抜くのに手間取っている。

「ああっ、もうっ！」

　腹立ちまぎれの叫びを聞いて、アーシュは正体を悟さとった。

「おまえ、イサーラだろ!?」

　返事はない。代わりにいらいらした叫びが返ってきた。

「やかましいぞ！　正々堂々と戦え、アーシュ!!」

「武神相手に正々堂々もないだろっ！」

「バタル相手にはこれくらいのハンデがあってもいいの！」

「俺は化け物かよっ!?」

　思わず突っ込んだアーシュはさらに抗議の声を上げる。

「だいたい、俺が両親の敵ってなんのことだっ!?」

「あんたが敵に決まったの！　だから、文句言わずに戦ってよ!!」

「無茶苦茶だ！」

「無茶でもなんでもいくからねっ！」

　武神は足を踏ん張って長剣を地面から引き抜き、土を払った。まるで水をまいたように土や石が周囲に飛び散る。

　武神の拳こぶしほどもある土の塊がガツンと御者台の盾たてに当たって砕けた。

「なんて力だよ……」

　へこんだ盾を見て、アーシュは目を見開く。兵士が当たったくらいでは傷つかなかったのだから、今の土の塊はそれ以上の重さがあることになる。それを投げつけられるだけの力が武神にはあるということだ。

「まだか!?」

　アーシュの問いに、ジェファンは唸る。

「もう少し待て。慎しん重ちようにやらないとマズいからな」

　ジェファンの様子を見て、アーシュは不安が首をもたげてきた。

「武器の威力ってどれくらいだ？」

「武神相手に試したことはないが、恐らく、直撃すれば中の者は死ぬな」

「死なない方法はないのか!?」

「足に当てれば動きを止められるが、命中率は高くはないからな。保証はできん」

「同じシンズォの民なんだろ!?」

「確かにイサーラは我が臣しん民みんだ。できれば傷つけたくはないが……」

　ジェファンは考え込んだかと思うと、口の端をきゅっと吊り上げた。

「ひとつ手がある」

　イヤな笑いだ。

　アーシュは聞かなければよかったと後こう悔かいすることになりそうだと思ったが、聞かないわけにはいかなかった。

「おまえが武神からイサーラを引きずり出すのだ」

「無茶だ！」

　予想どおり、聞かなければよかったと思いながら、アーシュは叫んだ。

「おまえが生かしたいと言ったのだ。責任を取れ」

　突き放すようなジェファンに、アーシュは決心した。

「……わかった。だが、方法は俺が決める」

　アーシュは手綱を思い切り右に引いた。戦馬はすぐに反応して右に進路を変える。急旋せん回かいで体が左に振られる。

「な、なにをする気だ!?」

　ジェファンが慌てた様子で窓から顔を出した。

「そこで見てろ！」

　アーシュはそのまま手綱を右に引き続け、大きく反転した。武神が正面に来たところで手綱を戻す。

　武神は長剣を横に構え、馬車の動きを追って動く。

　武神と戦馬が真正面から向き合った。アーシュは戦馬を止めようとしない。

　アーシュの意図を悟り、ジェファンの表情が凍りついた。

「まさか!?」

「そのまさかだよ！」

「や、止めろ！」

　ジェファンが身を乗り出して叫ぶ。

「もう遅い！」

　アーシュは言い放つと、御者台の上に立ち上がった。

　行く手に立ちはだかった武神は腰を落とし、長剣を水平に構えた。振り下ろすと、さっきのようにかわされると考えたのだろう。腰だめにした長剣をアーシュに向かって薙ぎ払う。

「行くぞっ！　なにかに捕まってろ!!」

　戦馬はスピードを緩めることなく、武神に正面から向かっていった。




　　　　　２




　分ぶ厚あつい鉄の板のような長剣が水平に向かってきた瞬間、アーシュは身を屈かがめると戦馬の間にある金属の箱に向かって飛び込んだ。

　全身が持っていかれそうな風が背中の上を駆けていく。

　直後、戦馬は武神に激突した。

　金属同士の激しいぶつかり合い。轟ごう音おんと衝撃。ついで鼓膜を引き裂くような甲かん高だかい悲鳴に似た音。

　戦馬は武神を弾き飛ばさんと前進を続ける。武神は前傾姿勢になってそれをこらえた。しかし、高さこそ武神の三分の一程度しかないが、四頭に加えて背後に馬車をつなげている戦馬の重量は武神を上回っている。受け止めるのはできても、押しとどめるのは不可能だった。

　アーシュは前転して起き上がろうとした次の瞬間、武神に向かって自分の体が吹っ飛ばされるのを感じた。気づいた時には目の前に武神の腰の辺りが迫っていた。

　反射的に身をひねり、足から鎧よろいに着地。滑すべり落ちる前に鎧のつなぎ目に指をかけ、武神の胴体に取りついた。

　ジェファンの説明を信じれば、武神の頭の裏側に中に入る仕掛けがあるはずだ。そこまで登らなければならない。

　武神の身長は七バルズ余り。残り四バルズほど。

　アーシュはギリギリと戦馬に押され続ける武神の胴体を登り始めた。手がかりになるのはパーツのつなぎ目や鋲といった小さなものしかない。しかも、武神は動いている。落ちれば戦馬と武神の間で圧死するか、踏み殺されるか。

　何度か滑り落ちそうになりながらも、アーシュは胸まで登ってきた。

　もう少しで肩に手が届くという時、

「あぁ――っ!!」

　いきなり耳元で叫びが聞こえ、アーシュは反射的に耳を押さえようとして、危ういところで思いとどまった。今片手を離したら体を支えられない。

「いないと思ったら、そんなとこにハエみたいにくっついてるなんて！」

　声は胸に空いた穴から聞こえる。それが目の前にあったのだ。その上には格子状の穴が幾つも空いている。その奥にイサーラの姿が見えた。

「のぞかないでっ！　チカン!!」

　イサーラが叫ぶ。

「服着てるだろが！」

「そんなの関係ないの！　降りて!!」

「今落ちるわけにいくか！」

「降りて降りて降りてーっ！」

　イサーラは叫びながら右腕で胸の辺りを振り払うような仕草をした。

　武神の右腕が持ち上がり、同じように胸に向かってきた。まるでハエを叩き払うように。

　とっさにアーシュは一段上の出っ張りに飛びついた。体を曲げて足を高く上げる。

　直後、武神の手のひらが胸を叩き、払った。その場にいれば叩きつぶされた上に放り投げられていたはずだ。

　が、アーシュには安あん堵どしているヒマなどなかった。手が胸を叩くと同時に、衝撃が体を揺さぶったのだ。

「くうっ……」

　歯を食いしばり、滑りそうになる指に力を込める。もう少し揺れが長ければ危なかった。なんとかしのいで肩に這い上がる。

「……やったぞ」

　肩で息をしたアーシュは首筋から背中に回り込もうとして自分を覆おおう影に気づいた。そして、視界の隅すみに動くもの。

　首の付け根に取っ手を見つけ、アーシュはとっさの判断で跳んだ。

　直後、ガンッと子どもくらいの大きさの武神の手のひらが降ってきた。自分の首に激突した。自分の首に手刀を叩き込んだようなものだ。

　取っ手をつかもうと手を伸ばしたアーシュだったが、武神の上半身が大きく揺れ、目算が狂った。指先が触れただけで、取っ手を握ることが出来なかった。

「しまっ――」

　その瞬間、落ちるのを覚悟したが、アーシュが落ちたのは背中に背負った箱形の動力部の上部だった。

　見れば、動力部には横にハシゴ状の窪みがあり、腰の辺りまで続いている。

「ここから登りゃよかったな」

　舌打ちしたアーシュだが、背後から接近できるような状況ではなかったし、回り込めるような余裕もなかった。

　取っ手をつかみ、押したり引いたりした挙げ句、上に滑らせることに気づいた。人ひとり通り抜けられるくらいの開口部が開いた。

　その奥――三方が二バルズほどの空間にイサーラが背を向けて立っていた。両手両足は中央の柱から伸びたアームで固定されている。

　どうやって武神を動かしているのか考えてもいなかったアーシュだが、それにしても妙な光景を前にして一瞬止まってしまった。すぐにやるべきことを思い出す。

「ここまでだ」

「こ、来ないでって！」

　アーシュが声をかけると、イサーラは全身をねじるようにして振り返った。

　途端、武神の体が動くのが感じられた。イサーラと同じように右にひねるような動きだ。

「それ以上動くんじゃないぞ」

　アーシュはイサーラに命令すると、中に滑り降りた。

「狭いな」

　二バルズあるとは思えないほど圧迫感があるのは、中央にある天井と床から突き出した柱と、そこから伸びる何本ものアームのせいか。イサーラはそのアームに手首、腕、二の腕、胸、腰、太股、足首などをつながれていた。元々女性が使うことを想定していないのか、イサーラの大きな胸が窮きゆう屈くつそうに下からはみ出している。

「これで動きを伝えてるってわけか？」

　アーシュは金属製のアームを手で引っ張ってみた。イサーラの手首が動く。それと同時に外でなにかが動いている音が聞こえた。

「動けないあたしになにをするつもりよ？」

　イサーラがアーシュを怯おびえたような目つきで見上げた。

「なにって、そりゃ当然、俺を襲っ――」

「当然、あたしが動けないのをいいことに、あんなこととか、こんなこととか、口に出せないようなひどいことをするつもりなんでしょ！」

「なんの話だ!?　聞いてる方が恥ずかしいぞ」

　アーシュは顔をしかめた後、なにか思いついたようにニヤッと笑った。

「それとも、なにかやってほしいのか？」

　冗談めかして言いながら、イサーラの無防備な背筋に指をつつーっと這はわす。

「……あ、ああっ！　ダ、ダメ……」

　背中をのけ反らせたイサーラは艶つやっぽい声を上げた。アーシュの方がビックリして指を離す。

「やっぱり、バタルなんて獣けものなんだ！　あたしも自由を奪われたまま食べられるんだ!!」

「……おまえなぁ。本当に食うぞ」

　アーシュが呆あきれ気味に声を上げて迫ると、

「なっ、なにをやっているのだ、おまえたちは!?」

　ジェファンの怒った声が割って入った。

「外にも聞こえているぞ！」

「……まずった」

　アーシュは顔をしかめた。武神の胸にしがみついていた時、イサーラの声で脅おどかされたのを忘れていた。どこかに声を外に響かせる仕組みがあるに違いない。

「今出る」

　そう答えると、アーシュはイサーラに素そっ気けなく命令した。

「その棒を外せ」

「……わかった」

　なぜか残念そうに口をとがらせると、イサーラは両腕をだらんと下ろして、ホコリでも振り払うようにブルッと震えた。途端、重い唸うなりがし、イサーラの体を縛しばりつけていたアームが外れた。アームは天井と床から突き出した柱に収納されていく。最終的には十字の形に固定された。

「どうするの？」

　イサーラは押さえつけられていた胸の形を直しながら訊く。

「とにかく、外に出ろ」

　そう言ったアーシュは思い出したように手を出す。

「その前に起動キーを渡してもらおうか」

　イサーラは床から伸びた柱の中心に手を伸ばし、指で軽く押し込んだ。穴が空き、そこから起動キーが押し出される。同時に武神を包み込むように響いていた低い唸りが静かになっていく。

「ほら」

　差し出された起動キーはジェファンに見せられたものとは形が違った。装そう飾しよくもシンプルだ。しかし、付け根に施ほどこされた細かな彫りは見事なものだ。

「預かっておく」

　アーシュはキーをつかむと、ポケットに突っ込んだ。

　下に降りる時も一ひと悶もん着ちやくあった。先にイサーラを下ろすとジェファンを人質にしかねないというので、アーシュが先に降りることにしたが、下からのぞく変態だと罵ば倒とうされ、結局時間差でイサーラが後から降りることになった。起動キーはないのだから、武神で逃げることもできない。

「み、見なかったでしょうね？」

「大丈夫だ。わたしが見張っていたぞ」

　降りてきたイサーラにジェファンが胸を張って保証した。

「じゃあ、信用する」

　イサーラは素直にうなずくと、両手を突き出した。

「ほら、縛るならさっさとやって」

「必要ない。おまえが暴れたところで俺には敵かなわないからな」

　素っ気ないアーシュの反応に不満だったのか、イサーラはムッとした顔で聞き返す。

「どうして？」

「縛って欲しいのか？」

「せっかくだし……」

「なんだそりゃ？」

　呆れたアーシュはうんざりした顔でイサーラを見た。

「とにかく、必要ない。それより、聞きたいことがある」

「無理矢理吐かせるのね！　嫌がるあたしを縛り上げて拷ごう問もん――」

「そんなことはしねー」

「物足りないなぁ。帝国の殺し屋っていうから、どんなひどいことをするのかと期待してたのにさ……」

「おかしな期待するな！」

　アーシュはうんざりを通り越えて怒りを覚えて吐き捨てた。

「……残念」

　イサーラはがっくりと肩を落として唇をとがらせた。

「とにかく、ここに座れ」

　アーシュは御者台の下の物置から引っ張り出してきたイスをふたつ並べて置いた。ジェファンはさっさとそこに座り、イサーラも遅れて腰を下ろす。

「で？　俺がバタルだと知ってついてきたのか？」

「知らなかったよ。知ったのは昨夜」

　イサーラの答えにジェファンがああとうなずいた。

「ああ、あれか。アーシュを見直したな。年上の女を翻ほん弄ろうする手て練れん手て管くだには惚ほれ惚ぼれしたぞ」

「どう見たらそうなる!?」

「違うの？　じゃ、やっぱり……」

　イサーラはジェファンに意味ありげな視線を向ける。

「そうじゃねぇ！」

　アーシュは声を上げたところで、眉み間けんにシワを寄せてジェファンを見る。

「ん？　ちょっと待て。なんでおまえが知ってる？」

　ジェファンはふいっと視線をそらせた。あまりに不自然な様子だ。

「おまえも立ち聞きしてたのか」

　そう言ってから、ピンと来たのか、アーシュはジェファンを追及する。

「ひょっとして、今朝、妙に機き嫌げんがよかったのは、俺がタリアと一緒に逃げなかったからか？」

「お、おまえがどうするかでわたしの気分が変わるわけなどないであろうが。ただ、職務に忠実だったことで、評価を上げてやっただけだ。それだけだぞ」

　珍しくうろたえ気味に、どこか言い訳がましく早口にまくし立てるジェファン。

「その分よこせよ」

　アーシュが指を丸くして金を示す。

「無論だ。為なしたことに応じた評価は報ほう酬しゆうにきちんと反映されるぞ」

　ジェファンは唇くちびるの端を吊り上げて笑い返した。が、アーシュはその笑みの意味を読み間違えていたのだが、それに気づくのは後の話だ。

「で、なんで、俺を襲った？」

　アーシュはイサーラに向き直る。

「言ったよね、両親の敵って」

「確かに俺はバタルとして任務で大勢殺してきたが……」

「殺しすぎてひとりひとり覚えてないんだね」

「いつ、どこで殺された？」

「二年前、レナンの南側にあったアジトで」

　レナンは旧シンズォ王国の南端にある街だ。ここからさらに南に馬で六日ほどかかる。

「そっち方面は俺の担当区域じゃないんだが……。それ以前に二年前にその辺りで作戦があったって話は聞いたことがないな」

「え？」

　イサーラは目を見開く。

「あんたにそれを教えたのは誰だ？」

「バタルが犯人っていうのは、あたしの部下で――」

　アーシュが犯人だというのは自分で決めたとは言えず、イサーラは口ごもる。

「どうした？」

　アーシュが突っ込んだ時、ジェファンが叫んだ。

「アーシュ、後ろだ！」

　とっさに振り返ったアーシュに矢が襲いかかった。
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　振り向いたアーシュは一瞬で自分を狙ったものではないと悟った。わずかに射線がずれている。その先にいるのは――。

　アーシュは無む雑ぞう作さに手を伸ばし、その手に矢をつかんだ。

　矢はビィンと音を発し、震えている。

　その矢尻が自分に向かって止まっているのを見て、イサーラは目を見開いた。

「さすがバタルともなると化け物みたいなことも平気でしますな」

　声は武神の陰になる角度から聞こえた。馬に乗ったひょろ長い男がおどけた調子でお辞じ儀ぎをする。

「スライ！　あたしを狙うなんてどういうつもりよ!?」

　イサーラが食ってかかった。

「知ってるヤツか？」

　アーシュの問いにイサーラはうなずいた。

「スライっていって、親父の代からの部下……なのに――」

「バタルに親父が殺されたってのは、あいつから聞いたのか？」

「そう」

　アーシュの問いにイサーラは茫然としたままうなずいたが、気を取り直して問いを発した。

「スライ、親父を殺したのはバタルなんだよな？」

「はて？　そう言いましたか？」

　スライは肩をすくめて見せた。

「おまえ……」

「正直申し上げますと、私が殺やりました」

　スライのあっさりとした告白に、イサーラはすぐに意味を飲み込めなかった。少し時間をおいて聞き直す。

「なんだって？」

「伝来の武神と起動キーをこちらに渡して、他に知ってることを教えろと迫りましたが、口が堅くいらっしゃいましてね。困ったものです。無ぶ骨こつで融ゆう通ずうが利かない。ですから、時流に乗り遅れるのです」

「……っ!?」

　イサーラは唇を強くかみしめた。唇にうっすらと血がにじむ。

「だから……殺したの……？」

「そうですね。ものを知らないお子様の方が御ぎよしやすいということです。実際、あなたとは上手くやってこられました。もう少しご一緒すれば売り飛ばすという手もありましたが。容姿はほどほどですが、胸が無む駄だに大きく育ちましたから、それなりの値がつくと思ったのですが、残念です」

「こっ、この……この……!!」

　下げ卑びた笑いを上げるスライに、イサーラは顔を真っ赤にして言葉が出てこない。

「なるほどな」

　ジッと聞いていたジェファンが冷静に笑い、指を突きつける。

「貴様、カサムだな？」

「カサム!?　神王国の間かん諜ちようか？」

　アーシュが驚いてジェファンを見る。

　カサムとはガフール神王国におけるバタルのような存在だ。違うのはバタルが皇帝の後ろ盾を得た指揮官ヴァルデムが率いるのに対し、カサムは国王直属の組織だということだ。そして、戦闘行動がメインのバタルに対して、カサムは情報収集がメインである。地味だが、正体が表に出ないため、他の組織に食い込んで内部の情報を集めるのを得意とする。

「武神の事を知っているのは、シンズォ王国の他はジャハーン帝国とガフール神王国くらいだ。帝国はバタルを使い、神王国はカサムを使って起動キーを集めている。バタルであれば昨日の襲撃に加わっていたはずだ。となれば、残るはカサムだ」

「そ、そんな！　親父の頃から一緒にいたんだよ？」

　イサーラの疑問もジェファンにはなんの不思議もなく答えられた。

「その間から潜入していたのだろう？　そして、武神の鍵かぎを狙っていた」

「鍵ならずっとあたしが持ってたんだから、それを奪えばいいだけの話じゃ……」

「他にもなにかあるかどうか見極めていたのだろう。あるいは、武神と鍵を一気に手に入れる機会を狙っていたのか。どうだ？」

「そこまでわかっていらっしゃるとは……。さすがは我が神国王の姪てつ孫そん姫きですな」

　スライが冷たい笑いを唇に浮かべる。

「姪孫？　って、まさか――」

　イサーラが意味を悟って息を飲んだ。

「バタルが知っていたなら、カサムも知っていて当然か。まさしく、我が名はジェファン！　シンズォ王国の王家を継ぐ者!!　アーシュ！」

「なんだ？」

「許す。コヤツを倒せ」

「やっと許可が下りたな。で、俺の得え物ものは？」

　ニヤリと笑って訊くアーシュにジェファンは意外そうな顔をした。

「知らなかったのか？　ずっとおまえの尻に敷いていたではないか」

「は？　って、まさか、御者台の下か!?」

　アーシュは御者台を振り仰ぐ。

「シンズォ王家の血筋ならば、我が王がお喜びになる」

　スライは馬から降りると、長剣を抜き放って大股に歩み寄ってきた。

「生かして捕らえる！」

「やらせるかよっ！」

　アーシュは御者台に飛び乗り、座席を蹴り上げた。フタが跳ね上がり、そこには二振りの剣がヒモで固定されていた。

「カルン！　ダカン！」

　両手で剣をつかみ、ヒモを引きちぎる。

「長らく待たせたな」












　柄つかの握り心地を確かめるように指を動かしたアーシュは、右手の長剣カルンをスライに向けて構えた。

「ほう？　その異形の剣……聞いたことがありますよ。バタルに《金色の双刃ザハ・インサイブ》と呼ばれる凄腕がいると。あなたがそうですか？」

　スライの言葉にアーシュは反応しない。それを肯定と取ったか、スライはニヤリと笑った。

「やはりそうですか。知っていますよ、あなたが指揮した作戦を。血も涙もない冷れい酷こく無む比ひの殺さつ戮りく現場を。あなたは私と同類だ。違いますか？　それが今は子どものオモリ役ですか？　どうしました？　戦いが怖くなりましたか？」

「よくしゃべるヤツだな」

　嘲あざ笑わらうアーシュの目は言葉と裏腹に険しい。

「そうだ！　その目！　私たちと同じ殺人者の目だ!!」

　スライはそう叫ぶと、駆け出した。

「我らを相手にしたことを後こう悔かいしろ！」

「そっちこそな」

　アーシュはスライに言い返し、ふと眉を寄せる。

「ん？　我ら？」

「アーシュ、モルスがいない！」

　イサーラの叫び。

「遅いぜ！」

　馬車の反対側の陰かげから小柄な姿が飛び出してきた。両手の短剣を振りかざし、猿さるのように身軽にアーシュの背後から飛びかかる。

「おまえの登場がな！」

　アーシュは無骨な短剣――ダカンを突き出した。

　二振りの短剣はダカンの根本に突き出した牙が受け止めた。

「今だ！　その小娘をとっ捕まえろ!!」

「おう！」

　モルスの叫びにスライが応じる。

「させるかっ！」

　アーシュは左腕をひねりながら、右手のカルンでモルスの左脇に斬りつけた。

　モルスは短剣を折られないようにスッと引き、攻撃にあわせて右に飛び退すさる。見事な判断だ。アーシュの攻撃は空振りに終わり、しかも、時間稼かせぎされてしまった。

　そのタイミングで、猛もう然ぜんと駆けてきたスライが長剣を抜き放って、ジェファンに斬りかかった。

　アーシュは御者台からトンボを切って飛び降り、ジェファンの前に降り立った。着地と同時に左のダカンをジェファンの前に盾のようにかざす。

　ガンッと金属同士が激しくぶつかる音。

　スライの長剣はジェファンの目と鼻の先で受け止められていた。

　スライはニンマリと笑う。

　ジェファンを狙った攻撃はアーシュが間にあうと読んでの一撃だった。アーシュは防御のために動かざるを得なくなり、それをわかっているスライは次の手が有利になる。

　スライはアーシュより一〇バズほど高い身長を利用して、上から全身の力を込めて押し込む。

　アーシュは体勢が不利だと見ると、すぐさま退しりぞいた。押し返していた腕を斜めに引くと同時にカルンを振るう。

　スライは体勢を崩しながらもカルンの一いつ閃せんを身をひねってかわしきった。当然、アーシュは追撃する。

　そこにモルスが馬車の屋根から飛び降り、斬りかかった。

　今度はアーシュが飛び退る。

　アーシュは馬車を背にして、カルンとダカンをハの字に構えた。左右にスライとモルス。そのまま、動きが止まる。

「やりますね」

　先に口を開いたのはスライだった。

「しかし、バタルのあなたが、なぜ旧王国の姫を守るのです？」

「あいにく、バタルは廃業したんだよ」

「逃亡ですか？　それとも裏切りですか？」

「おまえらに教える必要はないだろ」

「いいでしょう。しかし、姪孫姫は我らのものですよ」

「おまえらにやる訳にはいかない」

　アーシュはふたりを牽制するように二振りの剣を交互に突き出す。

「なぜそこまで？　まさか……」

　スライがちらっとジェファンに意味ありげな視線を向ける。

「おかしなことを考えるな！　こいつにはまだ金を返してないんだ!!」

　アーシュはジェファンとふたりの間になるようにじりじりと移動した。当然、ふたりもそれをわかっている。三人が三角形を作る形でゆっくりと動いていく。

「そんなことで、ここまでやるわけが……」

　理解できないと首を振るスライ。

「金は返す、約束は守るってのが俺の受けた躾しつけでね。文句つけるなっ！」

　叫びと共にアーシュはカルンでモルスに斬りかかった。予想していたスライではなかったことで、モルスは焦った。大きく飛び退って距離を取った。スライも予想外だったのか、動きが一瞬止まる。アーシュが狙っていたのは、それだった。モルスが跳ぶのを見るや、すぐさまスライにカルンで斬りかかった。

　スライもすぐさま反応し、長剣同士がぶつかり合い、火花を散らした。




「凄すごいですよ！　ジェファン様を取り合って三人の男が戦ってますよ!!」

　興奮したイサーラがジェファンの肩を揺さぶった。

「どこをどう見ればそうなるのだ？」

　ジェファンが突っ込むと、イサーラは不思議そうにきょとんと目を見開いた。

「え？」

「『え？』ではない！」

　ジェファンはどこかいらだったように続ける。

「だいたい、おまえはアーシュが目当てだったのではないのか？」

「はい！　そうなんです!!　でも、アーシュさんがジェファン様の愛人ということなら、あたしは二号さんでも三号さんでもかまいません！」

「なんだと？」

「もちろん、おふたりはそういうご関係ですよね!?」

「ア……アーシュはわたしの下げ僕ぼくだ！」

「げ、下僕!?　わかりました！　つまり、奴ど隷れいですねっ!!　やっぱり高こう貴きな方だけにそういうご趣味が……」

　はあぁ～と感心したようにため息をつくイサーラに、ジェファンは反論する気力がなくなったようにため息をついた。

「――もういい。しばらく口を閉ざしていろ」

「わかりました！」

　イサーラはまるでフタをするように唇に力を込めた。

「バカやってないで、そいつを守ってろよ！」

　アーシュがスライの剣をかわしながらイサーラに叫ぶ。

「無用だ」

　ジェファンはアーシュの言葉を一蹴すると、ポシェットの火筒に手を伸ばした。

　それを見たアーシュは慌あわてて叫んだ。

「ま、待て！」

「なんだ？」

「動く的に当てられるのか!?　あの時とは違うんだぞ!?」

　初めてアーシュがジェファンと会った時、襲いかかったネイトを撃ち殺した。あの時、ジェファンが発した『真まっ直すぐ飛んだぞ』という驚きのセリフがまだ耳に残っていた。三人が複雑に動く戦いで、間違って撃たれたら冗談では済まない。

「確かに……難しそうだな」

　ジェファンは残念そうに言うと、

「仕方ない。後は任せるぞ」

　イサーラと共にイスの陰に身を潜めた。

　とにかく、これで襲われる危険は少なくなったなと、アーシュは安堵した。

　ふたりを相手に長引かせるのは得とく策さくではない。いい加減に見えるが、ふたりとも、剣の腕は確かだ。アーシュは二ヶ月間、実戦から距離を置いていた分、勝しよう負ぶ勘かんが狂っているかもしれない。

　急ぐか。

　アーシュは静かに息を吐き出し、軽く腰を落とした。

　右にスライ、左にモルス。それぞれの得物を構え、ジリジリとすり足で距離を詰めてくる。

　先に動いたのはモルス。フェイントをかけるように短剣を突き出してきた。

　時間差でスライ。長剣を振りかざす。

　アーシュはモルスに向かって踏み出しざま、カルンを水平に一閃した。

　モルスは短剣で受け、さらにもう一方の短剣で反撃を狙う。

　が、カルンの動きはモルスの予想を凌りよう駕がしていた。

　鋼鉄の片刃がまるで布のようにしなり、防ぐはずの短剣を飛び越えるように動いたのだ。障害のなくなったカルンはモルスの胸を走り抜ける。

　しかし、モルスの反応も尋じん常じようではなかった。瞬時に後ろに身を投げ出し、転がるように後退っていった。

　革かわ鎧よろいが真一文字に切り裂かれた。その下には大きく傷が走る。しかし、傷は浅い。

「しゃっ！」

　鋭い呼気と共にスライが長剣をアーシュの右肩に振り下ろした。骨ごと断ち切ろうという渾こん身しんの一撃。

　ガツンとダカンの太い牙が受け止めた。そして、アーシュは体ごと右に倒れながら、腕をひねった。

　スライは自らの得物を引き戻そうとしたが、ダカンの牙が食らいついていた。

　そして、スライの長剣は軽い音を立てて折れた。

「……ここまでか。さすが《金色の双刃ザハ・インサイブ》だな。退くぞ、モルス！」

　スライが叫び、懐ふところからなにかを投げつけた。

「待て！」

　アーシュが追おうとすると、ジェファンが叫んだ。

「よせ！　伏せろ！」

　アーシュがとっさの反応でその場に伏せた直後、爆発音と共に白い煙がブワッと広がった。
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「あの者たちも多少火薬の扱いを知っているようだな」

　ジェファンが手にするのは白い煙を吹き出した残ざん骸がいだ。元がどんな形だったのか想像するしかないが、布や木で作った球形の容器のようだ。

「ちょっとはこっちの心配もしてくれ」

　アーシュは斬り合いによる傷こそ皆かい無むなのだが、爆発の時にまき散らされた、この容器の破片を背中に食らい、痣あざを作っていた。

「煙えん幕まくだけで助かったのだからいいではないか。もし、わたしの作った自爆球なら今頃よくて半身がズタズタだ」

「怖いことを平然と言うな」

　アーシュは顔をしかめる。

「爆発の時に飛び出すように金きん属ぞく片へんや陶とう器き片へんを入れておくのだ。すると、それが相手の体に突き刺さる」

「もういい。想像したくもない」

　首を振るアーシュにジェファンは不思議そうな顔をした。

「どうした？　死体など見飽きるほど見たのであろうが？」

「ああ。しかし、俺は部下にも一瞬で殺せと命令していた。苦しんで死ぬのは見たくない。今の話だと死ぬまでかなり時間がかかりそうだ」

「確かにそうだな……。一瞬でか。まだ改良の余地があるか」

　ジェファンは怖いことを真顔でつぶやき、アーシュをじーっと見つめた。

「それにしても、おまえはおかしな殺し屋だな。わかってはいたが」

　ジェファンの口調はどこか面白がっているようだ。

「別に殺し屋として活動してたわけじゃないからな」

「バタルって殺し屋部隊じゃないの？」

　イサーラが驚いて聞き返した。

「違うと言いたいところだけどな……」

　アーシュは苦々しい顔で続けた。

「バタルは元々帝国領内に侵入してくる異民族や王国残党の鎮ちん圧あつ部隊だった。それがいつの間にか変わった。いや、ヴァルデムが指揮官になってからだろうな。帝国に批判的な村や町を襲う作戦が増えてきた。何度か作戦内容に注文をつけたり、問いただしたりしたけどな」

「それで目め障ざわりだと思われたのだな」

　ジェファンはうなずく。

「まあ、他にも訓練でヴァルデムに怪け我がさせたりしたんだが」

「傷をつけた？　それはよくやったぞ！　やはり、おまえはわたしの下僕になるべくしてなったのだな」

　上機嫌のジェファンは思い出したように尋たずねる。

「ところで、金を返すのと約束を守るのが主義というのはなんだ？」

　カサムとの戦いでのアーシュの言葉だ。

「ああ、それか……。約束を守らないと逆さ吊りの刑にされたんでね」

「厳しいお父さんだったんですねぇ」とイサーラ。

「いや、母親だ。半日天井から逆さに吊されたこともあったな」

「よく死ななかったな」

「体を持ち上げて縄をほどいて脱出するのを覚えたからな。そしたら、次は縄じゃなくて鎖になってまた脱出して……」

「それで身軽になったんですかぁ」

「人間なにが幸いするかわからんということだな」

　ジェファンは感心した声を上げる。

　アーシュは腰に吊るした二振りの剣を示してジェファンに訊いた。

「で、殺し屋は剣は持ったままでいいのか？」

「しまっておけと言いたいところだが、バタルに加えて神王国の間諜カサムも動き出したとなると、いつ襲われるかわからんな。持っておけ」

「助かった。これがないと腰が軽くて不安でしょうがない」

「もはや中毒だな」

　ジェファンはフッと笑ったが、釘を刺すのは忘れなかった。

「許可なく使うなよ」

　そう言うと、アーシュを手招いて、歩き出す。

「手を貸せ」

　向かったのは戦馬の先頭だ。

「なにをするんだ？」とアーシュが問う。

「誰かが武神にぶつけた戦馬がどれほど悲ひ惨さんに破壊されているか確認するのだ」

　ジェファンの言葉にアーシュは顔をしかめた。

「戦馬の破は損そんの修理代をさっ引いておくぞ。それと、修理にかかるわたしの労賃もだ」

「お、おい!?」

「これまでの稼ぎではとても足らんのではないか？　また自由の身になるのが遅くなるな」

　ジェファンは楽しそうにアーシュを見上げ、指でちょっと来いと仕草をした。

「ほら、しゃがめ」

「は？」

「肩車せねば届かんだろうが」

　仕方なくアーシュがしゃがみ込むと、ジェファンは肩にまたがった。アーシュはジェファンの足をつかんで支える。

「言っておくが、おかしなことをしたら殺すぞ」

「おまえの色気のない太ふと股ももになんぞ興味はない！」

　ジェファンは無言でアーシュの頭を小突いた。

「いてっ……。なんだよ!?　なにもしてないだろうが」

「それとこれとは別だ」

　ジェファンは憤ふん然ぜんと言う。

「なんなんだよ……」

　文句をこぼしながらアーシュは立ち上がった。そして、ジェファンを載のせて、激突した戦馬の鼻面に近寄る。

「むう……」

　ジェファンの唸りにアーシュは不安になった。

「ひどいのか？」

　恐る恐る尋ねる。

「残念だが、思ったよりも遙かに頑がん丈じようなようだな、戦馬は」

　確かに武神と激突した先頭の二頭の鼻面こそへしゃげているが、首も胴体も目立った破損はない。

「外から見たよりも頑がん丈じような構造なのかもしれんな。一度、分解して構造を見てみなければならん。衝しよう撃げきを緩かん和わする仕組みでもあるのか？」

　腕を組んで唸るジェファンに、アーシュは安堵のため息をついた。

「なんだよ……。心配してソンしたな」

「なにを言うか！　内部機構が破損していなくとも、外観の修復にどれだけ時間がかかると思っているのだ!!　それを無茶なことをしおって！」

　怒りの声を上げ、ジェファンは太股でアーシュの頭をグイグイと締め付ける。

「たいして壊れてないんだったら修理代を安くしてくれても――」

「まだ言うか！」

　しまいに脳天を拳げん骨こつでポクポクと叩かれ、アーシュは降参するしかない。

「わかったわかった！　悪かった!!」

「最初から素直にしていればいいのだ」

　ジェファンは勝ち誇ほこったようにフンと鼻を鳴らした。

　さらにしばらく調べた後、満足したのか下ろせと言い、ジェファンは武神に向かっていった。

「今度はどうするんだ？」

「アーシュ、これに乗れ。起動キーは持っているな？」

　ジェファンに言われ、アーシュは抜き取った起動キーを取り出して見せた。

「俺が、これに？」

「イサーラではサイズがあっていないだろう。おまえの方が相応ふさわしい。それにいずれ目当てのジェラールが見つかれば、おまえが動かすことになる。今のうちに慣れておけ」

「それもそうだな」

　アーシュも武神に興味がないわけではない。

「しかし、どうやりゃいい？」

「さっき見ていたろう。その逆をやればいい」

「なるほど」

　イサーラが武神を出る時にやったことを思い出しながら、アーシュは武神の操縦席に登った。

　入り口は降りる時に開けたままになっている。滑り込むように入り、中央の柱の前に立つ。起動キーを柱の中心にある鍵穴に差し、押し込む。背はい後ごの動力核から重い唸りが聞こえ、起動したのがわかった。

　柱の根本にある足の位置に立つと、一瞬沈み込み、その後、一〇バズほど持ち上げられた。そして、足首が輪で固定され、柱の左右に伸び出したアームがアーシュの前に移動する。自然に腕を下げた状態のアーシュにアームが合わさり、輪で固定。胴体にも拘こう束そく衣いのように輪が回り込み、次の瞬間、輪が締まった。

　思わず声を上げそうになるが、それほど痛いというわけではない。

　首は固定されていないため、自由に動ける。前を見て、視界の狭さに愕がく然ぜんとした。

　視野の範囲に長さ三〇バズほどの縦スリットが並び、その隙間から見えるのが外の世界のすべて。それだけだ。

「こりゃ、慣れだけじゃなんともならないな」

　アーシュはつぶやき、右手で頭をかこうとして、腕が引き降ろされるような感覚に戸惑った。

　途端、全身を震わす震動がわき起こり、外でなにかが動く音。

　武神の腕だとアーシュは気づいた。

　想像していたよりも重い。腕に重おも石しをつけたようだ。

「こりゃきついな」

　アーシュは呻きながら、今度は両腕を持ち上げてみた。武神の唸りが大きくなり、震動が伝わってくる。腕を前に伸ばし、胸の前で拳をあわせてみる。視界の中に腕が現れ、ガツンとぶつかる。試しに指を動かしてみると、武神の指はカニのハサミのようになっていた。指は親指とそれ以外の四本が一緒に動き、一本一本動くわけではないようだ。しかも、かなりの力を入れないと動かない。

　地面に落ちている長剣を探そうと少し屈んでみると、狭い視界の下の方にかろうじて見えた。アーシュは右手を伸ばして柄をつかもうとする。握る感覚がなかなかわからず、力が足らずに持ち上げられない。五バルズもある金属の塊なのだから、相当な重量だ。しっかりつかまなければ取り落とす。何度も試した挙げ句、ようやく柄を上手く握ることが出来、振ってみた。

　ゴウッと風を斬る音。まるで突風だ。生身の兵士なら、この風だけで薙ぎ倒されるのではないか。

「歩くぞ。気をつけろよ」

　声を上げると、アーシュはゆっくりと右足を持ち上げた。足も重い。気合いを入れて上げると、体が傾く。バランスが崩れたのを感じて、慌てて右足を戻し、かろうじて倒れるのは回避する。

「歩くだけで一苦労だな」

　冷や汗をかきながら、アーシュはもう一度ゆっくり足を動かした。ふらついたが、徐々に感覚をつかんでいった。小走りになってもぶれることなく真っ直ぐ進める。

　人間ほどもある岩に目を留めたアーシュは両手でつかんで力を入れた。動きそうもない塊がやすやすと動き、両手に抱えられる。振りかぶって投げると、二〇バルズ以上飛んで地面に激突して穴を穿つ。

　自分が巨人になった気分だ。確かに、これは戦力になる。

　しかし、同時にアーシュには否定的な見方がわき上がってきた。

「どうだ？」

　元の位置まで戻って、降りてきたアーシュにジェファンが問う。その表情にどこか挑戦的なものを感じ取り、アーシュはピンときた。これはなにかの試験だ。なんのための試験かはわからないが。

「千人力でしょ!?　これがあったら帝国なんて楽に倒せるよ！」

　イサーラが興奮した声を上げるが、アーシュはそういう気分にはなれなかった。

「本当にそう思うか？」

「え？」

　目を丸くするイサーラをしり目に、アーシュはジェファンに答えた。

「色々わかったぞ」

「言うてみろ」

　ジェファンは挑戦的に促す。

「これは単独で戦う武器じゃない。というか、単独じゃ使えない」

「どうしてそう思う？」

「単独で敵の歩兵に突っ込んでいったら、いずれ俺がやったみたいによじ登られて終わりだ。そうならないためには、複数の武神、その周囲に歩兵を配置。後方によじ登られた時のために弓兵。最低それだけは必要だ」

「つまり？」

「王国が国境の街に一体ずつ武神を置いたのは、軍事的にはまったく意味がなかったんじゃないか」

　アーシュの言葉に、ジェファンは満足そうに口角を上げて微笑ほほえんだ。

「やはりバカではなかったな」

　まるで出来のよい答えを出した生徒を褒める教師のようにうなずくと、ジェファンは続ける。

「武神は圧倒的な存在感で敵を威圧し、戦意を削ぐのが第一の目的だった」

「だから、あんなに装飾が細かいんだな」

　細かい装飾があると、光の当たり方で陰影がつき、存在感が増す。指揮官が甲冑に模様を彫るのも威い厳げんを高めるためだ。

「王国は帝国が攻めてくるとは思っていなかったのだ。実際、侵攻の一年ほど前まではそうだったようだ。それを変えたのが……」

「王弟フェンウンか」

「そうだ。内乱を起こしたヤツは帝国に武神の秘密を教え、侵攻しろと持ちかけた。見返りに自分の領地の安堵を求めたのだ」

「自分の国を攻めさせるとはな」

　アーシュは呆あきれるしかない。

「会ったことのない大叔父の考えることなどわからんし、わかりたくもないが……」

　ジェファンはそれ以上は口にせず、目を伏せ、馬車に戻っていった。

　最後の言葉になにを続けたかったのか、祖父や父母になにが起こったのか知っていれば容易に想像がつく。生なま意い気きで大人顔負けの知識を持っていても、まだ子どもなのだ。

　残されたアーシュはイサーラに振り返った。

「で、おまえはどうするんだ？」

「え？　え？」

　そう言って、イサーラは目を瞬かせる。

「『え？』じゃないだろ。どうするつもりだ？」

「連れていってもらえるんだよね？」

　当然のように言うイサーラにアーシュは頭痛がしてきたと頭を押さえた。

「おまえなぁ、俺を殺そうとしておいてすんなりと一緒に連れていくなんて、そんなお人ひと好よしが――」

「いいではないか」

　不意にジェファンの声が割って入った。馬車の御者台に続く窓から顔を出していた。

「おまえ、もう大丈夫なのか？」

「なんのことだ？」

　ジェファンはきょとんとした顔で応じたかと思うと、フフンと笑った。

「わたしが父母のことを思い出して泣いているとでも思ったか。そうではない。ちょっと調べ物があっただけだ。

　イサーラがついてくるのは問題ないぞ。殺そうとしたのはおまえだけで、わたしではないのだからな。もし、まだ殺す気があっても、おまえが気をつけていればいいだけの話だ」

「……おまえなぁ」

　アーシュはさっき以上にひどい頭痛に見舞われたように両手で頭を抱えて呻いた。

「なにをしている？　行くぞ。イサーラの武神を運んでいた馬車を回収してから工房へ向かうぞ」

　そう言うジェファンの目が少し赤いのを、アーシュは見逃さなかった。

「その目、どう――」

　ジェファンはアーシュをキッとにらみ、いつも以上にきつい声で命令した。

「おまえは練習をかねて武神で追いかけてこい！　イサーラ、行くぞ!!」

「お、おいっ!?」

　アーシュは慌てて抗議の声を上げた。




　その日は夕暮れまで街道を進み、その後、野の宿じゆくになった。

　馬車の後方にはイサーラの武神を乗せた荷車がつなげられている。イサーラたちが使っていたものだ。戦馬の牽けん引いん力りよくに充分な余裕があったため、それまで引いていた馬は途中ですれ違った商人に売り払った。鋼鉄の戦馬と武神に目を剝むいていたが、言い値で売ったせいでなにも詮せん索さくしてこなかった。面倒には関わりたくないのだ。

　完全に陽が落ち、馬車の脇わきに焚たき火が燃える。

「……もう……ダメだ――」

　地面に大の字になったアーシュは足を押さえ、苦く鳴めいを上げていた。

「いきなりこんな長距離は無理だって。あたしも最初は足が吊って泣きそうだったもん」

　イサーラが水に濡らしたタオルをアーシュの太股に載せる。

「だらしないな」

　ジェファンは御者台に座ってふたりを見下ろしている。

「そう思うなら自分で動かしてみろ！」

「残念だ。わたしでは身長が合わないからな」

　ジェファンは笑って御者台から飛び降りた。

「イサーラはどうやってこの武神を手に入れたのだ？　父親はシンズォの民ではなかったろう？」

「母さんのお兄さん、あたしの伯父さんが武神に乗ってたって。だから、母さんの形かた見みみたいに思ってた。いつか、これに乗って帝国と戦ってやるって子どもの頃は言ってたな」

「それが盗とう賊ぞく稼か業ぎようか？」

「知ってたの!?」

「そうなのか!?」

　イサーラとジェファンが同時に声を上げる。

「だいたいわかるさ。本当に母親の兄の物かどうかも怪しいな。盗品じゃないのか？」

「ひどーいっ！　武神を盗むほどの腕はないよ」

「まあ、よい。結局、来るべきところに来たのだからな」

　些さ細さいなことだとジェファンは笑ってアーシュの方にやってきた。

　その瞬間、倒れていたアーシュはいきなり跳ね起きてジェファンに覆い被さった。

「なっ、なにを!?」

　抗議するジェファンには構わず、アーシュは叫ぶ。

「伏せろ！」

　イサーラはその声に応じて桶おけの水を焚き火にぶっかけ、身を伏せる。

　ジュッと高い音を残し、一瞬にして周囲は暗闇に覆おおわれた。急に月明かりだけになり、なにも見えない。

　風切り音がしてトンッと馬車の壁になにかが当たる音がした。

　それきり物音は聞こえない。

「行ったか？」

　アーシュは動かずに気配を探る。

「い、いつまでのしかかっている!?」

　ジェファンがアーシュの下から苦しそうな声を上げた。

「ああ、悪い。大丈夫か？」

「おまえに襲われたのを除けばな」

　ジェファンがつっけんどんに答えると、イサーラがはしゃいだ声を上げる。

「こんな時なのに激しいですね！」

「おまえ、わかって言ってるだろ？」

　アーシュは焚き火に近づき、火の消え残りを拾い上げた。息を吹きかけ、火を大きくしていく。ほどなく、小さな炎が上がった。

「あ！　矢ですよ。なにかついてます」

　明るくなって周囲を見回したイサーラが馬車に突き立った矢を指さした。

「矢文だな」

　矢を引き抜いたアーシュは結びつけられた紙をほどき、広げた。




　――ザインにて待つ。




　短く、そう書かれてあった。

　ザインとはここから北東に行ったところにある、旧国境地域では一二を争う大きな街だ。

「思い当たることでもあるのか？」

　のぞき込んだジェファンが尋ねると、アーシュは手紙の最後に書かれたとぐろを巻いたヘビのような独特の模様を指さした。

「この印はタリアがいつも書くものだ」

「タリアというと、おまえを男にしたという背の高いバタルの女だな」

「そう……じゃない！　おかしな覚え方をするな!!」

　危うくうなずきそうになって、アーシュは慌てて否定した。そこにイサーラが突っ込んでくる。

「違うんですか？」

「おまえまで言うか!?」

「だって、ただならぬ雰囲気でしたよ」

「そうだな。あれは大事にしていたペットが逃げた飼い主のような……」

　ジェファンがにんまりと笑う。

「俺はペットか!?」

「違うのか？」

「今だってそんなようなものですよね！」

「……もういい」

　イサーラにだめ押しされて、アーシュは反論する気力もないと肩を落とした。

「それで、行くのか？」

　ジェファンは真剣な声になって訊く。

「ああ」

「そうだろうな。向こうから呼んでくれるのだ。行かねば礼を失する」

「いや、呼ばれたのは俺だぞ」

「使用人が呼ばれたのだから、主人が責任を取らねばならんだろう」

　腕を組んでしかつめらしく言うジェファン。

「おまえに責任を取れなんて言ってないぞ」

　アーシュの言い分にもジェファンは無言でじっと見返す。

「……もういい。好きにしろ」

「うむ。好きにするぞ」

　ジェファンはどこか楽しげにうなずいた。
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「こっちはザインじゃないですけど、どこ行くんですか、姫様？」

　アーシュを挟はさんで右側のイサーラが左側のジェファンに尋たずねた。今は街道を旧国境に沿って真北に向かっている。ザインは北東――旧王国側だ。

「姫様はやめんか」

　ジェファンは不ふ機き嫌げんな顔でイサーラをにらむ。

「だって、シンズォの姫様ですから姫様ですよ」

「国がないのに姫だの王だの名乗れるわけはあるまい」

「じゃあ、姫様予定者とかですかね？」

「なんだ、その予定ってのは……」

　手た綱づなをつかんでいたアーシュは思わず突っ込む。

「予定ですよね。だから、あたしたちは姫様予定者用ペット予定者と姫様予定者用奴ど隷れい予定者ってことで」

「こんな図ずう体たいだけでかいペットはいらんぞ」

「その前に俺は奴隷じゃねぇ！」

　アーシュの突っ込みにジェファンは静かにうなずいた。

「いや、奴隷だけは当たっているな」

「おまえまで調子あわせるな」

　アーシュはジェファンを横目でにらむが、当然のように無視である。

「で、どこに行くんですか、姫様？」

「人の話を聞かんヤツだな……」

　呆あきれた顔でつぶやくと、ジェファンは答えた。

「ザインには行く」

「急がなくていいんですか？」

「期日が書いてあったわけでもないから後回しだ。問題なかろう？」

　ジェファンがアーシュに確認すると、

「そうだな……まあ問題――」

　アーシュの答えを遮さえぎるようにイサーラが突っ込んだ。

「わかりました！　あの胸に一刻も早く埋まりたいんですね!!」

「そんなわけあるか！　あれは凶器だぞ。危うく窒ちつ息そくさせられるところだったんだぞ」

　アーシュが言うと、イサーラは非ひ難なんするような目で見る。

「贅ぜい沢たくですねぇ、あんなイイ感じの胸に文句言うなんて。すぐいっちゃいそうなのに」

「なんだ、その『いっちゃう』というのは？」

　ジェファンが不思議そうな顔でイサーラを見る。

「男の人がですね、女の人に熱い――」

「待った！　それ以上言うな!!」

　アーシュは慌てて声を上げて遮った。きょとんとした顔でアーシュを見たイサーラは不思議そうに訊きく。

「どうしてですか？　男の人が好きな女の人に告白するんすよね？　あんなふかふかの胸だったら、熱い想いの丈をぶちまけたくなりません？」

「……ならない」

「えー？」

「おまえがお子様で安心したよ」

「なんでですかー？」

　イサーラは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「それより、どこに行くのか訊いてたんだろ？」

「そうでした！　どこ行くんですか、姫様？」

「……なんだろうな、この徒と労ろう感かんは」

　ジェファンは額を押さえて呻うめく。

「疲れてるんですか、姫様。中で休みましょう！　あたしがマッサージしますよ」

「……いい」

　力なく首を振ると、ジェファンは問いに答えた。

「目的地はコルベだ。帝国が侵攻してきた時、この地域では最大の武ぶ神しん工房があった」

「コルベに工房……ですか？　そんなのあったかなぁ……」

　首をひねるイサーラにアーシュが尋ねる。

「行ったことあるのか？」

「えーっと、二年前ですね。そんなの聞いたことないんですけど」

「地図によると街からは結構離れている。山側だな」

　イサーラがアーシュの背中にのしかかるようにして地図をのぞき込んできた。アーシュの背中にイサーラの大きな胸が押しつけられる。

「うわっ、凄い詳しい地図ですね。見せてください」

　地図には地形や街道だけではなく、小さな道や水場なども書き込まれており、細かな説明がついている。

「バカ者！　これはシンズォの情報網が長年かけて作ったものだ。そうそう簡単に見せられるか」

　ジェファンは地図を丸めて仕舞ってしまった。イサーラが不満そうな声を上げるのを無視して訊く。

「それでどうなのだ？」

「えーっと、そっちは行ってないですね。街中だけでした」

　イサーラの言葉にジェファンはホッと息を吐いた。

「行く前から失望させられるのは避さけられたな」

　アーシュがからかい笑いを上げる。

　が、ジェファンは気にした様子もなく淡々と応じる。

「もし、工房が潰つぶれていても、収しゆう穫かくは必ずある。ないことが次につながることもあるのだ」

「姫様は前向きなんですね！」

　イサーラが感心した声を上げると、ジェファンは硬い声でつぶやいた。

「後ろ向きは嫌いだ。後ろを見てもなにもない」

　確かにもっともな言葉だ。しかし、その言葉にアーシュは違和感を感じた。自分たちがやろうとしている復讐など後ろ向きの最たるものではないのか。

「どうした？」

　ジェファンに不ふ審しんそうに訊かれて、アーシュは自分がジェファンの顔を見ているのに気づいた。

「姫様に見とれてるんですね！　やっぱり、気になるんですね……」

「アホか！」

　羨うらやましそうな顔をするイサーラの頭を、アーシュは軽く平手で叩く。

「痛いですよぅ」

　イサーラは頭を押さえて、ぷうと頰を膨らませた。

「前を見ていろ」

　ジェファンはアーシュを促うながすと、猫のように向きを変えて馬車の窓から入っていった。




　コルベの街は二日の距離にあった。

　滅めつ亡ぼうしたシンズォ王国のかつての国境から少し内陸に入ったところにある小さな山。その麓にある。

　とりあえず街には寄らず、直接工房のある山の方へと馬車を進める。

「この辺りは質のよい鉄鉱石が採とれたらしい。山の近くに鍛か冶じ屋やの集落があるから、工房もその近くに作ったようだな。街はそれを目当てに集まってきた人々で自然に大きくなっていったということだ」

　街を横目にジェファンが言う。

「この街にも武神はあるんだろ？　どこにあるんだ？」

「あの山の上から帝国を見下ろしていたようだ」

「山の上まで運んだのか……」

　アーシュは武神を動かす苦労を考えて呻いた。あれで山道を登るなど考えたくもないという顔だ。

「今もあるのか？」

「ここからでは見えんな。山の向こう側からなら見えるのだろう。あるいは、もうないのか」

　ジェファンはそう言うと、指さした。

「あれが工房だな」

　大きな煉れん瓦が造りの建物があった。普通の家なら五階建てくらいの高さがあり、幅も奥行きも四軒分くらいはありそうだ。あまりに大きいので、距離感が狂うほどである。

「ありましたね、姫様！」

　イサーラが弾はずんだ声を上げる。

「ふん、案ずるより産むが易やすしだろうが」

　そう言ったジェファンだが、その表情は近づくにつれて沈んでいった。

　工房前に着いた頃には完全に無表情になったジェファンがつぶやく。

「……覚悟はしていたが」

「ボロボロですねー」

　イサーラは容よう赦しやない。

　煉瓦は崩れ落ち、天井は半分崩落している。中にある装置も壁に空いた穴から見える。とても武神を造れる状態ではない。

「中を見るぞ」

　ジェファンはそう言うと、御ぎよ者しや台だいから飛び降りた。

「気をつけろよ」

「わかっておる」

　アーシュの忠告をうるさそうに聞き流したジェファンだが、歩き出した途端、足元の瓦が礫れきが崩れてよろめいた。その体がフワッと浮き、しっかりした足場に着地する。

　アーシュの腕がジェファンを抱えていた。

「言ってるそばから世話焼かせんな」

「わたしの世話を焼くのが仕事だろうが」

　ジェファンはムッとした顔で言い返すと、アーシュの手をぺしっと叩き、飛び降りた。危なっかしい足取りで、それでも転ばずに駆けていく。

　アーシュは肩をすくめてその後を追った。剣は両腰に下げている。

「ここで武神を作っていたのは確かなようだな」

　ジェファンは大きな木の骨組みを見上げた。五階建ての柱と横木、それに鎖くさりや滑かつ車しやが残っている。階段も途中までは残っていた。

「このでかい足場を使って組み立ててたのか」

　アーシュは感嘆の声を上げた。

「奥の工房で数千の部品を仕上げ、こっちに運んで組み立てたのだ」

「想像してたより相当凄いな」

「武神も戦せん馬ばも家を作るより遙はるかに面倒で繊細で芸術的な細工なのだ。それを突っ込ませてぶつけるなどと粗そ末まつな使い方をしおって。家を買うほどの甲か斐い性しようもないくせに、他人の家を壊すようなものだぞ」

「いや、あれは仕方ないだろ。それにたいして壊れて――」

　その時、奥の方から瓦礫を踏みしだく音がした。

　アーシュはとっさにジェファンを後ろに回し、誰すい何かの声を上げる。

「誰だ!?」

「誰だとはこっちのセリフだ！　ここはオレの鍛冶場だぞ」

　嗄かれた声と共に現れたのは、長く伸びた黒い髪に薄汚れた服を着た男だった。顔もはっきりと見えないくらい前髪が掛かり、おまけに泥なのか油なのか黒いものがべったりとついている。

「あんたの？」

　アーシュは反射的に聞き返し、突っ込んだ。

「って、鍛冶場？　この状態でなにか作ってるのか？」

「ボロボロだろうが、グダグダだろうが、鍛冶場には変わりないだろうが！」

　男がいら立たしそうに叫ぶのに、ジェファンは平然と割り込んだ。

「なにを作っておるのだ？」

「なにって、おまえ、アレだよ、アレ」

「アレとはなんだ？」

「アレはアレに決まってるだろうが！　おまえらこそなんなんだ!?」

「通りがかりのただの旅人だ」とアーシュ。

「噓うそつきやがれ！　あんな蒸気仕掛けの馬に馬車引かせるただの旅人がいるかってんだ」

「ほう。あれが蒸気仕掛けだとわかるのか？」

　ジェファンが感心した声を上げると、男は鼻を鳴らしてバカにするなと吐き捨てた。

「見りゃわかるだろが、あんな蒸気を吐いて動く馬がいるか」

「ただの鍛冶場の主人ならわかるわけがない。武神の技師であろう」

　ジェファンの追及に男はうろたえた。顔色がわかれば青くなっていたかもしれない。

「くそっ、帝国の殺し屋め！」

　一声叫んで、男は身を翻ひるがえして逃げ出した。

「お、おい、待て！」

　アーシュが追おうとしたが、男は意外に身軽に姿を消してしまった。

「面倒な勘かん違ちがいをされたな」

「話を聞かねばならんな。なにか知っていそうだ。捕まえろ」

　ジェファンが投げやりに命令した時、低い唸りが聞こえた。

「なんか、イヤな音だな……」

　アーシュが顔をしかめる。もう何度も聞いた戦馬と武神の起動音だ。

「まさか、ジェラールが？」

　そんな奇跡的な、しかも、考えたくない状況が脳のう裏りに浮かぶ。

「とにかく、捕らえろ」

　ジェファンの無茶な命令にアーシュは嫌そうな顔で工房の奥へと向かった。

　が、すぐに後ろ向きに戻ってくる。

「どうしたのだ？」

　アーシュの妙な行動をいぶかったジェファンの問いにかぶさって、重い咆ほう哮こうが巻き起こった。ついで重い作動音。瓦礫を踏みしだく音。

　そして、音の主が姿を現した。

「……なんだ、これは？」

　ジェファンが滅多に見せない呆けた顔で見上げた。

「なんだと言われてもなぁ……」

　アーシュは引きつった表情で笑う。

「かわいいですよ！」

　イサーラだけが黄色い声を上げた。

　そこにいたのは、およそ武神とは言いがたい代物だった。足は短く、腕は長く、背は低い。およそ四バルズ。武神の半分程度だ。しかも、表面は鉄板を貼りつけただけで不格好極まりない。おまけに顔に当たる部分がなく、操縦者の頭が突き出している。手に持ったのは剣ではなく、鉄てつ柱ちゆう。

「まさかこれがジェラールじゃないだろうな？」

「ありえぬ！」

　ジェファンは強い口調で憤ふん然ぜんと言い切った。

「機能は形状にも現れるのだ。こんな形状では戦えぬ」

「だよなぁ……」












　操縦者は無防備だし、バランス悪そうだし、弱点が幾いくつも浮かんできて、アーシュはうなずいた。

「まあ、土木作業には向いてそうだな。いっそ、これを使って武神を作ればいいんじゃないのか」

「それはそうだな。効率は上がりそうだ」

「なぁにをごちゃごちゃと！　バタルめ、今度こそ生かして帰さん!!」

　男は叫びを上げて武神もどきを前進させた。

「いや、俺はバタルじゃなくて――」

「では、神王国のカサムか！　もっと許さん!!」

　男は激げき高こうして手に持った鉄柱を振り上げた。相手は小さいとは言え、武神と同じ機械仕掛けだ。

「バタルでもなんでもいいから、人の話を聞け！」

「聞く耳持たんっ！」

「こらしめてやれ、アーシュ」

「やっぱり、やるしかないのか……」

　思いっきり嫌そうにアーシュがつぶやく。

「殺やるだとぉっ!?　貴様らごときに、この豪ごう神しん弐に号ごうが殺れるかっ！」

　男は叫び、武神もどきが掲かかげた鉄柱を振り下ろした。

　頭上から丸太ほどの鉄柱がごうっと風を巻き起こして襲おそいかかるのを見て、アーシュは横っ飛びに逃げた。さっきまでアーシュがいた地面に鉄柱がめり込み、瓦礫が飛び散る。

「逃げるな！　正面から戦わんか!!」

「いくらなんでも無む茶ちやだろ！」

　ジェファンの叱しつ責せきに言い返すと、アーシュは起き上がって武神の背後に回り込んだ。

　が、武神もどきはバネのように飛び上がって九〇度向きを変えた。

　着地の衝撃で土つち埃ぼこりが舞い上がり、視界が遮られる。

「ええい、卑怯なっ！　どこに隠れたっ！」

　自分のせいで視界が利かなくなったというのに、男は腹立ちまぎれに鉄柱を振り回した。

　意外に動きが機き敏びんだと、アーシュは作戦を変えた。土埃にまぎれて武神もどきの背後から組み立て用の足場に取りつくと、ハシゴを上り始めた。

　幸い土埃でアーシュを見失った男はまだ下にいると思って捜さがしている。上には視線を向けていない。

「そこを動くなよ」

　つぶやくと、アーシュは武神もどきのむき出しになった操縦室に向かって飛び降りた。

　広さはイサーラの武神と変わらない。天井がない分、広く見えるほどだ。バタルの訓練に比べれば難なくこなせるレベルだ。

　上手く行くかと思った瞬間、武神もどきは前進し始めた。

「まずい……」

　アーシュは去っていく武神に向かって右手をいっぱいに伸ばした。

　指が後方の動力部に引っかかり、なんとかぶら下がることに成功した。体を振り上げて這い上がり、一気に操縦室に飛び込む。

「な、なんだ!?」

　音と揺ゆれで気づいたか、男が声を上げた。しかし、体を固定されているため、振り向けない。

「今すぐ止めて、ここから降り――」

　そう言って男に近づいたところで、アーシュは鼻を押さえて呻いた。

「おまえ、臭すぎるぞっ！」

　男の周囲には酸すっぱいような腐くさったような異様な臭いが立ちこめていた。

「いつから体を洗ってないんだ!?」

「風呂なんか入らねぇ！」

「入れよ！」

「誰も来ねぇんだからいいんだ！」

「来たろうが！」

「勝手に来たくせになんだ、おまえ!?」

　興奮して叫ぶ男の方からさらに鼻がひん曲がりそうな臭いがしてくる。

「こんなんじゃ、話も出来ないな。一応、お嬢じようさんだしなぁ」

「お嬢さん？　どこかの金持ちかよ」

　気に入らないなと吐き捨てた男にイサーラが叫び返す。

「ただの金持ちじゃありません！　姫様です!!」

「姫様だって？」

　男はジェファンを見て硬直した。

「その黒髪はシンズォの出身……ま、まさか、王国の……」

「王国のお姫様だよ」

　本来なら言うべきではないことを口走ってしまったのは、相手を見下していたせいか。アーシュの一言を聞いた瞬間、男は奇声を発した。

「ああああああぁぁぁっ！」

「なんだっ、今度は!?」

　耳と鼻を押さえたアーシュが叫ぶ。

　男は瞬間的に操そう縦じゆうアームを外し、アーシュの前に土ど下げ座ざした。

「申し訳ございませんでしたっ！」
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「姫様とは存ぜず、ご無ぶ礼れいのほど、ひらにご容赦ください！」

　男は大おお仰ぎような動作でジェファンの足元に平伏した。

　その大仰な動作のせいで漂ただよってきた臭いから逃げるように、ジェファンは二歩、三歩と後退した。

「で、おまえの名前は？」

「オレの名などもったいなくて……」

「いいから言わんか！」

　ジェファンが焦じれたように口調を強くすると、男は緊張しまくった声で答えた。

「こ、この工房の主ので、弟子をしてました！　リック・ヤンと言います!!」

「弟子？　弟子なのに、これか？」

　ジェファンはガッカリした顔で武神もどきを見上げた。

「……オ、オレは帝国侵攻の直前に弟子入りしたんで……」

「なにも教えてもらっていないということか」

「……はい」

　消え入るように小さくなるヤン。

「それにしても、自力でここまで作ったのは凄くないか？」

　アーシュはかばうように言うが、ジェファンはそれを無視して続けた。

「動力部はそのまま武神の流用だな。武神は破壊されたか？」

「はい。山にあった武神は起動キーがなかったので動かせず、帝国兵が運ぶ途中に崖から落としてしまって壊れたのです」

「そうか。動力部は職人がなんとかできるが、動力核は誰にも造れんからな。無事でよかった」

　ジェファンがさらっと言った言葉にアーシュは引っかかった。

「ちょっと待て。動力核は造れないってどういうことだ？」

「言葉のとおりだ。誰も造れん。少なくとも、わたしたちには」

「それじゃ誰が造ったんだ？」

「わたしたちじゃない誰かだ。多分、シンズォの先祖だと思うが、今は考えても仕方がない」

　ジェファンは肩をすくめる。アーシュにはなにか隠していることがあるように思えたが、ジェファンはすでにヤンに視線を戻していた。

「とにかく動作部は数年修行すれば出来る。それをまともに教えられずに自力で身につけて、ここまで作ったのは偉いのだが……。ただ、デザイン能力はどうしようもないな」

「それはかばいようがないな」

「えー？　かわいいですよね？」

　イサーラが心底不思議そうな顔をするのを見て、アーシュは口をあんぐりと開けた。

「自分が乗ってた武神と比べて言ってるのか？」

「あんまり好きじゃなかったんだよね、あれ。かわいくないし」

「……個人の嗜し好こうには口を差し挟まない方がいい」

　ジェファンはなにか言いたそうなのをこらえると、ヤンに問いを向けた。

「機動が速いのは機体が軽いからか？」

「はい、そうです！」

「脚部のバネを強化したのか？　ジャンプしたな」

「そうです！　姫様は凄いです!!」

「それくらい見れば誰でもわかる」

「いえ、一度見ただけでそんなにわかりません！　ひ、姫様っ!!」

　ヤンは座ったまま、いきなり前に詰め寄った。ジェファンはたっぷり三歩分飛び退る。

「な、なんだ!?」

「オ、オレの師し匠しようになってください!!」

　ヤンはジェファンの足元ににじり寄ると、手を揃そろえて平伏する。

「ええい、近づくな！　だいたい、わたしにあるのは書物の知識だけで、設計以上の経験はないぞ。おまえとたいして変わらん」

「少なくとも、オレより知識が豊富です。オレは設計図の書き方もわからないんです！」

「設計図もなしで、アレを作ったのか？」

　ジェファンは呆れた顔でヤンを凝ぎよう視しした。

「おまえの師匠は今どうしているのだ？」

「戦乱の中で連れていかれました、カサムに」

　ヤンはうなだれ、苦しげな声を上げた。

「つまり、神王国にいるかも知れないのだな」

「オレはいつか助けに行こうと思って、これを作ってました」

「泣ける師し弟てい愛あいですね！」

　イサーラがニコニコしながら言う。

「なんでも泣けりゃいいってわけじゃないだろ」

　アーシュは突っ込み、ふと思い出してヤンに訊く。

「ちょっと待て。帝国侵攻直前に弟子入りしたって言ってたな？」

「はい。一二歳で弟子に入りましたから」

「……それじゃ今、三〇歳か!?」

「そうは見えないですねー」

　イサーラが感心したように言うが、ジェファンは顔をしかめて突っ込んだ。

「そうもこうも、顔が見えんではないか」

「それもそうですねー」

　イサーラはもう一度じーっとヤンを見て納得の声を上げる。

「とりあえず、体を洗って髪を切れ。でないと、これ以上近づけん」

「どうしてもですか？　ずっとこのままでも――」

「どうしてもだ！　いいな!?」

　ジェファンが厳しい声で命令する。

「……はい」とヤンはうなだれた。

「とりあえずは、食料の仕入れもあるから、街で宿を取るか？」

　アーシュが言うと、ジェファンはうなずく。

「そうだな。まっとうな服も買ってやらねばならんな」

「そ、そんなもったいない！　これで結構で――」

　悲鳴のような声を上げるヤンだが、ジェファンは鼻をつまみながら声を上げた。

「その服は洗ったくらいでは臭いが取れんわっ！　それも処分だ。いいな！」




「遅いな」

　アーシュは窓から外の様子をうかがってつぶやいた。

　馬車は工房に置き、歩いてコルベの街に入って宿を取った。

『あたしが服を選んであげますねー』と上機嫌でイサーラがヤンを連れて出て行ってから、すでに二時間。風呂と衣服の金はジェファンが渡してある。

「任せておけばよい」

　すでにベッドの上でくつろいでいたジェファンは眠そうな声を上げた。アーシュが振り返ると、ジェファンは大の字になっている。

「ヤンが見たら幻滅するだろうな」

　アーシュが言うと、ジェファンは笑い飛ばした。

「王女だろうがなんだろうが、人だ。気持ちのいい姿勢は同じだぞ」

「それを我慢するのが王族みたいな偉いさんだろ」

「そんな窮きゆう屈くつな生活をしているから、他国を侵略するなどというおかしなことを考えるのだ」

　ジェファンはだらんと寝転がったまま、斬り捨てた。

「というか、なんでおまえと同室なんだ？　イサーラがいるんだからあっちと同室の方がいいだろ」

「おまえの仕事はわたしを守ることだろう。別の部屋では守れんぞ」

「そりゃそうだが、あっちはイサーラとヤンだろ。そっちも問題があるんじゃないか」

「なんだ、イサーラを心配しているのか？」

　どこかムッとした口調で言うジェファン。

「まあ、一応は男と女だからな」

「なにをいう。わたしとおまえも男と女ではないか」

　ジェファンが言い返すと、アーシュは笑いながらうなずいた。

「はいはい、そうだな」

「もういい」

　ジェファンはぐるんと寝返りを打ってうつ伏せになってしまった。それきり口を開かない。

　いつもの気ままが出たのかと、アーシュは放っておくことにした。

　それにしても、とアーシュは不思議に思う。金はどこから出ているんだろうか。

　確かに馬車には金が入っていそうな箱はある。しかし、それまでにも馬車を作ったり、二ヶ月間暮らしたりと結構金を使っているはずだ。ここに来るまでにも倉庫を借りたり、宿に泊まったりしている。その上、まだよくわからない相手の服を買えとポンと金貨を渡してやるほどの余裕があるのか。

　ジェファンについてはまだまだ謎だらけだ。

　と、ドアの外に足音が聞こえた。用心のためにアーシュが剣に手を掛けた時、

「ただ今戻りましたー」

　どこか弾んだイサーラの声と共にドアが開けられた。

「遅かったな」

　ジェファンが跳はね起きて声を上げる。

「それがですねー、大変なんですよ！」

「なんだ？　カサムの連中でもいたか？」

　声の調子から深刻な話じゃないだろうとアーシュがからかうように言う。

「じゃなくて、こんなことになったんです！」

　ジャーンと銅ど鑼らを鳴らすような効果音を口で再現し、男を部屋に招き入れる。

　青年だ。身長はアーシュより数バス低いくらいだが、申し訳なさそうに肩を丸めたせいで余計に低く見える。黒い髪を肩まで伸ばし、前髪は後ろに寝かしつけてある。顔立ちは切れ長の目といい、生きつ粋すいのシンズォの民だ。服は革の上下に、小物入れを腰に下げた、職人風。

「……誰だ？」

「ヤンと間違って連れてきたのか？」

「違いますよー。ヤンさんは実はイケメンだったのです！」

　イサーラがなぜだか勝ち誇った声を上げた。

「……本人？」

「はい……」

　アーシュの問いに、自信なさそうに男がうなずく。

「一二歳からずっとひとりだったから、自分がイケメンだって気づくチャンスがなかったみたいです。しかも、臭いから誰も近寄ってこないし」

　イサーラが楽しそうにヤンの服を直してやる。年齢は倍も違うのにイサーラの方がお姉さんのようだ。

「……まあ、臭いも……少なくなったようだな」

　ジェファンは鼻をクンクンして微び妙みような顔をした。

「苦労したんですよー、姫様。もうどれだけ洗っても顔が見えないし、水はあっという間に黒くなるし、馬屋に行って洗ってもらえって言われたくらいなんですよー」

「わかったから、座れ」

　ジェファンの言葉にヤンは床にぺたんと座った。

「そこのイスでいいぞ」

「姫様と一緒の高さというわけには――」

「いいから座れ！」

　渋しぶるヤンだが、ジェファンの一声で跳び上がるように立ち上がってイスに腰掛けた。ただし、ちょこんと浅く。

「で、詳しく聞こうか」

　ジェファンが尋ねる。

「話も聞かずに襲ってきたのは賢明ではなかったな」

「姫様なら、最初にそうおっしゃっていただければよかったのですが……」

「説明する前におまえが勝手に激高して武神に乗り込んだのであろうが」

「そ、それは失礼いたしました。怪あやしげな帝国人ふたりづれに気を取られてしまい……」

「あたしはハーフ。母さんがシンズォの民なんだよぉ」

　イサーラが茶色の髪を示した。

「そうでしたか。しかし、こちらの御ご仁じんはどう見ても……」

　ヤンはまだ疑わしげな目でアーシュを見る。

「まあ、本当にバタルだったから仕方ない」

「バタル!?　お待ちを！　すぐに斬り捨てます!!」

　腰を浮かしたヤンをジェファンが手を掲げて止めた。

「いや、すでにわたしが殺してあるから気にするな」

「え？　生きて……ますよね？」

　ヤンはイスの上でアーシュから距離を置きながら、恐る恐る尋ねる。

「死んでない」と仏ぶつ頂ちよう面づらのアーシュ。

「ふん、わたしの火ひ筒づつで殺されたも同じだ」

　ジェファンはそう応じると、ヤンに答えた。

「生きてようが死んでようが、こやつはわたしの下げ僕ぼくだ。気にするな」

「さすが姫様です！　バタルまで下僕にするなど常人に出来ることじゃないです!!」

　ヤンが今にもジェファンを拝みそうな勢いで声を上げる。

「死んでもこきつかわれるみたいですね！」

　楽しそうに言うイサーラを、アーシュは横目でにらむ。

「とっとと自由の身になってやるだけだ」

　ヤンは腕を組んで考えていたが、うんとうなずいて声を上げた。

「下僕ですか。じゃあ、オレは従じゆう者しやということで」

「いや、ペットだな」とジェファン。

「え？」

「こいつらと同じで、わたしのペットだ」

「金、茶、黒と揃そろったから、後は銀ですね！」

　イサーラは自分を含めて三人の髪を示して言う。

「なにを揃えてんだよ」

　顔をしかめるアーシュ。ヤンは真剣に考えてつぶやく。

「ペットと下僕ならペットの方が身分が上、ですかね……」

「どっちも一緒だ。身分の上下などわたしの前では存在せん」

　珍しく強い口調で言い放つと、ジェファンは軽く咳せき払ばらいした。そして、ヤンに視線を向ける。目がさっきまでと違って真剣になっている。

「遊びはここまでだ。ジェラールという武神のことを調べている。なにか知っていることはないか？」

「……聞いたことありません。申し訳ありません」

「師匠の残した設計図や書類はどうだ？」

「師匠が捕まった時、根こそぎ持っていかれてしまいました。なにも残ってません」

「そうか……」

　ジェファンはつぶやいて肩を落としたが、すぐに顔を上げて質問を続けた。

「師匠の名はなんという？」

「ザンエンといいます」

「なるほど。神王国が連れ去る訳だな」

「知ってるのか？」とアーシュ。

「ジェラールの設計には三人の職人が関わったとされている。そのうちのひとりだ」

「かなり腕の立つ職人ってことか。そいつが神王国にいるってのは面倒だな」

「師匠は今年で五五ですから、多分、まだ……」

　ヤンがおずおずと口を開く。

「反抗して殺されてない限りは、まだ仕事をしてるな」

「職人というものは、シンズォに愛着はあっても、自分の腕を振るう機会があれば場所がどこであれ仕事をする」

　ジェファンは忠誠心など期待していないと言い切った。

「それじゃ優秀な職人が敵に移ってしまってもいいのか？」

「職人に相応しい待遇をすればいいだけの話だ。力尽くで奪うのは問題外だ」

　ジェファンは憤然と言う。

「それにしても、わかったことはあったが、ジェラールについては手て詰づまりみたいだな」

　アーシュが言うと、ジェファンは悔しそうにうなずいた。

「そうだな」

「これからどうするんだ？」

「知れたことだ」

　ジェファンはベッドからぴょんと飛び降りると、言い放つ。

「この街の旨うまい物を食い尽くしに行くぞ！」

　ジェファンは目線の高さが同じくらいにあるアーシュに不敵な笑みを浮かべて見せた。

「これくらいで気を落とすと思ったか。これくらいは想定済みだ」

　アーシュは釣られて笑みを浮かべるしかない。

「そうだったな」

　そうつぶやくと、アーシュは立ち上がった。

「よし。探しに行くか。この街の名物ってのを」

「任せたぞ、ペット一号！」

　ジェファンは先に立って部屋を出た。アーシュが苦笑しながらその後に続く。

「あ、待ってくださいよ！」

　イサーラが慌てて後を追い、ヤンはあたふたと駆けていく。

「なにか目当ての物はあるのか？」

「イサーラ、来たことがあるんだろ？　なにか知ってるか？」

「ありますよ！」

　イサーラは張り切った声を上げて、メニューをそらんじ始めた。

「シロップ漬けのパイに、ナッツを練り込んだキャンディーに、あっ、一押しなのがミルクたっぷりのプリン！」

「ちょっと待て！　お菓子ばっかりだろ。飯を食うんだ。飯！」

　アーシュは口の中に砂糖をたっぷり放り込まれたような顔をした。

「うむ、美お味いしそうではないか」

　ジェファンは口元をほころばせてイサーラの方を見る。

「爺じいたちはお菓子をあまり食べさせてくれなかったからな。たまに出る甘い物というと、甘辛い団子だけだった」

「かわいそう、姫様……。今日はいっぱい買ってあげますね！」

　イサーラは潤んだ目をしてジェファンの手を握りしめた。

「そうか。楽しみだな」

　目を輝かすジェファンにアーシュが釘を差す。

「言っとくが、お菓子ばっかりじゃ大きくなれないぞ」

「そんなことないですよー！」とイサーラは胸を誇こ示じする。

「おまえは別のところが大きくなってるだけだ」

「別のとこってどこですかー？」

　イサーラは胸をことさらに突き出してアーシュに迫る。

「わかって言ってるだろ？」

「わかりませーん」

　イサーラはアーシュの腕に胸を押しつける。

「……お菓子はいい。飯だ！」

　ジェファンはなぜだか不機嫌そうにそう宣言すると、足早に歩き出した。

「えー？　姫様～!?」

　イサーラは慌てて駆け出した。

「おい、行くぞ」

　遅れ気味のヤンを呼び、アーシュはふたりを追っていく。

　そんな妙な四人連れを離れたところから見ている人影には、さすがのアーシュも気づいていなかった。

「キーを奪うだけでいいなら、こんな面倒なことをする必要もないんだがな」

　小声で吐き捨てたのはモルスだ。それをスライが丁てい寧ねいな口調でたしなめる。

「仕方ありません。バタルの力を甘く見るわけにはいきませんからね」

「あれで大丈夫なんだろうな？」

「必ず機会は来ます。それまでつかず離れず。ヤツの力が及ばないところから機会をうかがうのです」

　スライは薄く笑った。

「武神と戦馬、それになによりも姪てつ孫そん姫きも手に入れれば、神王国は他のどの国よりも有利になります」

「あのガキが？」

　モルスは疑わしそうに鼻を鳴らす。

「正統の王国後継者ですからね。姫そのものではなく、その後ろに繋がっているものこそ、大きな力になるのですよ」

　スライの目が危険な光を放った。
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「さすがに大きいな！」

　御ぎよ者しや台だいで立ち上がったジェファンは手のひらをひさし代わりにして陽光を遮さえぎり、前方を見晴るかす。

　まだかなりの距離があるが、ザインの街ははっきりと見えた。まるでギザギザに切り立った山の稜りよう線せんのようなシルエットで、大小の建物がひしめき合っている様子が見て取れる。高い建物は五階建てくらいになるのだろうか。これまでの街はせいぜい三階建てだったから、高さだけでも違いがわかる。

「この辺りじゃ一番の大都市だ。これまでの街と違うだろ？」

　手綱を握るアーシュが言うと、ジェファンは興奮した声を上げた。

「確かにそうだな。イスナンもズァラも豆粒のようだ」

「いや、そこまで小さくなかったろ」

「あれだけ大きいと、なにか情報があるかもしれん。それに――」

「美お味いしいものもいっぱいありますよ！」

「……そうだな」

　イサーラの強引な割り込みに、ジェファンはほんの少し顔をほころばせた。

「しかし、大きいと、いろいろと人も店もあるわけだが、当然、帝国軍がもれなくついてくる」

　アーシュはそう言いながら、街の西側を指さした。

　一際高い物見の塔がそびえ、その下に城のような大きな建物が見える。

「まるで要よう塞さい……だな」

　ジェファンが珍しく緊張した顔をする。

「帝国軍の標準的な規模の砦とりでだ。兵舎には常時四個中隊、ざっと四〇〇人は詰めてる。まあ、大隊の規模だな」

「小さな国なら充分つぶせる規模だな」

「規模だけじゃない。兵士の質も悪くはない」

「要は小国ひとつを相手に戦うというわけだな」

　ジェファンは不敵に笑った。

「怖くないのか？」

「ようやく第一歩だ。怖いわけがなかろう。ここから始めるのだからな」

　アーシュの問いにジェファンはふんっとそっくり返って答えた。その姿は自信に満ちているように見えたが、なにかをこらえているように下した唇くちびるが強くかみしめられていた。

　無理もないかと、アーシュは思う。ジェファンの人生は逃亡と隠いん遁とんだけで、アーシュと共に行動するようになってからも、襲われる側であり、自分から戦いに向かうのは初めてだったのだ。つまり、戦場に初めて向かう戦士のような――。

「武む者しや震ぶるいだ」

　ジェファンがアーシュの考えを読んだように言った。

「言っておくが、わたしは冷静だぞ」

　ジェファンが先回りするように言い返すのを聞いて、アーシュはうなずいた。いつもと同じくらい頭が回っているなら大丈夫だろう。

　だが、アーシュが気になっていることはもうひとつあった。

「妙だな」

「どうした？」とジェファン。

「呼びつけたんだから、当然迎えが出てくると思ったんだが、兵へい舎しやの方に動きがない」

「歓迎準備してるんじゃないですか。脅おどかそうと思ってひっそり息を殺してるとか」

　イサーラが冗談のつもりかどうかわからないことを言う。

「豪勢な料理に美女の舞い踊りなら歓迎するけどな」

「そんなに女が欲しいのか？」

　軽けい蔑べつしたような目で見られて、アーシュは言い返す。

「そりゃ鎧よろいで固めたおっさんよりは美人の方がよくないか？　おまえだっておっさんよりはお姉さんの方がいいだろ？」

「……まあ、それは、そうかもしれないが……」

「言いくるめられたらダメですよ、姫様！」

　イサーラが加勢する。

「まあ、おまえが助平スケベなのはわかっていたことだ。バタルの女のこともあるしな」

「助平って、いつの言葉だよ……。だいたい、タリアとはなにもないと言ったろう」

「わかるものか」

　ジェファンはいつになくきつい目でアーシュを横目でちらりと見ると、帝国の砦に視線を戻した。

「さて、どうするのだ？」

「招かれてるんだから、正装して出かけるしかないな。まだるっこしいのは好きじゃない。タリアも同じだろうしな」

　アーシュが答えると、イサーラが驚いた声を上げた。

「正装って、そんな立派な服持ってるんですか？」

「後ろにでかいのを引っ張ってるだろ」

　アーシュは親指で肩越しに後ろを示す。

「……ああっ！　あれのことですかー」

　イサーラがポンと手を叩くと、ジェファンが動いた。

「では、こちらも準備をするか。イサーラ！」

「はい、姫様」

　ジェファンは窓から馬車の中に入り、イサーラが後に続く。それからアーシュは馬車を止め、馬車の中のヤンに声をかける。

「ヤン、手を貸してくれ」

「わ、わかりました！」

　ヤンは御者台から飛び降りたアーシュを追っていった。

　後方につなげた荷馬車を覆おおっていた幌ほろをふたりがかりで外すと、うつ伏せになった武ぶ神しんがあらわになった。馬車は武神を運ぶための特別仕様だ。アーシュは武神の背中のハッチを開けて中に潜り込む。

「よし、いいぞ」

　アーシュが合図すると、ヤンは馬車の脇わきにあるレバーを回し始めた。

　と、武神がゆっくりとせり上がってきた。脚を下にして、上半身が上がっていく。四五度の角度で一旦止まり、武神を支えていたロックが外れた。

　ズルッと武神が滑すべって着地。勢い余って上半身が振り子のように振れ、危ういバランスで武神は立ち上がった。

「気分が悪くなるな」

　揺れる武神の中でアーシュは柱にキーを差し込んだ。

　唸うなりが上がり、操縦アームで手足を固定されたアーシュは一声上げる。

「行くぞ！」

　アーシュは馬車に置かれた長剣をつかみ上げ、砦に向かって歩き出した。




　その頃、砦の壁では兵士たちがまるで見み世せ物ものでも見るような様子で近づいてくる武神を見に集まっていた。

「手配書にあった戦せん馬ば像ぞうを起動させたヤツじゃないのか？」

「単騎でこの砦に来るとは命知らずにもほどがあるな」

　せせら笑えるのは自信の表れだ。アーシュが言ったように砦の戦力は小国の軍隊並みだ。武神が単騎で攻めてきたところで充分対応できるという余裕があった。しかも、今はそれだけではない。バタルが滞たい在ざいしているのだ。

「どうした？」

　兵士の様子に気づいて駆け上がってきたのは、長身の女兵士――タリアである。

「武神です。我が軍のものではありません」

　直立不動で報告した兵士には目もくれず、タリアは大股で城壁に登り、外を見た。

「あそこです。手配の戦馬像と思われるものもいます」

　近くにいた兵士に指さされた先を目にして、タリアの表情が茫ぼう然ぜんとした。

「アーくん……どうしてここに来たの……？」

　タリアは小さくつぶやいた。そして、グッと唇を嚙かむと、すぐに険しい顔になって声を上げる。

「出るぞ！　私のハルバーンを用意しろ!!」

「タリア様が直じき々じきにですか？」

　驚いた兵士が戸と惑まどいながら尋たずねる。

「そう言ってるだろう。急げ！」

　タリアはいら立たしげに言った後、すぐに付け加える。

「守備隊、守りを固めろ」

「そこまでするんですか!?」

「あの武神に乗っているのがアーシュ・クレイドだと知ってもそう言うか!?」

「《金色の双刃ザハ・インサイブ》!?　亡くなったはずでは!?」

「あいつがそう簡単に死ぬと思うか？」

「わ、わかりました！　総員配置!!」

　身を翻ひるがえした兵士が叫びながら駆けていく。

「なにごとだ、おい？」

　そこに現れたのは、がっしりした体格の男。二〇代半ばというところか。三日分くらいの無ぶ精しようヒゲが顔を覆い、髪も伸ばし放題。ヒゲと髪をなんとかすれば、なかなかの男っぷりだろうが、本人はまったく気にした様子もない。

「ナーダル、砦の司令官を差し置いて悪いけど、ここは私に任せてくれ」

「ふうん……あんたがそんな真剣な顔するたぁねぇ」

　ナーダルは値踏みするようにタリアを見ると、ニヤリと笑った。

「まぁいいだろ。ヴァルデム様お気に入りのあんたに恩を売っておいてもソンはねぇ。しかし、だ。わかってんだろうなぁ？　負けるわけにゃぁいかねぇんだぜぇ？」

「先刻承知だ。他の誰も出さないでくれ」

「わかった。それじゃぁ、行ってきな」

　タリアは長い髪を後ろでまとめながら階段を駆け下りていった。

「いい体してんなぁ……。おっと、こっちはどうするかなぁ」

　無精ヒゲにぞりぞりと指でふれながら、ナーダルはタリアの後ろ姿をにやけた顔で見つめる。そこで、城壁上の通路を足早に歩いてくる小柄な男に気づき、声をかけた。

「おい、ザキィ！」

　ザキィは目を合わせようとしないで軽く会え釈しやくして通り過ぎようとした。ナーダルは気にした風もなく続ける。

「いいのかい？　あんたの隊長さんは金髪のいい男に熱い想いをぶつけに行ったみたいだぜぇ」

「なんっ!?」

　顔を上げたザキィの目は殺さつ気きに満ちていた。

「そんな顔すんなって。敵は俺じゃねぇだろが」

　ナーダルのなだめるような声音にもザキィは表情を緩ゆるめない。

「そんな顔したって、武神を持ってねぇおまえにはふたりの間に割り込めねぇぜ」

　ザキィはナーダルをにらむと、ふいっと目をそらし、そのまま階段を飛び降りるように駆けていった。

「ふふん……面白くなってきたかぁ？　噂に聞く《金色の双刃ザハ・インサイブ》がどんな凄い野郎かとっくりと見せてもらうぜ」

　ナーダルは武神の格納庫に向かっていくザキィを目で追うと、ニヤリと笑った。




　武神に乗り込んだアーシュは砦に向かっていた。

　ジェファンたちの乗った馬車は少し離れて後を追っていく。手た綱づなを握っているのはイサーラだ。ジェファンとヤンは馬車の中にいる。危なくなったら加勢すると、ジェファンは自信たっぷりで言ったが、アーシュは頼るつもりはなかった。信用していないわけではない。ただ、一対一の戦いでは加勢を頼むのは主義にあわないというだけだ。もっとも、一対一になるかどうかはわからないが。

　高さ一〇バルズはあろうかという巨大な砦の門がゆっくりと開かれる。その向こうから一騎の武神が歩み出してきた。

　シルエットはアーシュの武神とほとんど同じだ。頭部は前に突き出した鋭い槍やりのような形状で、その上には真っ赤に塗られた飾りが突き出している。手には機体より長い槍。切先が門にふれそうになっている。槍そう兵へいハルバーンだ。

　アーシュは歩みを止めることなく進み、砦から五〇バルズほどの位置で止まった。相手は一〇バルズの距離を置いて対峙する。

「アーシュ！　ここに来たってことは戻ってくる気はないということね？」

　その声で相手がタリアだと確認できた。完全に戦闘モードになっている。

　アーシュはそれには答えず、声を張り上げる。

「あんたまで武神を持ってるとはな。俺以外のバタル全員が持ってるのか？」

「バタルだけじゃないわ。ヴァルデム様が選ばれた戦士だけに限られてる。あんたの部隊はずっと任務で帝都にいなかったから」

「ヴァルデムの私設部隊でも作る気か？　それに、俺はいなかったんじゃない。ヴァルデムに命じられるまま、転戦し続けてただけだ。その間に俺を殺す計画が進んでるのも知らないでな」

「殺す？」

「知らなかったのか？　俺の部隊が襲しゆう撃げきしたレネッサは先にネイトが落としていた。俺の部隊は待ちかまえていたネイトの部隊に全滅させられ、ネイトは俺を背後から襲った」

「そんな!?　アーシュだってわからなかったんじゃない？」

「振り向いた俺の顔をはっきり見たのに攻撃を止めようとしなかった。それでもそう言えるか？」

「……うそ……」

　タリアの声はほとんど聞き取れないほど小さく、震えていた。

「やっぱり知らなかったのか」

「ネイトはもうすぐ武神をもらえるって……」

「それが報ほう酬しゆうか」

　武神一機が俺の値段ということかと、アーシュはため息をつく。結局、それよりも高くついたわけだが。

　いや、ちょっと待て。駄馬二頭と武神一機が同じ値段ってことか？

　ジェファンがアーシュにつけた金貨四枚という値段について疑問が浮かんだところで、アーシュは首を振る。今はそれどころではない。

「俺が戻れない理由はわかったろ。殺されにいくヤツはいない。あんたとは戦いたくない。手を引いてくれ」

「ごめんね、アーくん」

　小さく消えそうなタニアの声は、すぐに大きく決然と響いた。

「それはできないわ。バタルとして出撃した以上、引き下がるわけにはいかない。私の後ろには帝国があるのよ」

　ハルバーンがブンと一振りして長槍を構えた。ビシッと止めた腕から蒸気が噴き出す。

「まあ、そうだよな」

　返答を予期していたとはいえ、アーシュも一いち縷るの望みを持っていた。それも断たれた今、やることはひとつしかない。

「悪いが、俺にはヴァルデムを倒す以外に道がないんでね。ここで殺られるわけにはいかない。それにジェファンに金も返してないしな」

　アーシュは全身を縛りつけた操縦アームを動かし、武神に長剣を構えさせた。

「行くぞ！」

「おうっ！」

　二機の武神は金属の咆ほう哮こうと共に互いの巨大な得え物ものを振りかざした。















　　　　　２




「始まりましたよ、姫様！」

　御者台からイサーラが声を上げるのを聞き、ジェファンは窓から外の様子をうかがった。

「勝つのだぞ」

　口の中でつぶやくと、ジェファンはヤンに声をかけた。

「こっちも用意急ぐぞ」

　ヤンは抱えていた箱を不思議そうに指定された床に置いた。

「これはなんです、姫様？」

「だから姫様は余計だと言ったろう」

「し、しかし――」

「しかしも昔もない！　こういう状況でいちいち姫様などと悠ゆう長ちようなことを言っておっては時間の無む駄だだ。さあ、そこの鎖くさりを引け」

「これですか、姫――」

「それだ！」

　また呼ばれる前にジェファンは声を上げた。

　ヤンは壁かべ際ぎわに天井からぶら下がった鎖をつかみ、引っ張り始めた。ガラガラと音が響き、鎖は終わりがないように動き続ける。

　と、薄暗い室内がまぶしく光った。天井に隙すき間まが生じ、そこから陽光が射し込んできたのだ。

　鎖を引くと隙間はどんどん大きく広がり、天井の半分くらいが口を開けた。

「そこのレバーをロックするまで押し込め。それからまた鎖を引け」

　ジェファンの指示に従うヤン。レバーを押し込んだ途端、ガコンッと床下で音がした。さらに鎖を引くと、床が動いた。

　隅にあった大きな塊かたまりが床と一緒にせり上がっていく。

　ジェファンがその上に飛び乗ると、かぶせてあった帆はん布ぷを取り除いた。

　その下から現れたのは、一抱えもある黒光りする円筒。大きさは脇に立つジェファンと変わらないくらいだ。

「いきなり実戦とは予定外だが、やるしかあるまい」

　不敵に言い放つと、ジェファンは円筒の後部のフタを開けた。ヤンが運んだ箱から拳こぶしふたつ分くらいの円えん錐すい形けいをした物体を抱えて、穴に突っ込む。そして、フタを閉め、ロックを掛ける。

「姫様、それはいったい……」

「大おお筒づつだ」

　ジェファンは腰のポシェットを示した。火筒が入ったあのポシェットだ。

「これをそのまま大きくしたものだ」

「いきなりというのは、まさか……」

「まだ試し撃ちを一度しただけだ。馬車に積んで実弾を撃ったことはない」

「それは危険ではないですか？」

「危険はつきものだ。それを乗り越えて進歩すればいい」

　ジェファンはそう答えると、器用に肩をすくめて続ける。

「もっとも、致命的な失敗をする可能性もあるが」

「ひ、姫様!?　オレがやります！」

　血けつ相そうを変えたヤンは下からジェファンを見上げて必死の声を上げる。

「これを作ったのはわたしだ。おまえにはわからん。それにな。これくらいの覚悟のない者がこんなものを作ってはいけない。だから、おまえはそこで見ていろ」

　ジェファンは三倍も年上の男相手に諭さとすと、大筒の角度を調整し始めた。

「これが成功するか失敗するかで、これからが決まるかもしれんが……」

　つぶやきながら、大筒の脇に突き出した照準を見、大筒の根本から伸びるレバーで角度を調整する。

「イサーラ！」

　ジェファンが照準をのぞきながら声を上げると、御者台から打てば響くように声が返る。

「はい、姫様？」

「姫様はいらん。大筒を撃つと大きな音がする。驚くなよ」

「わかりました、姫様！」

「……まったく、どいつもこいつも」

　ジェファンは顔をしかめ、ふと空を見て考える。

「そういえばアーシュは姫様とは呼ばないな……」

　そして、悪戯いたずらを思いついたように、むふんと口角を上げた。

「言わんとなると無理矢理にでも言わせたくなるな」

　邪よこしまな微笑ほほえみを浮かべながら、ジェファンは武神の戦いに目を転じた。

「それにしても、動きが悪いな」

　ジェファンも武神が動くのを見たのは、この前にイサーラが襲ってきた時が初めてだ。だから、他の武神との比較が出来ない。武神の動きとはこういうものだと感じただけだ。

　しかし、今、二機の武神が戦っているのを見ると、その差がはっきりとわかった。明らかにアーシュの武神の方が鈍にぶい。

「やはり、わたしの手助けが必要なようだな」

　ジェファンは手の掛かるヤツだなとつぶやいた。




「どうしたんだい、アーシュ!?」

　タリアの叫びと共に、巨大な槍の切きつ先さきが細いスリットの隙間を貫つらぬかんばかりに迫って来る。視界が限られているせいで、距離感とスピード感がまったく違う。さらに初めての実戦でアーシュは自分の肉体との差に戸惑っていた。

　剣を振るい、槍を受け流す。

　そんな簡単な動作が、六年前に初めてヴァルデムに稽けい古こをつけてもらった時以上に思いどおりにいかない。

　あの時、ヴァルデムの攻撃を受けた瞬間、腕にもの凄い衝撃が走って剣を取り落とした。なにもできないという格の違いを感じたものだ。

　生身であれば難なく受け流せるものが、槍の重量と攻撃スピード、それに自分を縛っている操縦アームの抵抗が加わって、生身の倍以上きつく感じられる。

　打ち合う度に体が悲鳴を上げそうになる。武神の腕や足が受けた衝撃は操縦アームを通してアーシュの腕や足に伝わってくるのだ。

　そうでなくとも、剣で槍を相手にするのは面倒だ。相手の方がリーチが長いため、いかに突きを食らわずに懐に飛び込むかがポイントになる。それも体を素早く思いどおりに動かせたうえでの話だ。

　生身ならともかく、アーシュはまだ武神に乗り込んで数日。実際に動かしたのは数時間というところだ。しかも、戦闘経験はない。

「どうした、アーシュ!?　そんなんじゃ新兵以下じゃないか。もう一度、手取り足取り鍛きたえ直してあげようか？」

「……クッ」

　タリアの挑発にアーシュは奥歯をかみしめた。

　柱から伸びるアームに縛られた両手両足が重い。自分の思いとはタイミングがずれて動く。それがアーシュのストレスになっていた。

　しかし、それはタリアも同じはず。自分だけの問題ではないはずだ。

「くそっ！」

　自分のふがいなさを罵りに変えて吐き出し、アーシュは渾こん身しんの力を振り絞って槍の一撃を巻き返した。スピードは充分ではなかったが、力はあった。タリアのハルバーンがバランスを崩し、出来た隙に突っ込む。

　ハルバーンが急いで槍を引き戻そうとするが、間にあわない。

「もらった！」

　が、その時、不意に真横からの衝撃を食らってアーシュは吹っ飛ばされた。




「アーシュの動きが鈍いな。やはり、一度メンテナンスをするべきだったか」

　ジェファンは後こう悔かいをつぶやいた。

　もっとも、ここまで時間の余裕も設備もなかったため、武神の内部機構を見ることなど出来るわけもなかった。まして、メンテナンスなど無理だ。

「イサーラ、武神のメンテナンスをしたのはいつだ？」

　ジェファンは御者台のイサーラに尋ねる。

　問いかけに返ってきたのは予想外の返事だった。

「メンテナンスってなんですかー？」

「……面白くない冗談だな。そんな状況ではないぞ」

　ジェファンが不ふ機き嫌げんに応じる。

「ホントに知らないんですけど……。知ってないといけない言葉ですか？」

「修しゆう繕ぜん、もっとわかりやすく言えば、お手入れのことだ」

　難しかったかとジェファンは言い直す。

「はぁ……。お手入れ、ですか？」

　それだけ言ってもわからないのか、イサーラはぽかんと聞き返す。

「おまえ、物を作っているな？」

　尋ねるジェファンのこめかみがピクピクし始めた。

「はい」

　そう答えて、イサーラは二連の弓を持ち上げる。

「壊れたらどうするんだ？」

「その時は捨てます」

　あっさりとそう答えるイサーラに、ジェファンは頭を抱えた。

「あたし、仕組みを考えたり、作るのは好きなんですけど、その後は面倒で……」

「可動部に油くらい差すだろう？」

「え？　どうしてですか？」

　ジェファンの言葉の意味がわからず、イサーラはきょとんとしている。

「……アーシュ、すまない。その武神は整備不良だ」

　ジェファンはがっくりと頭を垂れると、アーシュの武神を心配そうに見やった。

「あ、姫様！　もう一機出てきましたよ!!」

　イサーラの叫びに視線を転じたジェファンは砦からもう一機の武神が現れるのを目にした。アーシュの使う機体とほとんど変わらない長剣タイプのザイファだ。

「一対二とは卑ひ怯きような……。しょせんバタルか。援えん護ごするぞ！　イサーラ、位置を変える。前進しろ」

　ジェファンが声を上げ、馬車がゆっくり動き出した瞬間、

「そこまでにしてもらいましょうか」

　丁てい寧ねいな口調の男の声がジェファンの脇から聞こえた。

「ス、スライ!?」

　イサーラが慌てて振り向く。

　いつの間に接近していたのか、長身のスライがそこにいた。

「俺も忘れてもらっちゃ困るぜ、お嬢じようちゃん」

　モルスがイサーラの横に座って首筋に短剣を突きつけた。

「あんたたち……」

　イサーラが動こうとしたが、スライは冷たく告げる。

「静かにしていた方が身のためですよ。姪てつ孫そん姫きさえ手に入れば、ありふれたタイプの武神などおまけのようなものです。まして盗とう賊ぞくの娘などはした金にしかなりませんからね。戦馬は研究対象になりますが」

「ここに呼び出したのはおまえたちか」

　ジェファンがそう言うと、驚いたようにスライが片かた眉まゆを吊り上げた。

「さすが、賢明なる姪孫姫。バタルの彼がいては邪魔ですからね。他はいてもいなくてもたいして変わりはなし」

「あんたたち！」

　イサーラが腰を浮かしたが、隣のモルスに剣で突かれ、スライをにらみつけるしかない。

「すでに部下でもなんでもないんですから、そんな顔をしたって無駄ですよ」

　スライはイサーラに容よう赦しやない嘲ちよう笑しようを浴びせる。

「では、バタル同士が戦ってる間に、この馬車で神王国に向かいましょうか。夜通し駆ければ数日で着けますね。いやあ、便利ですね」

　上機嫌で言うと、スライは大筒を示してジェファンに柔らかく命令した。

「さあ、この物ぶつ騒そうな代しろ物ものを下ろして、おとなしくしていただけませんか？」

　ジェファンはチラッと武神の戦いに視線を向けた。アーシュの武神は二体を相手にかなり苦戦しているようだが、二体の連れん携けいはまったく取れていない。それどころか、片方が後から来た一体を追い払おうとしているようだ。

「ご心配には及びませんよ。いかに《金色の双刃ザハ・インサイブ》であっても武神に乗っていては勝ち目のない戦いです。裏切り者として処刑されるでしょうね」

　楽しそうに言うスライに、ジェファンは笑みを返した。

「そう思うか？」

　ジェファンはふふんと不ふ敵てきに笑うと、大筒に手を掛け、少し向きを変えた。

「それならば、いっそわたしの手で殺すべきだな」

　ジェファンはレバーを足で蹴り飛ばした。

「なにをし――」

　スライが問い詰めようとした時、大筒の中でカツンと金属音がした。

　次の瞬間、ギュルンッとコマかなにかが高速で回転するような音がしたかと思うと、耳をつんざかんばかりの甲かん高だかい音がほとばしった。

　スライとモルスは思わず両耳を押さえて身を固くする。

　そして、すべてが一気に動いた。
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　大筒が発射される少し前――。

　アーシュの機体を衝撃が襲った時、なにが起こったのか、アーシュは瞬時に理解できなかった。視界が狭く、外の情報がないため、正確な情報が入るまでは想像で対処するしかない。

　タリア以外のなにかが横から攻撃してきた。そう仮定する。角度は左の少し後方から。恐らく体当たりだ。当たったのなら、相手はまだその場に留まっているはずだ。

　考えたわけではない。アーシュの経験と戦士としての勘かんだ。

　そして、アーシュは右足で踏ん張り、振り返りながら左腕一本で長剣を薙なぎ払った。

　手て応ごたえはあった。予想した位置からガンッと金属同士の激突音。伸びきった腕に操縦アームを通してしびれが走る。

　体勢を立て直したところで、アーシュは前方を見た。アーシュの乗る武神とほぼ同じ剣兵だ。アーシュの振るった長剣は見事に胴体にめり込んでいた。引き戻すと、金属の悲鳴と共に長剣は引き抜かれた。

「やりやがったな、アーシュ！」

　敵から罵ば声せいが聞こえてくる。

「ザキィか」

　アーシュは顔をしかめた。

　タリアと行動を共にする副官というだけでなく、なぜか一方的にアーシュを敵視している。それがわかっているだけに、割り込んできたことは意外ではなかった。

　が――。

「なんであんたが武神に乗ってるんだい!?」

　剣を振り上げたザキィの武神に、タリアのハルバーンが槍を突きつける。

「自分の武神じゃないのか」

　アーシュは安あん堵どした。バタルの隊長クラスならともかく、副官にまで武神が行き渡っているとなれば、帝国の武神は三〇機を超えることになるからだ。

「おまえを殺すためならなんだってやるさ。今日こそ決着をつけてやる！」

　胴体が大きくえぐれた武神が剣を構えようとする。ハルバーンの槍がそれを止めようと突き出される。

「やめな！　私とアーシュで決着をつけ――」

「姐あねさん、ここは私闘の場じゃないんですぜ？　帝国の反逆者を始末する処刑場だ。本来なら全兵力で叩くところですぜ。それとも、戦いにかこつけて逃がそうって腹じゃないですよね？」

「……そんなこと、するわけないじゃないか！」

「だったら、ふたりでこいつを処刑するのに異論はないはずですね。バタルの心こころ得えを忘れたわけじゃないでしょうが」

「『目的のためには手段を選ぶな』だね……」

「そういうことさ、姐さん」

　ザキィはタリアのハルバーンを押しのけ、アーシュに向かってきた。

「さあ、殺やるぜ！」

　長剣を機体の傷をかばうように左横に構えると、ザキィはアーシュに向かって踏み込みながら斬りかかってきた。

　アーシュの右下から左上へ斬り上げるザキィの剣。

　かわすのは難しくはない。一歩下がるか、左に跳べばいい。しかし、それは生身のように武神を動かせる場合だ。ここまでの戦いで武神の動きが鈍いのを実感していたアーシュはあえて前に右足を伸ばした。

　轟ごう然ぜんと風を斬って振り上げられる長剣に向かって、右で持った自分の長剣を突き出す。ガツンと激しい音がして、長剣は動きを止めた。高さは腰の辺り。

　アーシュは構わずに左足も前に出した。

　一気に距離を詰めた武神は胸と胸を激突させた。衝撃でわずかに距離が離れる。

　スリットを通して、目の前にザキィの憎ぞう悪おに歪ゆがんだ顔が見えた。

　もし、ここでジェファンが持っていた火筒があれば、操縦アームを外してザキィを撃てるな。

　アーシュはふとそんなことを考えた。

　しかし、実際にはそれはできない。代わりにアーシュは空いた左手を持ち上げ、スリットに向かって伸ばした。これくらいならば破れるかもしれないと思ったのだ。

　指を伸ばしてスリットに突き入れる。親指以外の四本が一緒になったヘラのような指がスリットに突き刺さる。

　アーシュの腕にガクンと抵抗が加わった。意外に頑がん丈じように出来ているのか、思ったようには突っ込めない。スリット越しにザキィの引きつった顔が見えた。

「てめぇ、やっぱり根っからのバタルだな……。えげつない手を使いやがる」

　ザキィが右腕を曲げて前に振った。武神の肘打ちを食らって、アーシュの機体が震えた。衝撃に弾かれて、上体がのけ反る。その隙間にザキィは左腕をねじ込んできた。そして、アーシュの武神の頭部をつかんで動きを封じる。

「それも、ここまでだ！」

　吐き捨てたザキィがさらに叫ぶ。

「今だ、姐さん！　こいつを叩っ殺せ!!」

　ハルバーンはまだザキィの横にいた。

「姐さん、手を貸せよ！」

　ザキィの叫びにもハルバーンの機体はピクリとも動かない。

「アーシュとは一対一で決着をつける。あんたこそ引っ込みな」

　タリアの冷たい声が聞こえた。

「あ、姐さん……っ……くそがぁっ！」

　ザキィが腹の底からの怨嗟の怒号を上げ、武神が長剣を高々と振り上げた。

　それに応じてアーシュは長剣を掲かかげて受けようとする。

　甲高い音が聞こえたのはその時だった。




　ジェファンが大筒のレバーを足で蹴り飛ばした瞬間、大筒の内部では砲弾の底部を金属の鋲が蹴り飛ばした。ジェファンが説明したように、大筒は小さな火筒の大型版であり、砲弾も弾の大型版だ。

　砲弾は丸みを帯びた円錐型で、底部にはいくつかの穴が空いている。穴は斜めに空いており、その向こうには発火装置と火薬が詰まっている。

　鋲びようがぶつかる衝撃によって発火した火薬は高圧のガスを噴ふん射しやし、そのガスによって砲弾は回転しながら飛び出した。その際の大筒内の気圧の変化が甲高い発射音となって聞こえ、それに驚いたスライとモルスは一瞬の隙を見せた。

　御者台に座っていたイサーラは、とっさに身を屈めてしまったモルスの足に蹴りを入れると、脇に置いたままになっていた二連装弓をつかんで狙いをつける間もなく引き金を引いた。

　上下に並んだ矢が二本、至近距離からモルスに放たれる。

　モルスは小さな体をまるでボールのようにバウンドさせ、御者台の外へと飛び降りた。矢はその体に吸い込まれるようにして、消えた。命中したかどうかは確認できない。

　馬車の上にいたスライは大筒が発射された瞬間、そのすぐ横にいた。ジェファンと違って長身の彼は直撃こそ食らわなかったが、高温の噴射ガスを浴びることになった。

　悲鳴を発して顔を押さえるスライに、下にいたヤンが跳び上がってくると体当たりを食らわした。

　スライはヤンに突き飛ばされて馬車から放り出された。

「出せ！」

　ジェファンの叫びにイサーラはすぐに応じた。手綱をつかみ、鞭むちを打つように振るう。

　すでに馬は位置を正しており、弾かれたように馬車は駆け出した。

　そして、発射された砲弾は高速で回転しながら標的に向かった。

　命中すれば、衝撃によって内部の火薬が爆発し、外側の金属をバラバラにして飛び散り、相手に被害を与える。少なくともジェファンの実験では。

　ガス噴射による自力飛行のため、弾道は放物線というよりも直線に近い。白はく煙えんで真まっ直すぐな線を描き、そして、矢のように突っ込んでいったのはハルバーンの背面だった。

　その寸前、ハルバーンは斬りかかっていったザキィの脇にいた。アーシュは馬車に背を向け、ザキィはアーシュに正対し、馬車はアーシュで死角に入っていた。ハルバーンだけが馬車を見られる位置に立っていた。

　砲撃された瞬間、ハルバーンはアーシュとザキィに長槍の一撃を食らわした。そのままであれば、砲弾はアーシュの左肩か、ザキィの右肩に命中していたはずだ。しかし、ハルバーンが二機を押したことによって、射線に飛び込んだのはハルバーンとなった。そして、背中の動力部に直撃を食らったのだ。

　命中と同時に爆発が起こった。黒煙が一気に広がり、破片が四散する。ハルバーンはぐらついたが、なんとか踏みとどまった。しかし、上半身は立ちこめた煙が覆い隠している。

　と、キンッと耳が痛くなるような甲高い音を発して、黒煙の中から白煙が噴き出した。

　白煙を上げる武神を見て、ヤンは緊張に顔を強ばらせる。

「あれは……まずいです！」

「なんだと？」

　ジェファンがヤンを見て、武神に視線を転じる。

「動力核が制御を失ってます。一度見たんです、その時は武神の上半身と周囲の壁が破壊されました！」

　それを聞いたジェファンは武神に向かって、口に手を当てて叫びを上げた。

「離れろ、アーシュ！」

　操縦室にいたアーシュに届くにはその声はあまりにも小さかった。そして、噴出する蒸気の音と、至近距離で起こった爆発の影響で耳が聞こえにくくなっていた。

　しかし、アーシュは体の向きを変えて状況を見た途端、異変が起こっているのを理解した。

「タリア!?　大丈夫か!?」

　黒煙に包まれたハルバーンは背負った動力部の上半分から右肩を破壊されていた。そして、白煙が勢いよく噴き出している。

「姐さん、今すぐ出ろ！」

　ザキィが叫ぶが、その声もアーシュにはかろうじて聞こえるくらいだ。そのザキィの武神は砲弾の破は片へんを足に食らって片かた膝ひざをついていた。

「待って……」

　タリアの声はさらに小さい。

　その間にも噴き出す蒸気は勢いを増し、金属の軋きしむ異様な音も大きくなってきた。

　アーシュは迷うことなく長剣を水平に構えた。

「なにしやがる!?　動けないのをいいことにとどめ刺す気か!?」

　ザキィが叫び、武神を立ち上がらせようとしたが、片足は軋む音を立て、関節から蒸気を出すだけで動けない。

「動くなよ、タリア！」

　アーシュは一声叫ぶと、長剣を槍のように真っ直ぐに突き出した。

　切先がハルバーンの頭部に食い込み、さらに押し込む。しかし、抵抗が強い。アーシュは体ごと前に踏み込むと、全身の力を込めた。甲高い金属音を発し、ついに貫いた。剣を持ち返ると、テコのように持ち上げる。

　ギイギイと金属が悲鳴を上げる。

　アーシュは武神を操って、開いた隙間に両手を突っ込んだ。ハルバーンの頭部を力尽くでもぎ取ろうとした。

　だが、頭を持ち上げようとしたところで、動力部が鈍い音と共に激しく蒸気を噴き出した。スリットを通してアーシュのいる操縦席にも吹き込んできた。

「……っ熱っ」

　肌に熱気を感じ、アーシュは思わず声を上げた。

「アーシュ、もう時間がないぞ！　命令だ、逃げろ!!」

　ジェファンの叫びが聞こえてきたが、アーシュはハルバーンの頭部をつかんだ腕にさらに力を加えた。ギシギシと腕に取り付けた操縦アームがひん曲がりそうな音を立てる。

「取れろ、このデカブツがぁっ！」

　怒声と共に、ハルバーンの華か麗れいな頭飾りのある頭部は宙を舞った。

　アーシュは胴体の中にゆっくりと右手を突っ込んだ。

　タリアは操縦アームから自由になっていたが、出口が変形して開かなくなっていた。開いたとしても高温の蒸気を噴き出す動力部に乗ることは不可能だ。

「つかまれ！」

　アーシュが叫ぶと、タリアは武神の指に飛び乗り、しがみついた。アーシュは握りつぶさないように、しかし、落とさないように、しかも、急いで持ち上げると、ハルバーンに背を向けた。

　タリアの様子をスリットから確認したアーシュはその場から離れようとした。

　その時、ハルバーンの動力部である鋼鉄の箱が一気に膨らみ、まるで球のように変形した。

　次の瞬間、球は弾け飛んだ。大量の蒸気と破片をまき散らし、ハルバーンの上半身を軽々と弾き飛ばして。

　爆風に背中を突き飛ばされ、アーシュの武神はつんのめった。

　すでに足を出して踏みとどまるのは無理だ。アーシュはタリアをどうするか選択を迫られた。このままでは五バルズ以上の高さから放り出してしまう。胸に抱えていては倒れて押し潰してしまう。

　アーシュがとっさに出した結論は腕を伸ばすことだった。そして、そのまま倒れるに任せた。地面に激突する寸前にタリアの乗った右手のひらをお手玉するように軽く上に動かす。これで放り出せば、そのまま地面に叩きつけられるよりは衝撃が弱くなるだろうと考えたのだ。視界がほとんどない状態で出来ることはこれくらいしかない。

　ほっとする間もなく、アーシュに地面に倒れる衝撃が襲いかかった。操縦アームで固定されているため、壁に叩きつけられることはなかったが、全身を縛った革紐が体に食い込んだ。腰を支えるベルトが腹を圧迫し、胸を固定したベルトが肋骨を絞り上げる。

　アーシュは呻きを上げた。最も激しく揺さぶられた両腕のアームは明らかにひん曲がった。

「肋ろつ骨こつがいったかな。操縦に支障が出なけりゃいいんだけどな」

　歯を食いしばって、両手を地面につき、上半身を起こす。

「大丈夫か!?」

　声をかけると、タリアが足を引きずりながら、狭いスリットの視界に歩み寄ってきた。

「……アーくん、どうして……」

「これで貸し借りなしだ」

　アーシュはそう言うと、両手を踏ん張り、武神を立ち上がらせた。あちこちでこれまでにはなかったギイギイという軋みが聞こえる。

「ジェファン！」

　ぐらつきながらもなんとか立ち上がると、ジェファンと馬車の位置を探す。

「私は無事だぞ！　無茶をしおって!!」

　ジェファンの声を頼りにアーシュは振り向いた。馬車の上に初めて見る黒い円筒が突き出している。あれが攻撃の正体かと納得した。

「そっちこそ、俺を殺す気だったのか!?」

「こっちにも色々と問題があったのだ」

「問題？」

　アーシュは周囲を見て、小さな人影をふたつ見つけた。大小の特徴的な姿だ。

「カサムか！」

　アーシュが動こうとすると、ジェファンが手で×をしながら声を上げた。

「そっちは放っておいていい。その前に後ろだ！」

　まだザキィがいたかと、アーシュは振り返る。

　ザキィの武神は長剣を杖代わりにして前進してきた。片足はまだ動かないようだ。その状態で立ち上がり、進んできたのは操縦者の腕か。

「オレとの決着は付いてねぇぜ」

　ザキィは長剣を持ち上げた。バランスが崩れたが、長剣を横に伸ばして倒れるのは防いだ。

「その機体でやるつもりか？」

「てめえの機体も結構ひどいざまだぜ」

　ザキィはめげずに言い返すと、

「まあ、やらねぇっつったって、勝手にやるんだがな！」

　叫ぶと同時に突っ込んできた。

「いいや、てめぇの出番はそこまでなんだよっ！」

　大音声がした次の瞬間、ザキィの武神は腰から下をもぎ取られ、上半身だけがドスンと地面に落ちた。その原因となったのは、地面に突き立った巨大なハンマー。

「ここから先はこのナーダルが締しめるぜ！」

　砦の門に新たな武神の姿があった。
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　その武神はアーシュがこれまで目にしたものとは、明らかに違った。

　一見して大きい。身長ではなく、幅、そして、腕や脚など一回り以上大きいのだ。頑丈で力強そうだ。そして、武器。

　ザキィの武神の下半身を粉ふん砕さいしたハンマーが、主が遠く離れているにもかかわらず柄を持ち上げ、動き出した。鎖で繋つながれ、引き戻されていく。その先には新たな武神の胴体。猛スピードで鎖を巻き上げ、宙を飛んだハンマーを武神はつかんだ。

「槌つい兵へいマトラカか！」

　馬車の上に立つジェファンは興奮を抑えきれない声を上げた。

「マトラカ、ですか？」とイサーラ。

「見ての通り、ハンマーが武器だが、それを振るうために足を強化し、投げるために腕も強化し、全体のバランスを取るために胴体も重くなっている。恐らく、動力部の力も調整してあるはずだ」

「えーっと、つまり？」

「今の状態のアーシュの武神では荷が重すぎるということだ」

　ジェファンの答えにイサーラは深刻な表情でつぶやく。

「まずいですね」

「おまえがメンテナンスしていればもう少しまともだったはずだ！」

「すみませぇん……」

「反省するヒマがあったら急げ！　攻撃して時間を稼かせぐ。その間にアーシュを逃がすぞ」

「でも、アーシュ、戦う気満々ですよ？」

「なんだと？」

　ジェファンは振り向いて目前の光景に目を疑った。アーシュの武神は剣を構えてマトラカに対峙している。

「あの戦バカめ……」

　小声で罵ののしり、ヤンを手招く。

「援護するぞ。ヤン、下から砲弾を取ってこい」

　ヤンは慌あわてて下に飛び降りた。




「おまえはバタルじゃないな」

　アーシュは下半身を破壊されて腕だけでもがいているザキィの武神から、目の前の武神に視線を転じた。

「俺は正規軍だ。汚れ仕事専門のエセ派は遣けん英えい雄ゆう部隊バタルと一緒にするなよ。ヴァルデム様から武神を与えられたのはバタルだけじゃねぇの。ザイン砦司令官ともなれば特別待遇されて当然ってわけだ。もっと勉強しな」

　ナーダルは傲ごう岸がんに言い放ち、ハンマーを軽く振るった。重さからすると、考えられないほど素早い動きだ。

「おまえが《金色の双刃ザハ・インサイブ》か？　バタルじゃ腕利きだったらしいな。バタルって連中は気にくわねぇが、一応軍のお仲間だ。喧けん嘩かするわけにゃいかねぇ。しかし、裏切り者となると話は違う。どう料理しようが構わねぇだろ」

「たった今、ザキィの武神を潰したろ」

「そりゃ、おめえ、不幸な事故ってヤツだ。俺は援護してやろうって、おめえを狙ったんだが、運悪く外れただけさぁ」

　ナーダルはまったく悪びれる様子もなく、そう言ってのけた。

「さあ、バタルってのが正規軍とどう違うのか見せてみな！」

　ナーダルは雄お叫たけびを上げて突進してきた。巨体が重さを感じさせないほど軽々と駆けてくる。しかし、これが鋼こう鉄てつの塊なのは地面に深く刻まれた足跡でわかる。

　アーシュは左足を前に出し、剣を中段に構えた。

　マトラカが振りかぶったハンマーを振るうより早く、アーシュはさらに踏み込む。上体を倒して身を低くしてハンマーをかわしながら、剣を右に下げ、相手の足を薙ぎ払おうとした。

　タイミングは完璧だった。剣はまさにマトラカの左足に食い込む寸前だった。

　だが――。

　いきなり真後ろから衝撃を食らった。

　どうなったのかはわからない。アーシュは突き上げられるような衝撃に全身が浮き上がるような感覚を覚えた。操縦アームに縛りつけられたまま、今度は右に大きく振られ、とどめに地面に叩きつけられた。勢いは止まらず、二回三回と転がり、ようやく止まった時にはアーシュの意識は朦もう朧ろうとしていた。

「鈍いなぁ。その程度かぁ？」

　嘲あざけりの声が降ってくる。

「ハンマーと打ち合う愚ぐを避さけて、足を止めようとした？　いい線行ってるなぁ。しかも、バタルらしくてえげつない。だぁが、このマトラカには利かねぇんだな」

　スリットには青い空しかない。空を見上げているんだとアーシュは気づいた。

　立ち上がらなければと、足と腕を動かす。機械の唸りは聞こえる。四肢も動いているのはわかるが、生身のように起き上がることが出来ない。

「無ぶ様ざまだなぁ。俺ならそれでバタルを名乗ってられねぇレベルだぜぇ」

　ナーダルが笑う。

「手伝ってやるよ」

　マトラカの巨体がスリットの視界に入ってきた。

「ちょいと手荒いけどなぁっ！」

　ナーダルの叫びと同時にハンマーが高々と振り上げられた。そして、勢いをつけて振り子のように一気に振り下ろす。

　今度はアーシュにもなにが起こるのかわかった。反射的に身をすくめ、衝撃に備えた。

　ハンマーは武神の脇腹辺りに命中した。そのまま思いっきり振り抜き、武神をボールのように弾き飛ばした。

　何度回転したかわからない。目は回らなかったが、柱に叩きつけられて、震動でガクガクになりながら、アーシュはなんとか腕を横に広げて回転を止めた。

　止まった時には武神はうつ伏せになっていた。スリットから砂埃ぼこりが入ってきて、操縦室は埃っぽい。しかし、この体勢なら起き上がれる。

　アーシュは両手を地面につき、上体を起こした。あちこちが軋んでいるが、まだ動く。そして、両足の位置を調整しながら一気に立ち上がった。

　グラッと揺れる。右の足に力が入らない。あれだけ攻撃を食らえば壊れても仕方がないか。

　そう思った瞬間、ゴウと風を斬る音が聞こえた。反応する間もなく、左からの衝撃を食らい、アーシュはまた弾き飛ばされた。

　また地面に倒れるのか。

　そう思ったアーシュだが、激しくなにかに激突した機体は前のめりになったまま止まった。

「なんだ？」

　疑問に思いながら起き上がろうとすると、すぐ側で泣き声が聞こえた。

　スリットの向こうに人の姿があった。粗そ末まつな服に身を包んだ子どもだ。顔立ちや黒髪から一目でシンズォの民とわかる。

「これは……」

　アーシュは民家に突っ込んだのだと悟った。好きなように攻撃を食らって飛ばされている間に街に近づいていたのだ。

「ごめんなっ！」

　慌てて謝あやまり、アーシュは立ち上がった。

　土埃を上げながら、家が壊れていく音が響く。さっきの子どもがいたのは三階。子どもは逃げ出したのか姿がない。

　ほっとしながら、グラグラと揺れる機体を操って、アーシュは振り向いた。

　マトラカがハンマーを引き戻しながら悠ゆう然ぜんと接近して来た。

「街に入っちまえば、さっきの馬車の攻撃も難しいだろ。なんせ、ここにゃあ民間人がいっぱい住んでるんだからな！」

　言い放つナーダルに、アーシュは叫び返す。

「それはおまえも一緒だろうが！　関係ない住人を巻き添えに――」

「ああ、関係ねぇよ。俺はおまえが逃げ込んだから追ってきてるだけだぜ？」

　ナーダルは言いながら、戻ってきたハンマーをつかみ直した。

「いかにおまえがひどいヤツか示してやらないと、おまえの取り巻きどもが鳴き止まないんでねぇ。ヴァルデム様がお困りなんだよ」

「ヴァルデムの命令か!?　そのために無関係な人間を巻き込むつもりか!?」

「なあに、この辺りに住んでるのはシンズォの連中ばっかりだ。俺たち帝国人民にゃ痛くもかゆくもねぇんだよ」

　ナーダルはせせら笑う。

「……おまえ、人をなんだと思ってる!?」

「おいおい、そんなことでマジになんなよ。おまえだって散々殺してきたろ？　綺麗事言ってんじゃねぇよ！」

　ナーダルは叫びと共にハンマーを放った。

　すでに長剣もどこかにいってしまった。それでもアーシュは両腕を胸の前に構えてマトラカに挑みかかった。

「芸のない攻撃だな。失望するじゃねぇか」

　ナーダルの声と共にハンマーが真っ直ぐに放たれた。

　アーシュはかわそうと身をひねったが、機体はギシッと軋んだだけで追従してくれなかった。

　人間なら腹筋の辺りにハンマーがめり込んだ。機体をくの字に折り曲げ、アーシュの武神は起き上がったばかりの民家に尻から倒れる。

　今度こそ家は完全に破壊された。レンガと木で出来た家が崩れ落ちる。

　さっきの子どもはもう逃げたかと、アーシュは気になったが、それ以上考えている余裕はなかった。スリット越しにマトラカがさらにハンマーを振るうのが見えたのだ。

　くの字になった体を戻そうと、まず足を引き戻す。が、なにかが引っかかったように動かない。腕を伸ばして足を動かそうとするが、その前にハンマーが襲ってきた。

　アーシュの頭上で割れ鐘かねが鳴り響くような大音響がする。ハンマーは武神の頭部を直撃したのだ。

　鎖を巻き戻すギュルギュルッという音に続いて、めり込んだハンマーが引きはがされる音が頭上から聞こえる。

　スリットからハンマーが真っ直ぐ胸を狙って投げつけられるのが見えた。

　頭部よりももろい胸を直撃すれば、操縦室は破壊される。とっさにアーシュは腕を上げてマトラカの攻撃を受け止めようとした。

　ハンマーは軽々と手首を叩きつぶし、胸に命中した。

　もの凄い勢いでアーシュに迫って来る巨大な鉄の塊。

　視界が完全にふさがれると同時に、スリットがへしゃげてアーシュの方へ突き出してきた。

　引きちぎられた金属壁がナイフのようになってアーシュの顔に迫る。かばおうとした左腕は胸に当てたまま、動かない。ハンマーに当たったせいか。

　めり込んだ壁はアーシュの顔まで三〇バズの距離で止まった。

　ハンマーが引き抜かれた後にはわずかに外の光が差し込む程度の隙間しか残っていなかった。ほぼ外が見えない鋼鉄の檻おりに閉じ込められたような感じだ。

「こんなもんか、バタル二番手《金色の双刃ザハ・インサイブ》ってのは！　がっかりだなぁ!!」

　ナーダルが勝ち誇った叫びを上げる。

「なあ、武神の腕を引きちぎったらどうなると思う？」

　笑い声が聞こえたかと思うと、アーシュは自分の右腕が勝手に動いたのに驚いた。同時に体も起き上がる。ナーダルのマトラカがアーシュの武神の右腕をつかんで起き上がらせたのだ。

　次の瞬間、アーシュの右腕は見えない手につかまれたように背後にねじり上げられた。

「ぐ……うおっ……！」

　アーシュは懸けん命めいに腕を戻そうとするが、相手の力に負けて動かない。

「まあ、腕がもぎ取られるってことはないが、武神は人間の関節の限界を超えても曲がるんだぜ。武神の操縦者を守るって考えは職人にはなかったみたいだな」

　楽しそうな声でナーダルが説明する。

　アーシュの腕はすでにいっぱいまで伸びており、これ以上曲げられれば肘関節が逆に曲げられる。あるいは肩が脱臼する。反対の手で腕をつかんで引き戻そうとしたが、左腕はまったく動かない。

　このままじゃマズい。

　アーシュは脱出を決意した。操縦アームをはずすため、肩に乗ったものを振り落とすようにガクンと両肩を下げる。

　しかし、反応がない。

「両腕を下げた状態じゃないと解除できないのか？」

　アーシュは武神を造った職人を呪った。

「腕を一本くれてやるか」

　気楽に言うと、かろうじて左足に反応があるのを確かめたアーシュは左足を大きく振り上げた。マトラカがいるはずの空間を蹴りつけたのだ。

　すでにボロボロの武神はバランスを大きく崩し、傾く。倒れないのはマトラカが右腕をつかんでいるからだ。

　それでも渾身の蹴りはマトラカの巨体を揺るがした。腕をつかんでいた手が外れたのか、アーシュの右腕は自由に動かせるようになった。

　武神は蹴りを放った姿勢のまま、背中から地面に落ちた。しかし、アーシュが腕を振って地面を叩いたおかげで、半回転してうつ伏せになった。

　時間の余裕はない。

　アーシュはすぐさま操縦アームを解除し、キーを抜き取ると、柱を足場にして、今や頭上にあるハッチをつかんだ。右腕を伸ばした時、胸と腕に痛みが走り、呻きを漏もらす。ハッチを開けると、体を持ち上げて外に出た。

　マトラカはすぐ近くで倒れていた。しかし、すでに上体を起こし、起き上がろうとしている。

「死にぞこないが、逃がすかっ！」

　ナーダルの怒ど声せい。

　時間の余裕はないが、アーシュは自分の武神を振り返った。よくここまで動いていたなと思うほどボロボロだ。飾りを施ほどこした外装はほとんどはがれ、中の複雑な機械が露出している。

　マトラカが起き上がり、手放したハンマーをつかもうと手探りしている。

「アーシュ、飛べっ！」

　その時、向かってくる馬車からジェファンが叫ぶ声が聞こえた。




　ジェファンはくず鉄のようになっていくアーシュの武神を腕を組んでにらんでいた。

「攻撃しましょう、姫様！」

　イサーラが憎にく々にくしげに叫ぶ。好きではないとは言え、少し前まで自分が乗っていた機体だけに、相手に対する憎しみも倍である。

「ダメだ。あの辺りはシンズォの民の居住区だ。家の造りを見ればわかる」

「それじゃ、それを見越してあそこに……」

「だろうな」

　ジェファンは吐き捨てた。

「えげつないですねぇ。なんとかして一発かましてやりたいですねぇ」

　イサーラがつぶやいた時、ジェファンが身を乗り出して叫んだ。

「武神に近づけろ、イサーラ！」

「やるんですか!?」

　目を輝かせるイサーラに、ジェファンはもどかしげに応じる。

「そうではない！　アーシュが脱出する。ヤン、アーシュを受け止めろ」

　大筒に砲弾を込めていたヤンが慌てて身構える。

「イケメンがイケメンをお姫様だっこですかぁ！」

　イサーラが興奮した声を上げる。ジェファンはなにを言っているんだとばかりに眉をひそめた。

　馬車が倒れた武神に近づくと、アーシュが這はい出してくるのが見えた。

「アーシュ、飛べっ！」

　ジェファンが声を限りに叫ぶ。

　アーシュはまったく逡しゆん巡じゆんすることなく馬車に向かって飛び降りた。

　が、イサーラが期待したようにはならなかった。アーシュが着地したのはヤンのいる馬車ではなく、イサーラの目の前――戦馬の間にある動力部だった。勢い余って先頭の方まで転がり、落ちそうになって必死に縁をつかんでしがみついた。

「おいおい、武神から逃げるってのかぁ？　これからおもしろくなるんだぜ。《金色の双刃ザハ・インサイブ》解体ショーをやるってのに？」

　ナーダルの声が追ってくる。

　馬車の後方ではマトラカがハンマーにつながった鎖を胴体から引き出した。投げる気だ。この距離なら余裕で届く。

「スピードを上げろ！　急げ!!」

　ジェファンが手綱を握るイサーラを急かす。

「はいっ！　行けっ!!」

　鞭を振るうと、戦馬の口から一斉に蒸気が噴き出した。グンッとスピードが上がる。

「逃がすかぁっ！」

　マトラカがハンマーを頭上で振り回し始めた。まだ充分に届く距離だ。

　加速で振り落とされそうになりながら、アーシュは金属の箱にしがみつく。戦馬や武神と違い、ほとんどつかまるところがないだけに、指と腕の力だけが頼りだ。指でまさぐって少しでもつかまりやすそうなところを探す。

　と、指先が丸い出っ張りに触れた。

　つかんだ拍子に出っ張りが動き、アーシュは危うく滑り落ちそうになった。

「なんで、こんなとこに!?」

　かろうじて持ち直し、つかみ直す。出っ張りの下には凹みがあった。そこに指を突っ込み、なんとか体を引き上げる。

　指先の感触からすると、形は鍵穴のようだ。御者台側の鍵穴以外に穴があるとは知らなかったアーシュは少し驚いたが、今は落ちないように指に力を込めるのが精一杯だった。

　戦馬が真っ直ぐ走るようになってようやくアーシュは箱に登る余裕ができた。しがみついていた指は真っ赤になっている。ふと指に残った跡を見て、アーシュはつぶやいた。

「そういうことか……」

　その時、ジェファンがイサーラに命令した。

「右だ！　街を回り込――」

「待て、ジェファン！」

　ジェファンの叫びを遮ってアーシュが背後に向かって叫ぶ。

「キーを投げろ！」

　ジェファンはきょとんとした顔で応じる。

「機動キーは戦馬に差したままだぞ？」

「そうじゃない。もうひとつのキーだ！」

「なんだと？」

　ジェファンはとっさに胸に手を当てる。ジェラールの起動キーと伝えられたキーがある。

「どうする気だ？」

「俺を信じろ」

　そう言ってアーシュは手を差し出す。

「お、おまえなど信じられるか！」

　なぜか顔を赤くしながらジェファンが叫ぶ。

「……そうか」

　アーシュが伸ばした手を力なく下ろそうとした時、ジェファンはコホンと咳払いして続けた。

「だが、おまえを選んだわたしのことなら信じられる。受け取るがいい！」

　ジェファンはペンダントを引き抜くと、振りかぶって投げつけた。大きく弧こを描いたペンダントはアーシュの手に収まる。

「ありがとう」

「だから、おまえを信じたのではない！」

　ムキになって言い返すジェファンの声を聞きながら、アーシュは先端に空いた凹みにキーを当てた。太陽のような差し込み口の形はぴったり合がつ致ちした。

「ようし、行けよ！」

　念じるように声を上げながら、アーシュはキーを一気に差し込んだ。そして、ひねる。

　後方から響く動力部の重々しい唸り以外の震動が真下から伝わってきた。

「よしっ、やっ――」

　歓声を上げた瞬間、アーシュは闇の中に投げ落とされた。
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　猛もう然ぜんと走っていた戦馬がいきなりスピードを緩めた。

「どうした？」

　不審に思ったジェファンが馬車の上の砲台から声を上げる。

「わ、わかりません！」

　手綱を握っていたイサーラは首を振るしかない。

　そして、ついに戦馬は足を止めてしまった。

　カチンと金属音がして馬車と轅ながえを繋いでいた楔くさびが外れた。金具が勝手に跳ね上がって外したのだ。

　ジェファンは背後を振り返った。

　迫るマトラカは振り回したハンマーを投げる準備に入っていた。この距離では確実に命中する。馬車がいくら頑丈でも直撃を食らえば破壊されるだろう。まして人間などひとたまりもない。

「まあいい。街から離れれば遠慮なく砲撃できる」

　ジェファンは不敵な笑みを浮かべて大筒のレバーを逆に倒した。砲口が真後ろに向く。

「ヤン、弾は？」

　問いながら、ジェファンは照準を調整する。

「入れました！」

　ヤンの報告にジェファンは立ち上がり、レバーを握る。

「食らうがいい」

　王女らしからぬ言葉を吐き、ジェファンはレバーを倒した。

　カチンと弾を叩く音が響く。

　しかし、続く発火から噴射へ移らない。

「こんな時に失敗か!?」

　ジェファンはすぐさまレバーを戻し、もう一度レバーを倒そうとした。

　その時、イサーラが悲鳴を上げた。

「逃げてください、姫様！」

　マトラカがハンマーを放ったのだ。

　真っ直ぐに自分に向かってくる鋼鉄の塊を、ジェファンは瞬きすらせずににらみつけた。まるでその目力で止めようというように。

「これで終わるならば、シンズォ王家の命運はここまでということだ」

　ジェファンが言い放つ。

　まさにジェファンの命運を粉砕する寸前、土埃を立てて割り込んできた巨大な影があった。

　影と交こう錯さくした瞬間、金属同士がぶつかる轟音と共にハンマーが弾かれ、軌道を変えて馬車の横の地面にめり込む。土埃が舞い上がり、周囲が茶色く染まる。

　土埃の中にそびえ立っていたのは、見たことのない武神だった。

「遅かったではないか、ジェラール！」

　ジェファンが不ふ敵てきな笑みを浮かべて武神を見上げた。




　戦馬の間にある鋼鉄の箱に落ちたアーシュを包んだのは闇やみだった。宙に浮いているような感覚にとらわれたアーシュは、すぐに胸から腰をなにかに受け止められたのだと気づく。

　さわってみると、革のベルトのようだった。まるで吊りベッドのようになっている。

　間もなく目の前に光が差し込んできた。目に入るのは地面。武神のスリットではなく、細かな穴が空いた壁のようだ。さっきまで乗っていた武神よりも見やすい。

　光が入ったことで周囲を確認できた。

　武神の操縦席と違うのはその狭さだ。棺かん桶おけくらいしかない。ここで腕を振り回すわけにはいかない。

　時間がない。マトラカはすぐそこまで迫っているのだ。なんとかしなければ全滅だ。

　周囲を見回し、頭上にふたつの握り手があるのを見つけた。ちょうど左右の手を伸ばしたところだ。

「迷ってるヒマはないな」

　腕を伸ばしたところで、アーシュの右腕と胸に激痛が走った。顔をしかめただけでこらえ、握りをつかむと、思いっきり引いた。

　ガクンと両側でなにかが動く音がしたかと思うと、すべてが変わっていった。

　狭い左右と奥行きが一気に広がり、同時に体が起き上がるのがわかった。操縦アームが床から伸びて足に輪を通す。腕は天井から操縦アームが下りてきた。アーシュはそこに腕を通す。指は五つの輪に分かれていた。指輪のように通してグッと握りしめると、胸や腰を含めた全身が固定された。

　外がどうなっているのかわからない。それでも立ったのは確かだ。視界の高さが武神と同じになっていた。先ほどまで体を支えていた革のベッドは立ち上がると同時に外れている。

　この時、戦馬変形の一部始終を見ていたのはイサーラだけだった。ジェファンはマトラカをにらみつけ、ヤンは大筒の準備とジェファンを守ることしか頭になかったからだ。

　後方の金属箱、つまり動力部がせり上がったかと思うと、アーシュが入った前方の金属箱の上に移動した。

　そして、四騎の馬が分解した。馬の形をした覆いが次々に外れ、位置を変えていく。まるで複雑なパズルボックスを解く作業を見ているようだった。後列の戦馬が腰から足、前列の戦馬が胸と腕へと姿を変えていく。

　変形しながら、うつ伏せになった上半身が反り返り、腕をついて立ち上がる。

　そして、最後に頭部が下からせり上がり、ガクンと位置を止めたと同時に重々しい唸りと共に蒸気を噴き出した。

　そこに立つのは鈍い朱しゆ色いろに塗り込められた巨人。

　これまでの武神のどれとも違うほっそりとしたシルエットに、五〇バズほど高い身の丈。胸は威圧的に張り出し、吊り上がった細い目は相手を威嚇する。頭部の飾りはシンズォの兜かぶとのように太陽のような形になっていた。そして、肩には指揮官であることを誇こ示じするかのようにシンズォ王国の紋もん章しよう。












「うわ……これ、欲しい！」

　茫然と見ていたイサーラは思わず声を上げた。

　この変形を当然アーシュは知る術すべもない。とにかく、一刻も早くマトラカを止めることしか頭になかった。

「動くか？」

　不安が頭をもたげる。イサーラの武神のように重いのではないかと思ったのだ。

　しかし、腕を動かした瞬間、アーシュは驚いた。これまでの苦労がなんだったのかというほど軽かったのだ。

「行けるぞ！」

　歓かん喜きの声を上げたアーシュは、振り返ったと同時に危機を悟った。マトラカが馬車に向かってハンマーを投げる寸前だったのだ。

　アーシュは一気に距離を詰め、タイミングをあわせて左足を大きく踏み込んだ。同時に左腕を曲げ、飛んでくるハンマーの側面を全体重を掛けて肘で打ち抜いた。

　まともに受け止めるのは無む謀ぼうだ。となれば、受け流すしかない。左腕を使ったのは、もしやりすぎて破壊されても、残った利き腕で戦えるからだ。

　が、それは杞憂に過ぎなかった。耳が痛くなるような金属の擦さつ過か音おんと衝撃は食らったが、動きには問題はない。

「大丈夫かっ!?」

　ハンマーが地面に激突した大音響に負けないように叫ぶ。

「問題ない。ヤツを倒せ」

　ジェファンからの命令にアーシュは短く答える。

「そのつもりだ」

　マトラカを正面に見たアーシュはゆっくり足を進めた。足も軽い。これまでは一歩一歩踏み出すのが泥の中に足を突っ込んだような感覚だった。

「まさか、馬が武神に化けるとはなぁ。笑わせるじゃねぇか！」

　ナーダルがハンマーについた鎖を引き戻しながら叫ぶ。

　アーシュは周囲を見る。視野も武神よりも広くなっている。スリットではなく、大きな網のようになっているのと、胸部が前に張り出しているおかげだろう。

　アーシュは左腕を伸ばして、勢いよく引き戻されていく鎖を左手でつかんだ。体が持っていかれる感覚があるが、左脚を前に出して踏ん張る。

「やかましい」

　冷たく言い放つと、鎖を両手でつかんだ。そして、グイッと全身で引く。

　巻き戻そうとマトラカの巨体が唸りを上げ、蒸気を噴き出す。

　鎖に加わる戻す力が増したが、アーシュはジェラールの機体にまだ余裕を感じた。

「どこまで行けるか試させてもらうぞ」

　鎖をつかむ両腕にさらに力を入れる。マトラカの唸りがさらに大きくなった。巻き取ろうとする力と、ジェラールの力は拮きつ抗こうしているかに見えた。が、鎖はゆっくりとマトラカから引き出され始めた。マトラカは焦って腕で引っ張ろうとする。

　ここだとばかり、アーシュは勢いをつけて鎖を引いた。抵抗が急に消え、マトラカの機体からまるで内臓のように鎖が引き抜かれていく。最後の抵抗も虚しく、鎖は引きちぎられてマトラカの胴体から引き抜かれた。引き戻す物がなくなった胴体の中でガラガラと虚しく回転する音が聞こえる。

「俺のハンマーを返せ！」

　怒りの叫びを上げるナーダル。

「使えるものはなんでも使えってのがバタルの主義でね」

　アーシュは鎖を両手でつかむと、先端のハンマーを投げるように勢いよく振り下ろした。大きく弧を描いたハンマーが稲いな妻ずまのように地に落ちる。

　視界の狭い武神の操縦者には天から降ってくるハンマーを見ることも出来ない。マトラカは躊ちゆう躇ちよなく飛び退いていた。

　ハンマーが落ちたのは、たった今までマトラカがいた位置。土埃が収まった後、地面はまるでクレーターのように陥かん没ぼつし、周囲が盛り上がっている。

「貴様、脳天から叩きつぶすつもりかっ!?」

　悲鳴のようなナーダルの声にアーシュは冷たく応じた。

「当たり前だ」

　明らかにナーダルはなめてかかっていた相手に逆ぎやく襲しゆうされ、混乱していた。しかも、自分の得物を奪われ、面子メンツを潰された怒りに我を忘れていた。

「この俺が馬に負けるわけねぇだろがぁっ！」

　アーシュの武神が落とした長剣を拾い上げると、マトラカは振りかぶって猛然と駆け出した。

「ザイン砦司令官ナーダルをなめるなっ！」

　マトラカは土を蹴立てながらアーシュに突進してくる。

「俺が馬なら、おまえは牛か」

　アーシュは鼻で笑い、ハンマーにつながった鎖をグイッと引っ張った。

　マトラカのすぐ脇を飛んできたハンマーは追い抜く寸前に軌道を変えた。モルスの胸を切った長剣の捌さばき方と同じだ。繊せん細さいな手の動きが刃を曲げ、軌道を変える。鎖から伝わった動きでハンマーは大きく軌道をそれてマトラカの背後から足をすくう。

　片足をすくわれたマトラカだが、ぐらつきながらもバランスを取り戻し、剣を構え直そうとする。

　そこにアーシュは突っ込んだ。戻ってきたハンマーをつかみ、横から薙ぎ払うように振り切った。

　剣を持った右腕がハンマーの一撃で引きちぎれた。

　ナーダルの悲鳴がマトラカの外に漏れる。

　アーシュは追い打ちを掛けるようにハンマーを胸に打ち込んだ。

　派手な破壊音を発してハンマーが鋼鉄の胸にめり込んだ。ハンマーが引き抜かれると、規則正しかったスリットは大きく変形し、千切れ、破れていた。アーシュがさらに一撃を加えようと振りかぶると、その裂け目からナーダルの悲鳴が飛び出した。

「やめろ！　やめてくれっ!!」

　ナーダルは右腕をだらんと垂らし、必死の形ぎよう相そうで叫んでいた。

「右腕が動かん！　もう戦えん!!　降参だ！」

　アーシュは聞く耳などないとばかり、ハンマーを振りかざす。

「待て、アーシュ」

　ジェファンの声がアーシュの動きを止めた。

　ジェファンとイサーラは馬車から降りて、一〇バルズの距離まで近づいていた。ヤンは馬車に残っている。そして、ジェファンはナーダルに向かって声を張り上げた。

「おい、司令官。ずいぶんと都合のいい言い分ではないか。アーシュが同じことを言えば、貴様は攻撃を止めたのか？」

「もちろんだ。弱い者を倒しても、俺には名めい誉よも称号もつかねぇからな」

　ナーダルの言葉に、ジェファンは冷たく笑いながら応じた。

「あまり見え透いた噓うそをつくと、そうでなくとも低い評価がさらに低くなるぞ」

「……なんだと？」

　ナーダルの声音が変わる。

「シンズォの民を平然と殺そうとした貴様の心こころ根ねなどとうに見通しておる。今もわたしを殺す機会をうかがっているのではないのか？」

　ジェファンの挑発的な言い方に、ナーダルは吐き捨てるように答えた。

「さすがは育ちのいい王家のお姫様だ。下げ賤せんの民などそういうものだと決めつけてくれる」

「バカを言うな。貴様は自分でそう言ったのだ、言葉だけでなく行動でな」

「このガキが、言わせとけば！」

　マトラカがいきなり動きだし、ジェファンを踏み潰そうと左足を大きく踏み出した。

　アーシュはジェファンを守ろうとマトラカの前に飛び出す。

「かかったな！　奥の手は最後まで隠しとくもんなんだよぉ!!」

　ナーダルの叫びと同時にマトラカの左腕から蒸気が噴き出し、刃が伸び出した。真っ直ぐにアーシュのいる操縦室に向かって左腕を突き上げる。

　至近距離。しかも、踏み出した瞬間の攻撃に、アーシュは避けようがなかった。刃は操縦室を真っ直ぐに貫くかに見えた。

　まさにその時、甲高い発射音が響いた。

　刃から逃れようと、のけ反ったアーシュは機体の前を砲弾が飛び去るのを見た。

　至近距離で爆発が起こり、爆風に煽あおられてジェラールはのけ反り、よろけるが、アーシュが踏ん張って機体を立て直した。

　アーシュはなにが起こったか理解した。ヤンが大筒を発射し、それがマトラカを直撃したのだ。

　マトラカの背中から白い蒸気が噴き上がる。砲弾はマトラカの操縦室に命中し、さらにその奥にある動力部を破壊していた。

「アーシュ！」

　ジェファンの叫びにアーシュはすぐさま反応した。蒸気を噴き出すマトラカを正面から抱え、そして、一気に突進する。向かうは砦だ。

　砦からは迎撃はない。猛然と突っ込んでくる武神を見て、慌てて門を閉ざそうとしている。

　が、アーシュは門など眼中になかった。駆けながらマトラカを抱え上げ、全身のバネを使って投げ上げた。マトラカの巨体は砦の壁を軽々と飛び越え、物見塔に引っかかって半回転しながら砦の中に消えていった。

　破壊音が聞こえた次の瞬間、ドンッと重い爆発音が砦を揺るがした。白煙と土埃の中、砦の物見塔が崩れ落ちていく。

「もろい砦だな」

　それを見てジェファンが声を上げた。

「ちょうどよい。神王国の間かん諜ちようカサムもどこかでなりゆきを見守っているだろう」

　そして、ジェファンは戻ってきたジェラールに向かって手招いた。

「手を下ろせ」

　アーシュが下ろした手に乗ろうとしたジェファンにイサーラが慌てて声を上げる。

「姫様、危ないですよ！」

　ジェファンは顔をしかめた。

「爺じいのようなことを言うな。上げろ」

　アーシュがゆっくり手を胸の位置まで上げ、止める。地上から五バルズ以上の高さで、ジェファンはなんの支えもなく胸を張って立ち、すうっと息を吸い込むと、声を張り上げた。

「聞け！　我が名はジェファン!!　亡きシンズォ国王ガオルイが長子シャリアンと妃ユアンの娘にして、シンズォ王国の正統なる後継者なり！」

　小さな体から発せられたとは思えないほど凜りんとした声が響き渡る。砦の向こうにいるはずの帝国軍に憶おくすることもなく、ためらいもなく、堂々とした姿は時折見せる王族としてのジェファンの姿だ。

「ジャハーン帝国皇帝サウラム・ラドゥール、ならびにガフール神王国国王フェンウン、そして、シンズォの民に告げる。我はここにシンズォ王国の再建国を宣言する！　シンズォの民よ、しばし待て!!　我は必ずことをなす！」












　ジェファンはそれだけ言うと、ハアッと深呼吸し、降ろせと合図を送った。

　が、アーシュは尋ねずにはいられなかった。

「再建国だって!?」

「国民がいればそれでよかろう」

　振り向いたジェファンは面倒そうに答える。

「国民って、俺ら？」

「そうだ。シンズォの民ではないし、ただの下僕だが、おまえも加えてやる。文句あるか？」

「あのー、それでも三人しかいないですよー？」

　イサーラが下から間の抜けた声を上げる。

「それでかまわん、当面は」

「領地はどうすんだ？」とアーシュ。

「下手に領地を持てば攻め込まれて奪われるだけだ。当面はあれを領地とする」

　そう言ってジェファンは馬車を指さした。

「馬車……か？」

「そうだ。確かに狭いが、最初はそれが相応ふさわしいだろう。それに逆に考えれば、この馬車が行ける場所はすべて領地となる」

「全世界が領地か……」

「そういうことだ」

　ニヤリと不敵な笑いを浮かべて答えるジェファンに、アーシュはこらえきれずにフッと笑いを漏らした。

「な、なんだ？」

　ジェファンは眉を寄せて険けわしい表情で武神の中にいるアーシュに身を乗り出して詰め寄る。

「バカにしているのか？」

「いや、そうじゃない」

「だったらなんだ？　言え！」

　眉を寄せて真剣な顔で、ふたりの間を隔へだてる壁につかみかからんばかりの勢いで迫るジェファン。

「楽しいな、おまえは」

「だからなんなのだ!?」

　腕を腰に当てて頰ほおを膨ふくらませるジェファンを見て、アーシュは久しぶりに声を上げて笑った。
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「で？」

　御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握るアーシュが隣となりに座ったジェファンに尋たずねる。

　帝国の砦とりでに喧けん嘩かを売って、二時間。すでにジェラールは戦せん馬ばに戻っていた。馬車の後方に繋つながれた荷台には、無む残ざんな姿となったイサーラの武ぶ神しんと長剣。

　アーシュはイサーラに手当てをしてもらい、痛めた右腕と胸には膏こう薬やくを塗り、包ほう帯たいを巻いていた。

『人のメンテナンスはできるのに、どうして武神のメンテナンスはできんのだ？』とはジェファンのセリフである。

「『で？』とはなんだ？」

　ジェファンはオウム返しに聞き返す。

「俺の稼かせぎもずいぶん溜たまっただろ？　あれだけのことをやったんだからな」

「そうだな。駄だ馬ば二頭分ならもうすぐだな」

「そうか！」

　上じよう機き嫌げんのアーシュに、ジェファンはすました顔で続ける。

「だが、お前自身の値段が駄馬四頭分になっているから、目標は遠いな」

「倍に値上がりしてるじゃないか!?」

　アーシュは思わず腰を浮かして抗こう議ぎの声を上げた。

「当たり前だ。武神三機と戦って勝ったのだから価値が上がるのも当然ではないか。そうだな、駄馬五頭分にしてもよいくらいだ」

　ジェファンはなにを言っているのだと不思議そうな顔をする。それを見て、アーシュは不機嫌にドンッと音を立てて座った。

「なにかしたら高くなるなら、もうなにもしないで寝てるぞ」

「かまわんが、それでは金も貯まらんぞ」

　ジェファンのにんまりした顔に、アーシュは呻うめくしかない。

「計ったな……」

「こんな簡単なこともわからない方が悪い」

「……くそっ。おもしろいヤツだと思ったのに、とんだ詐さ欺ぎ師しだ」

　毒づくアーシュだが、ジェファンは目を輝かせてにじり寄ってきた。

「おもしろいと思ったのか？」

　ジェファンがアーシュを見上げる。

「思ったのだな？」

　返事がないのを肯定だと判断したか、ジェファンはさらに迫る。

「では、もっとおもしろいことを聞きたいか？」

　ジェファンはアーシュの顔を見上げて、むふんと唇くちびるを悪戯いたずらっぽく吊り上げた。聞きたくないとは言わせないという顔だ。

「言いたいなら言えよ」

　聞きたいという言葉がなかったせいで不満そうにしながら、ジェファンは聞かせてやると口くち火びを切る。

「国と国の間で戦いがなくならないのはなぜだと思う？」

「そりゃ、戦いたいヤツがいるからだろ」

「なぜ戦いたいのだ？」

「土地とか食い物とか鉄とかが欲しいからだな」

「なぜ買わないのだ？」

「金がもったいないからか？　わからん」

　アーシュが肩をすくめると、ジェファンは口調を変えて続けた。

「街で食い物が欲しいから店の主人を殴なぐったら、兵士か自じ警けい団だんにつかまるだろう。しかし、国となると話が違う。妙だろう？　それは国を律するものがないからだ。だから、わたしは考えた。国とは関係のない立場の勢力が間にあればどうなる？」

「出方を見るな。もっとも、それがどれだけ強いかによるけどな」

「わたしはその勢力になりたいのだ」

　ジェファンは強い口調で言った。

「でも、おまえ、シンズォ王国を再建するって言ったろ？」

「そうでも言わねば理解してくれんだろう。それに、帝国と神王国に対してはあれくらい言ってやらねば気が済まぬ。とにかく、それが、わたしがずっと考えていたことだ。そこにおまえが現れた。わたしを守る歴戦の戦士たちを倒せるほどの戦力なら、必ず役に立つはずだ」

「ちょっと待て。俺に二国相手に戦えってのか？」

「無理か？」

　ジェファンが期待を込めてアーシュを見上げる。

「……おまえなぁ、いくら俺でも――」

「冗談だ。そこまで期待していない」

　ジェファンは困った顔のアーシュに小さく笑う。

「どの国にも手を出せない。出させない。そんな組織を作りたいのだ。そのためになにが必要だと思う？」

「まず金だろ」

「もちろん、そうだ。でも、それだけではダメだ」

「人手？」

「それはなにをするにも必要だ。教えてやろう。重要なのは情報だ」

「情報？」

　初めて聞く言葉を、アーシュはオウム返しに口に出す。

「シンズォ王国の商人や職人は各国に飛び、そこで店を構えた。王国が栄えたのは、そこからもたらされた富と情報のおかげだ。内乱のおかげで寸断され、帝国の支配で消えたように見えるが、その情報網は今も各地で生きている。この馬車や大おお筒づつを作れたのはなぜだと思う？」

「つまり、その情報網とやらで金と人を集めたのか？」

「そうだ。私ひとりで準備できるわけはなかろう。シンズォ王国の富は各地に散った商人が持っている。貸し付けた王家の金もな。シンズォの情報網から各国の情報を得て、力の均きん衡こうを図るのだ」

　そう言うと、ジェファンはアーシュの目をジッと見た。

「どうだ？　おもしろいだろう？」

「どうだと言われてもなぁ」

　そう答えながら、アーシュは体の中で何か熱く動くものを感じていた。久しぶりの戦い、そして、今までとは意味の違う戦いに血がたぎっていた。

「わかった、ジェファン。俺の命の借金を返すまではつきあってやる」

　ジェファンは一瞬不服そうな目でアーシュを見たが、すぐになにか含みのありそうな笑いを浮かべた。

「なんだよ？」

　自分の気持ちを見透かされたかと不安になったアーシュは言い返す。

「なんでもない。改めて、よろしくな」

　アーシュはジェファンと拳こぶしをあわせた。

「あー、あたしもあたしも！」

　馬車の中で作業をしていたイサーラが拳を突き出す。

「よろしく頼むぞ」

　ジェファンはイサーラとヤンに笑みを向けた。

　蒼空の下、どこまでも続く街道を、史上最小の国はゆっくりと進んでいく。

　その轍わだちは深く、強く、今や帝国の領地となった王国の大地に刻まれた。




　　　　　＊




「アーシュが生きていた、か……。やはりな」

　物もの憂うげなつぶやきが室内に響いた。

　ジャハーン帝国の帝都アジームにある執しつ政せい府ふの中でも重要な区画にある執務室である。

　特産の毛足の長い絨じゆう緞たんには精せい緻ちな柄がらが織り込まれ、レースのカーテンはそよ風になびく。花を生けられた花か瓶びんひとつとっても持ち主の美意識の高さがわかる。一言で表現すれば、豪ごう華かだが華か美びではない。

　低くよく通る声の主は一八〇バズを超える長身に、くすんだ金色の髪。そして、声に相応ふさわしい端たん整せいな顔立ち。ただひとつ、頰ほおに走る傷が端整さを汚している。明らかに斬られた痕あとだ。

　ハーディム・ヴァルデム――弱冠一四歳でバタルとなり、二三歳となった現在、バタルだけでなく、帝国軍指揮官にまで上り詰めた男である。

「ヴァルデム様はアーシュが死んでいないとお考えでしたか？」

　タリアが問う。ザインでの戦いの後、すぐに帝都に駆け戻ったのである。

「アーシュの死体は焼けて特定できなかったからな」

　ヴァルデムはこともなげに答えると、フッと笑った。

「それにしても武神三機を破壊か。やってくれたものだ」

「規律違反をしたザキィは任を解き、牢ろうで謹きん慎しんさせています」

　タリアは神妙な面持ちで告げる。

「ひとつ訊ききたいのだが、タリア、なぜアーシュと共に行かなかった？」

　ヴァルデムはタリアを一瞥し、短く問いかける。その声にはいかなる感情も感じ取れない。

「私はヴァルデム様と共に戦うと誓ちかいました」

　タリアの答えに迷いはない。だが、ヴァルデムはそれには答えず、口元に小さく笑みを浮かべて続ける。

「おまえにアーシュを殺せというのは無理な話だったな。行きがかり上とはいえ、辛い思いをさせてすまなかった。この任には代わりの者をつける」

「誰でしょうか？」

「ファレンだ。彼なら確実に殺やってくれるだろう」

《黒き疾風アスワド・ザウハ》と呼ばれるバタルきっての戦闘屋の名が出たことで、タリアは思わず尋ねずにはいられなかった。

「ヴァルデム様、レネッサにアーシュを派は遣けんしたのは、アーシュを殺すためというのは本当ですか？」

　ヴァルデムはその問いを予期していたのか、ためらうことなく首肯する。

「本当だ。アーシュは我々を裏切り、王国残党に荷担した裏切り者なのだ。それを知った私は処分するためにネイトの軍を派遣した。それだけだ。下がってよい」

　タリアはなにか言いかけたが、結局敬礼をして部屋を辞した。

「未み練れんたっぷりというところですか」

　ドアが閉まった後、タイミングを見計らったように隣室から入ってきたのは、長い髪を幾つもの束に編み、女性的な容姿をした男である。ヴァルデムよりはひとつふたつ年上だろうか。

「ファレンか。これと見込んだ相手には慈じ母ぼのように接し、敵には殺さつ戮りくの神のように容よう赦しやない。それがタリアのいいところだ。同時にふたつの顔をするわけにはいかんさ。亡くなった弟の代わりが相手ではな」

「亡くなったとは物は言いようですね」

　ファレンはそう言いながら非難するような目を向ける。

「必要なものを手に入れるのに手段は選ばん。邪魔なものはなんであろうと排除するだけだ。病弱な弟など邪魔以外の何ものでもない」

　ヴァルデムはふっと笑い、ファレンに視線を移す。

「ファレン、バタルの面子メンツにかけて、アーシュを叩きつぶせ！　方法は問わん」

　その声にも顔にもさっきまではなかった感情が込められていた。

「なぜ、そこまで？　その傷のせいですか？」

　ファレンが頰の傷を示すと、ヴァルデムはあからさまに顔をしかめ、首を振る。

「奴の忌いま々いましい髪だ。シンズォの太陽神信仰は知っているだろう。王女がそれを利用すれば、シンズォの連中が反乱を起こす。神王国も王女の存在をかぎつけたとなれば、事態は複雑になる。そうなる前に手を打つのだ」

「まあ、言われなくとも、あなたに傷をつけた男と戦いたかったからね。吉きつ報ぽうを待ってもらって構わない。ただし、私は私のやり方でやるよ」

　ファレンはそう言い残すと、部屋を出て行った。

　ヴァルデムは頰の創傷に指を当て、端整な顔を歪ませた。

「アーシュ、せいぜい血で紅く染まった轍を刻みながら進むがいい。その後に、私が美しく石を敷き詰めた道を作ってやる！」

　憎ぞう悪おに染まった声が誰もいなくなった執務室に響いた。
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　あとがき




　大半の人には初めましてだと思います。初めまして、穂ほ村むらです。

　初めての方には某ＭＦ文庫Ｊさんから『斬ざん光こうのバーンエルラ』全四巻も出ておりますので、よろしく。

　そういえば、前作ではキャラとの突っ込み漫才にしていたので、普通のあとがきはこれが初めてになりますね。

　というところで、改めまして、よろしくお願いします。




　で、三年も新作が出なかったのはどうしてだと突っ込みがありそうですね。

　企画はあったのですが、どうも上手く行かず、そうこうするうちに体調が悪くなって書いているどころではなくなってしまったのでした。ちなみに、二本書いたどちらも現代を舞台にした高校生が主人公の話でした。

　体調もなんとか回復し、心機一転、ファンタジー路線で企画を出したところ、なんとか採用になり、こうして新作が出せました。

　でも、最初は少女と傭兵が移動屋台をやりながら旅をする話だったはずなんですが、あれよあれよという間に血なまぐさい復讐譚になり、さらにロボットまで出てきて、最後には馬が変形する始末。おかしいな……。

　ちなみにロボットのサイズはだいたい大人の四倍程度で、他の作品でいうと、パト○イバーが一番近いみたいです。

　操縦法については悩みましたけど、『パシフィック・リム』観たからじゃないんだからねっ！　大体、あの格闘シーンはダメなんだよ。弱パンチ、強パンチ、必殺パンチが全部いっしょじゃん！　それじゃダメなんだよ。いや、だから、もっとタメをだね。もどかしくて、三回も観ちゃったじゃないか。べ、別に好きなわけじゃないんだからね！　って、誰にツンデレってんだよ、俺。




　イラストの木き塚づかカナタさんはいくつもデザイン案をあげてくださって、選ぶのに迷うほどでした。ありがたいことです。この後もよろしくお願いします。




　ジェファンとアーシュの戦いはまだまだ続きます。次回は砂漠での武神決戦の予定。ご期待ください！
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